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　──仕事で忙しくてなかなか会えないから、一緒に暮らさないか。

　付き合って約一年半。隆りゅう士じの三十歳の誕生日に、さりげない風を装よそおいつつカチコチに緊張した隆士からそう提案された。

　断られたらどうしようと不安げな様子が可愛くって意地悪をしたくなり、恭きょう平へいは飛びつきたい気持ちを隠し、もったいぶって焦じらしてから了承した。

　あの時は、これから二人の楽しい生活が始まると思った。

「せやのに、この有あり様さまはどうよ？」

　それからさらに一年。恭平は一人きりの部屋で、出会った日のことを思い返していた。










　今日の天気は、典型的な冬型の気圧配置。

　北風にコートの裾すそを巻き上げられても、明日は休みと思うと自然に足取りは軽くなる。

　早めに仕事を終えた樫かし原はら恭平は、スーツ姿のまま日曜の午後の街をそぞろ歩いていた。

　ほんの一ヵ月ほど前には華やかなクリスマスイルミネーションに彩いろどられていた街を一人歩くと、美しいイヴの夜を一緒に過ごしたい、とねだった恋人のことを思い出す。

　恭平は、海外から家具や雑貨を仕入れて販売する、輸入ビジネスを手がける会社に勤めている。クリスマスはそれに関連する西洋風の商品が売れる繁はん忙ぼう期きで、休みなど取れなかった。

　──恭平は仕事、仕事。いっつもそうだよね？

　そう言われても、仕事をして稼かせがなければ暮らしが立ち行かないし、彼女の欲しがるプレゼントだって買えない。

　しかし、ただでさえ会社の定休日が平日の恭平と、休日が合わないことを不満に思っていた彼女の、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい。そのまま別れを告げられた。

　そんな侘わびしい独り身の気ままな足を止めさせたのは、書店のショーウインドウに飾られた一冊の写真集。

　茶色のウサギが草むらの中に立ち上がり、まあるい目でこちらをじっと見つめている。そのウサギと目と目が合った瞬間に、ハート型の矢や尻じりで射い貫ぬかれた気がして、恭平はその場を動けなくなった。

　子供の頃に飼っていた、ウサギのことを思い出したのだ。

　懐かしさでふらりと店内に入ると、入り口近くの棚に平積みされていた写真集『四季の国の生き物たち』を手に取る。その際に、『写真家・澤さわ村むら隆士サイン会』のポップ広告が目に入った。

『〝とつげき☆動物ランド〟でおなじみの、澤村隆士先生の初写真集！　テレビでは紹介しきれなかった写真が満載！』

　あまりテレビを見ない恭平でも知っている、動物バラエティ番組で紹介された本らしい。そんな有名な人の写真集なのかとポップを眺めていると、店員が恭平に声を掛けてきた。

「澤村先生のサイン会なら、まもなく始まりますよ！　当店で写真集をお買い上げ頂いた方、先着百名様限りで、整理券は後残りわずかです」

『残りわずか』とか『限定』なんて言葉に弱い恭平は、ついつい手にした写真集を、中身も見ずにそのままレジへ持っていってしまった。

　整理券を貰もらい、サイン会が開催されるという階段脇の催もよおし物スペースへ移動する。

　そこにはすでに何人かの女性がいて、そのうちの一人が隣の女性と囁きあって、恭平をちらちら盗み見てきた。

　恭平の体格は、身長も体重も標準的だが、小顔なことと長めの手足のせいで実際より背が高く見られる。顔立ちの方も、ほっそりした鼻び梁りょうと涼しげに整った眉、二ふた重えで目尻のすっと上がった切れ長の目と、それとは対照的に少し肉感的な唇が扇せん情じょう的てきな魅力を醸かもしだして人目を惹ひく。

　恭平はさりげなく彼女たちに背を向けて隅の壁際に移動し、初めて写真集を開いた。

　この写真家は動物専門なのか、どのページをめくってもすべて動物の写真だ。日本の山林に棲すむリスやキツネ、シカ──野生で直接見たことはないのに何な故ぜか懐かしい、そんな生き物たちの四季折々の姿をとらえた素そ朴ぼくな写真の数々。表紙の春の草原に佇たたずむウサギもよかったが、冬景色の中で真っ白な冬毛に換わった、大だい福ふくのようにふくふくした姿もまた可愛い。

　見ているだけで優しい気分になって、自然と笑みがこぼれる。

「澤村隆士……か」

　この写真家に興味が湧わいてプロフィールを探すと、裏表紙カバーの見返し部分に簡単な経歴と顔写真が掲載されていた。

　年齢は自分より四歳上だが、爽さわやかな笑顔を見ると年下にさえ見える。日本人にしては彫ほりが深くてはっきりとした顔立ちで、大きな目を涙なみだ袋ぶくろがさらに引き立てていて、とても印象的だ。

　この写真が奇跡の一枚でないとしたら、相当な男前。

　直接本人を見てみたい、とちょっと俗っぽい気持ちになり、サイン会が楽しみになった。

　二時半頃になるとサイン会の準備が始まるが、集まってくる人のほとんどが女性なのに驚く。

　若い男性は恭平以外いない状況に、少々居心地の悪さを感じた。

　列に並んで周りの人達の話を聞いていると、この写真家は動物学者の研究に協力していて、それでテレビにも出演しているらしい。恭平の前に並んでいる二十代前半くらいの女性二人組は、写真より写真家の容姿に惹かれて来たようで、「彼の写真が撮りたい」とはしゃいでいる。

　サイン会開催時間の三時になって澤村隆士が会場に現れたとたん、何人かの女性がキャーッと黄色い声を上げた。

　歓声を上げられた隆士は、驚いたのか少し困ったようなはにかんだ笑顔を浮かべ、集まった客達に深々と頭を下げて着席した。

　遠目からだったが、写真で見るよりずっと男前、というのが第一印象。

　水色のストライプの入ったシャツの上にベストを重ねたシンプルな格かっ好こうだが、清潔感があってよく似合っている。

　隆士は差し出される写真集にサインして、二言三言交わして笑顔で握手。女性客から一緒に写真を撮って欲しいと頼まれれば、それにも応じる。

『写真家のサイン会』と言うより『写真家と記念写真を撮る会』の様相を呈ていしていた。

　写真好きそうなおじいさんは延々と話しかけ続け、係員に促うながされて場を後にする。

　初めて経験するサイン会の様子に見とれているうちに、恭平の番がやってきた。

　目の前に見る澤村隆士は、思わず触ってみたくなる柔らかそうな焦こげ茶色の癖くせ毛げをしていた。日に焼けた肌が健康的で、体格の良さも相まってプロのスポーツ選手のようにも見える。実際に、重いカメラや機材を背せ負おい、動物を追って野山を駆けまわっているのだから、それなりに身体を鍛きたえているのだろう。

　サインを書き込んでもらっている間、ついじっと見ていると、顔を上げた隆士と目が合った。あの写真を撮った人だと感じさせる、好奇心旺おう盛せいな少年みたいにキラキラした眼まな差ざしで見つめ返され、たじろいでしまう。

「あの、ええ写真ですね。これからも頑張ってください」

「ありがとうございます」

　どの写真がよかったとか、ちゃんとした感想を言おうと考えていたのに、すっかり上がって頭の中が空っぽになった。取りあえず当あたり障さわりのない言葉を口にして手を差し出すと、その手をぎゅっと握られる。

　大きなカメラを軽々と扱あつかっているのだろう力強い手を、心地よく感じた。

　名な残ごり惜おしいが手を離そうと力を抜いても、向こうが離してくれない。戸惑う恭平に向かって、隆士は腰を浮かせて身を乗り出してきた。

「この後、六時から向かいのビル三階の居酒屋で打ち上げなんです。是ぜ非ひ来て下さい」

「え？」

「待ってますから」

　他の客には聞こえないような小声だったが、睫まつげの濃さに見入ってしまうくらい間近で、目をしっかり見ながら囁かれた。

　瞬まばたきすらできないほど強い視線に囚とらわれ、反射的に頷いてしまう。

「よかった。待ってますから」

　心底嬉しそうに微笑ほほえんで念を押してくる。安あん堵どと喜びの色を浮かべた眼差しを、何だか可愛らしく感じて一瞬鼓こ動どうが早まった。

　どういうことか訊たずねたかったが、まだ後ろには人が並んでいる。あまり長く彼を独占するわけにはいかない。一礼して写真集を受け取ると、その場を離れた。

　書店を出ても、彼の眼差しが心に焼き付いて離れず、心臓がばくばくしている。心の動揺を鎮しずめたくて、目に付いた喫茶店に入り、そこでもう一度サインの入った写真集を開いた。

　貰ったばかりのサインを眺め、さっきの出来事の意味を探る。

　人違いでもしているのかと思ったが、あれだけ近くで顔を見て、声まで聞いて間違えることはないはず。

　行こうかどうしようか迷って、ついさっき隆士と繫つないだ手をじっと見る。まだ彼の温ぬくもりと力強さが、余よ韻いんとして残っている気がする。

　彼はどんな人なのか、写真家という人種に対する興味とタダ酒の予感。そしてあの強い眼差しの意味が知りたくて、打ち上げ会場に行ってみることにした。

　時間通りに指示されたビルの三階にエレベーターで上がると、エレベーターホールに隆士が立っていて、恭平を見るなり目を輝かせて握手をしてきた。

　両手で、さっきのサイン会とは比べものにならない強さでぎゅっと握られて面めん食くらう。

「ありがとうございます！　本当に来て下さるなんて……本当に、ありがとうございます！」

　あまりの熱烈な歓迎ぶりに、自分が命の恩人か何かと勘違いされているのではと不安になる。

「あのっ、来といて何ですけど、誰かとお間違えやないですか？」

「いいえ。初対面でお誘いして驚かれたでしょう？　でも若い男性の方がサイン会にいらして下さるのは珍しいので、お話を聞かせていただけたら、と声を掛けたんです」

　そう言って、澤村隆士はあのプロフィール写真と同じ爽やかな笑顔で微笑んだ。

「あなたのお名前を教えて下さい！」

「あ、樫原恭平と申します」

「樫原、恭平さん……恭平さんとお呼びしても？」

「はい、どうぞお好きに！」

　摑んだ両手を引き寄せ、前のめりになって訊ねてくる相手の勢いに飲まれ、姿勢を正して行儀よく答えてしまう。自分の名前を、心に刻きざむようにくり返され、何な故ぜか鼓動が跳ね上がった。

「恭平さんは、関西からお越しなんですか？」

「生まれはそうですけど、今はこっちで暮らしてます」

　恭平は大学進学で関東に来てこちらで就職をしたが、いつまで経たっても関西弁が抜けない。京都人の母と大阪人の父を持ち、琵び琶わ湖こ疎そ水すいで産うぶ湯ゆを使い、新喜劇を子守歌に育ったコテコテの関西人だから仕方がない、と改める気もなかった。

　そんなわけで、遠方に帰るのではないから時間に余裕があると知ると、隆士は大きな目を喜びに輝かせた。

「それならぜひ、ゆっくりお話を聞かせて下さい！」

　この人の大ファンだと思われているみたいだが、彼の写真を見たのはこれが初めて。感想を聞かれたら拙まずい。

　そう思い断って帰ろうとしたけれど、握ったままの手を引かれてスタッフの待つ店の前まで連れて行かれた。人数が多い方が楽しいと同調するスタッフにも背中を押され、結局参加することになってしまった。

　打ち上げに来ていたのは、隆士の他には男性が三人と女性が三人で、二十代から四十代くらいまでの若い人達ばかり。出版社の人に書店の人だけという、思ったよりこぢんまりとした集まりだったのに少しホッとする。

　しかしささやかな祝しゅく宴えんとはいえ、その主しゅ賓ひんの隣に座らされると居心地が悪くて、身を縮ちぢめて存在感を消すよう努つとめる。だが、ここでも恭平の容姿は女性陣の目を惹いたらしく、職業や彼女の有う無むなどを質問攻めにされた。

　恋人とは別れたばかりで、彼女募集中ですと言うと、女性たちは色めき立った。

「どんな感じの人がタイプなんですか？」

「タイプって、一言ではよう言いませんけど、話とか好みが合う人がええですね」

　恭平には芸能人で言えばこの人、というような決まった好みのタイプはない。強しいて言えば、ちょっと頼りない人を支えてあげられると幸せを感じる。

　でも高校生のときにこれを言ったら、何でも人任せの『自称、守ってあげたくなる子』にまとわりつかれてひどい目に遭あったので、二度と口にしなくなった。

　あくまでも、頑張っていてもどこか抜けている、そんな人が好きなのであって、初めから何もしようとせず頼ってくる相手は鬱うっ陶とうしい。

　外見に関しては、きれいな人がいい。人に限らず、きれいと感じるものに惹かれるのは自然なことだと思う。

　この打ち上げに参加している女性の中では、斜め前の眼鏡の女性が好みの顔だ。少し鼻ペチャだけど、二重のぱっちりした目がくりくりしていて可愛い。

　だが、男女問わずで一番いいと思う顔はと訊かれたら、この人だろうと隆士の横顔を見た。

　──既き婚こん者しゃではないみたいやけど、彼女はおるんやろか？　まあ、これだけの男前ならおるやろな。

　なんて思っていると、こちらを向いた隆士と目が合い、微笑みかけられる。

　実に幸せそうないい笑顔に、可愛い彼女に写真集の発売とその記念サイン会、と順じゅん風ぷう満まん帆ぱんな彼の人生を想像した。ここまで完璧だと嫉妬する気も起きない。素直に祝福の意味を込めて微笑み返すと、何故か向こうは恥ずかしそうに俯うつむく。

　この打ち上げに誘われた経けい緯いから、積極的な人だと感じたが、意外と照れ屋なのかもしれない。

　人となりが知りたくなって話しかけようとしたが、逆隣に座っていた女性に腕を引かれて、そちらの相手をすることになった。

「お勤つとめが輸入会社ってことは、英語とかペラペラなんですよね？」

「いや、実は英語はあんまり得意やのうて。むしろ英語が苦手やからイタリア語を専攻したくらいで」

「イタリア語が話せるなんて格好かっこいー！」

　何がどう格好いいんだか分からなくて、乾いた笑いが漏もれる。

　大学の学科専攻で、英語から逃げたくてイタリア語を選んだはずが、他の教科でも英語は必要で、結局は英語も勉強する羽目になり大失敗だった。

　とはいえ、母国語含めてだが三ヵ国語が話せるのは、就職に有利だった。就職難のこのご時世に、学生ボランティアでイタリア人の通訳をした際に知り合った今の会社の社員から、ぜひにと請こわれて入社できた。

　語学のレベルは今ひとつだが、恭平にはそれを補おぎなってあまりある、伝えようとする熱意の溢あふれたボディランゲージがあった。さらに関西人特有の、相手を楽しませたいというサービス精神が気に入られたらしい。

　あまり褒ほめられている気がしなかったが、特になりたい職業もなく漠ばく然ぜんと就しゅう活かつをするつもりだった恭平にとって、向こうから声を掛けてもらえたのはありがたかった。

　だから今まで不満に思うことはなかったが、こうして好きな仕事で成功している人を目の前にすると、もっと学生時代からなりたい自分を探しておけばよかった、と考えてしまう。

　彼はどうやって自分の好きなことを仕事にできたのか、訊いてみたくて隆士の方を見たが、向かいに座った書店の男性がずっと隆士に話しかけている。男性は『とつげき☆動物ランド』に出演しているアイドルのファンらしく、その人について熱心に訊ねていた。

「彼女は、特にウサギがお好きでしたよ。そういえば、恭平さんも、ウサギがお好きなんですよね」

　芸能人に興味はないが聞くともなしに話を聞いていると、隆士から話しかけてきた。自分に意識を向けてくれたことに嬉しくなったが、何故恭平がウサギ好きと知っているのか、そちらの方が気になる。

「え、ええ。そうですけど、何で分からはったんです？」

「本屋で、恭平さんが俺の写真集を見てくれていたとき、ウサギのページを開けてる時間が長かったので」

　隆士は自分の写真集をどんな人が買ってくれたのかが気になって、こっそり店内の様子を覗いていたらしい。その気持ちは分かる。しかし、いい年をした男がウサギの写真に頰を緩ゆるませていた様さまを見られていたとは恥ずかしい。

　これには浅いわけがあるのだ、と言い訳しようとしたが、再び隆士が向かいの男性から話しかけられて話題が変わり、それきりになってしまった。

　明日は月曜だから、スタッフの人達は仕事がある。まだ早い時間だったが、料理が片付いた段階で打ち上げはお開きとなった。

　タダ酒を期待してきたものの、隆士は写真の感想を聞きたくて呼んでくれたのに、彼とはほとんど話せず役に立てなかった。これでは申し訳ないので、幹事のスタッフに自分の分を払おうとしたが、こちらが誘ったのだからと強く断られ、お言葉に甘えさせて貰った。

　せめてきちんとお礼とお詫わびをしようと、隆士に歩み寄る。

「今日はごちそうさまでした。何のお役にも立てなんで、すみません」

「あの、恭平さんは……明日の朝、早いんですか？」

　恭平の勤め先は火曜が定休日なので、連休が取りたければ月曜か水曜を選んで休む。今週は月曜を休みにしていたので、明日はゆっくりできる。

　そう告げると、自分も休みだし今日はこの近くのホテルに泊まるので時間があるから、もう少し付き合って欲しいと懇こん願がんされた。

　断られたらこの世が終わるくらいに深しん刻こくな面おも持もちの隆士に面食らいつつ、恭平もあまり彼と話せなくて残念だと思っていたので、二人で飲み直すことにした。

　店を変え、繁華街から少し離れた落ち着いたバーを選んでゆっくりとグラスを傾ける。

　ここまで強引なほど積極的に話を進めてきたくせに、店に入ってから隆士は終始うつむき加減で、チラチラと遠慮がちな視線を向けてくるだけ。

　仕方なく恭平の方から、さっき話せなかったウサギ好きの理由を話し始めた。

「俺がウサギ好きなんは、昔、ウサギを飼っとったからなんです。タロちゃんって呼んでて……」

　ちゃんとした名前がタロちゃんだったか太た郎ろうちゃんだったか、覚えていないほど昔の、小学生の頃のこと。

　恭平は三人姉きょう弟だいのまん中で、気き性しょうの激しい姉と病弱な弟に振り回される両親に気を使い、あまり自己主張をしない手の掛からない子供だった。

　けれど絵本で見たウサギに惚れ込み、どうしてもウサギが飼いたいとだだを捏こねた。

　両親は共働きで忙しく、ペットの世話などできないと反対した。だが、普段は控ひかえめな二番手の強きょう固こな主張に根こん負まけし、自分で世話をするなら、と条件付きで小学校の入学祝いにプレゼントしてくれた。

　両親が買ってきたのは、大人の手のひら大で薄茶色の毛玉みたいな子ウサギだった。

　ふわふわな毛に包まれた身体を、両手で包み込んで抱っこすると、骨がないかのように滑らかだった。温かな体温とぴくぴく動くヒゲに頰を擽くすぐられる感覚は、絵本や写真を見ていただけでは知りようもなかったことで、たまらなく愛いとおしく感じた。

　姉弟は可愛がりたいときに可愛がるだけで、世話は恭平が一人でした。毎日欠かさず小屋の掃除をし、危ない手つきで包丁を握ってニンジンを切ってやったりして、精一杯可愛がった。

　でも恭平が二年生の夏の日、タロちゃんは恭平が学校に行っている間に死んでしまい、親が近くの空き地に埋まい葬そうした。

　親としては、動かなくなったタロちゃんの姿を見て、子供達がショックを受けないようにという配慮だったのだろう。だけど亡なき骸がらを見ていないせいか、死んだと信じられなくて、本当はどこかに逃げ出しただけかもしれない、としばらくはあちこちを探し歩いた。

　月日が流れてそんなことはしない歳になっても、道ばたで似た毛色の猫を見た時などには思い出したりした。

「あなたの本の表紙を見たら、そのタロちゃんに再会したみたいな気がして、なんや嬉しなったんですわ」

　それだけの理由で手に取って、そこで店員さんにサイン会の話を聞かされ、時間があったので参加してみただけ。そうことのあらましを話した。

「せやから、前からファンやったとか写真が趣味とか、そういうんやないんです」

　期待させてすんませんと謝ると、意外なことに失望されるどころか喜ばれた。

「恭平さんって正直な方なんですね。でも、本当に俺のことを何も知らずに、写真だけ見て立ち止まって下さったってことでしょう？　嬉しいです」

　写真を評価されたのが嬉しかったのだろう。前向きな考え方に好感が持てた。

　微笑むと、隆士はあからさまに視線を逸そらして俯く。

　その表情は照れているというより困っているようで、どうしたのか気になって顔を覗き込めば、さらに俯かれる。

「あの？　どうかしはったんで──」

「ウサギって、足跡まで可愛いんですよ！」

　不意に顔を上げたと思うと、突然そんなことを言われて面食らう。しかし、さっき隆士が悩んでいたようだったのは、何か恭平が喜びそうな話を探してくれていたのか、とありがたく話題にのる。

「へぇ、そうなんですか？　足跡は気にして見たことないですわ」

「ウサギの足跡は独特で『けん、けん、ぱっ』って一直線に、前足、前足、後ろ足と進むんで、Ｙ字の跡が付くんです。人間で言えば、跳び箱を跳んでる感じで、前に手を付いて後ろ足で跳ね上がって手より前に足が着地するから、他の四よん足そく歩ほ行こうの動物の足跡とはちょっと違うんです」

「そうやったんですか。知らんかったー」

　タロちゃんも、そんな歩き方をしていたのか。

　タロちゃんは抱っこが嫌いだけど、なでなでは好き。ニンジンは好きだがホウレンソウは嫌い。ずっと面倒を見てきて、何でも知っている気になっていた。でも、意外と気付いていない部分があったのだ。タロちゃんにもう一度会いたい、確かめたいという気持ちが湧き上がる。

「……見てみたかったな、足跡」

「雪の上ならよく分かるんですけど。ああ、そういうフィールドサインも写真集に入れたらよかったですね」

　本当はタロちゃんの足跡が見たかったのだが、もう叶わない。それは悲しいのだけれど、見て貰うにはどうすればいいのか、一所懸命に考えてくれる隆士の態度が嬉しくて笑顔になれた。

「実体の写真だけやのうて、そういうのがあっても面白そうですね。見てみたいですわ」

「あの！　じゃあ、メールで……よかったらですけど、メールで画像をお送りしますので、よかったら、メールアドレスを……」

　教えて貰えますか、と続いたのだろうが、隆士の声は何故か消え入りそうに小さくなっていく。ウサギの足跡を見たいなんて、社交辞令ではと心配しているのかもしれない。見たいです、と力一杯答えて携帯電話を取りだした。

　だが隆士は、アドレスの入力方法を知らないんです、と申し訳なさそうに肩をすぼめる。

「普段、あまり携帯電話って使わないんで」

「なんか意外ですね。野外でのお仕事が多そうやのに」

「仕事中に鳴られると困るんで、電源を切ってることの方が多くて。よく怒られるんですが、シャッターチャンスは逃のがすとやり直しがきかないですから」

「ああ、撮影中に電話が鳴ったら、モデルさんに逃げられますもんね」

　動物相手だとそういうこともあるかと納得し、携帯電話を出して貰って電話帳にアドレスを登録するところまでやってあげた。

「ウサギの足跡、楽しみにしてますね」

　これでいつでも隆士と連絡が取れると思うと、何だか安心した気分になった。

　タロちゃんとは、別れも言えずに二度と会えなくなった。だけど、この人とはまた会える。

　また会いたい、そう思える人とタロちゃんが引き合わせてくれたようで、初めてタロちゃんを抱いたときみたいな、ふわふわとした暖かさを心に感じた。

　感謝の意を込めて精一杯の笑顔を向けると、顔を上げた隆士は何故か驚いた様子で目を見張り、またまた俯いてしまう。

　目を背そむけたくなるほど変な顔をしてしまったろうか、とこっちが驚く。

　どういうことかと窺うかがえば、隆士はよほど驚いたのか、俯いたまま胸の辺りを押さえている。

　何か持じ病びょうでもあるのかと心配になった。

「あの、しんどいんですか？」

「え？」

「なんや、胸の辺を押さえたはるから」

　質問に顔を上げた隆士の顔色は少し赤くて、目も潤うるんでいる。アルコールのせいかもしれないが、それだけではない深刻さを感じた。

「これは、ちょっと、その、胸が……いっぱいになって」

「吐きそうなんですか？　疲れたはるのに気がつかんで、すんません」

　そういえば隆士は、サイン会という大仕事を終えたばかりなのだ。もう帰った方がいいと勧すすめる。

「ホテルまで送ります」

「そんな！　でも……あの……お願いできますか？」

　控ひかえめにだが縋すがるような目で見つめられ、そんなに気分が悪いのかとますます心配になる。ホテルについても、すぐさま帰る気にはなれなかった。

　隆士をベッドに座らせ、具合を訊ねる。

「大丈夫ですか？　フロントで、何か薬もろて来ましょか？」

「いえ。恭平さんって、本当に優しいんですね。ずっと一緒にいてくれたら……って、思ってしまいます」

　隆士は相変わらず胸の辺りを押さえているし、顔も赤いまま。

　やっぱり相当体調が悪いらしい。こんな時に一人にされたら、どんなに心細いか。知り合ったばかりの赤の他人でも、いないよりはマシだろう。

「明日、休みやさかい、よかったら俺もここに泊まりましょか？」

「そ、それは！　それは、そうしていただけると嬉しいというか、ものすごく嬉しいんですけど、だけど、あの……その……」

　何か言いたそうな隆士を辛しん抱ぼう強く待っていると、隆士は意を決したように顔を上げた。しっかりと視線を合わされ、恭平もつられて背筋を伸ばしてしまう。

「恭平さんは、今、お付き合いしてる女性っていないんですよね」

「は？　ああ、待ってくれてる人はおりませんから」

　彼女はいないし家族と同居でもないので、家に帰らなくても気にする人はいないと安心させようとしたが、そうじゃないんですと否定される。

「その……恭平さんの恋愛対象は、女性だけでしょうか？」

「ええ、と……？」

「普通、そうですよね！」

「ということは、あなたは違う、と」

　確認すると隆士は、はいと伏し目がちに頷いた。相手が同性愛者に対してどんな反応をするか、分からないことが不安なようだ。

　恭平は、会社の取引相手に外国人だが同性愛者は複数いるので、偏へん見けんはない。

　イギリス人のゲイからは、日本の男性は小柄で大人しくて服装もお洒しゃ落れだから、みんなゲイに見えて困ると言われた。でも、実際に自分が恋愛対象として見られるとは思わなかったので、やはり正直なところ驚いた。

「つまり、これはナンパですか」

　だとしたら、すでにお持ち帰りされたということではなかろうか。危機的状況のはずだが、あまりに予想外すぎて現実味がない。

　それに、ほんの数時間一緒に過ごしただけだが、隆士は同意のない相手に襲いかかったりする人ではないと感じた。もし万が一、そんな真ま似ねをしようとしたところで、返かえり討うちにできる自信がある。

　平然と構える恭平と違って、隆士の方が余裕がなく見える。

「すみません！　だまし討ちのような真似をして！　だけど、どうしても二人だけでゆっくり話してみたくて……話してたら、あなたと、離れたくなくなって……」

「いえ、送るって言うたんは俺ですし」

　本当にすみません、と頭を下げまくる隆士が気の毒になってなだめる。

「せやけど、俺なんかのどこがええんです？」

「全部です！　見た目も素敵ですし、あなたの気を惹きたくて、だけど何にも思いつかなくてウサギの足跡の話なんかしてしまったのに、嫌な顔一つしないで聞いてくれて……」

「あれは、ホンマに面白かったですもん」

　意中の相手の気を惹くのに、とっさに思いつく話題がウサギの足跡だなんて、微笑ましい。

　本当に不器用で、軽い気持ちでナンパなどできない人だと信じられた。

　落ち着いて話そうと、恭平も隆士の隣に腰を下ろせば、隆士はビクリと身体を硬くして身構える。あまりに緊張した様子が可か哀わい相そうなくらいで、恭平はなるべく優しい口調で語りかける。

「まあ、落ち着いて。澤村さんは俺みたいなのが、好みのタイプなんですか」

　男にそんなことを言われても嬉しくない。──と、思いそうなものだが、意外と嬉しい。緩みがちな頰を、引き締めるのに苦労する。

「はい！　まさにドストライクです！　それに、俺の写真をあんな風に優しい目で見てくれた人は初めてで」

　嬉しかったです、と胸のときめきを押さえるようにシャツを摑む。その仕草が年上なのに幼くすら感じ、妙に可愛く思えた。

「俺はスーツが似合わないんで、恭平さんみたいにスーツが似合う人に憧あこがれてて」

「澤村さんなら、どんな服でも似合うでしょ？」

「いいえ！　スーツとかきっちりした服を着ると、太って見えるって言われるんです。腕も動かしにくくて着心地が悪いし、あんなのを着て仕事ができるなんて、ビジネスマンはすごいです！」

　そんな理由で褒ほめられても、と苦笑いが漏れる。

　だが言われてみれば、隆士は実際に小顔な恭平と違い、肩幅があるせいで小顔に見えるタイプだ。単純に肩幅に合わせてスーツを選ぶと、全体のサイズが大きくなって他の部分がだぶつくのだろう。

　それで似合わないと思い込んでいるだけで、きちんと身体に合ったスーツを着れば絶対に似合うはず。

「オーダーするか海外ブランドので探して、肩幅だけゆったりしたデザインのを着はったら、きっと似合いますよ」

　どれくらいあるのか肩幅を確認しようと肩に触れると、隆士はびくついて身を固くした。

「あのっ、ち、近い、です……」

「そない緊張せんでも。誰も取って食いやしませんから」

　これでは、どちらが連れ込まれた獲え物ものだか分からない。おかしくなって微笑む恭平に、隆士の方がますます狼狽うろたえて視線を床に彷徨さまよわせる。

「こんな風に、自分から誘ったのは初めてで……だから、とても緊張してます。でも、恭平さんはすごく好みのタイプで……あんまり好みすぎて……」

　本当に緊張しているのだろう。手にかいた汗をシャツで拭ふく仕草も可愛く感じる。

「男にこんなこと言われて、引いてますよね」

「いや、俺も高校生のときのクラスメイトに、男やけど見た目も性格もめっちゃ可愛い奴がおって、あいつとやったらいけるなーとか思おもたことあるんで」

　自分にゲイの素質があるとまでは思わないが、性別より見た目と中身を重視するタイプだと自己分析する恭平に、何故か隆士は目を剝むいて反論してくる。

「恭平さんの方がずっと可愛いですよ！」

「そいつのこと、見たことないでしょ」

「俺にとっては、恭平さんが世界で一番きれいで可愛く見えます！」

　これ以上可愛い人が存在するなんて信じられませんとまで言われると、酔っ払いの戯ざれ言ごとに聞こえる。

　思わず、ああそうですかと聞き流そうとしたが、隆士はますますヒートアップする。

「恭平さんはきれいで可愛いし格好いいし、本当に俺の好みそのままというか……スーツ売り場に立ってたらマネキンかと思うほどスーツがお似合いだし、笑ったら周りにぱあっと花が咲いたみたいに華やかな雰囲気になるし、声も聞いてるだけで幸せな気分になれる美声だし、つまらない話もちゃんと聞いてくれるし、英語にイタリア語まで話せる天才だし、恭平さんは俺が今まで会った人の中で、一番素晴らしい人です！」

「……初対面の相手に、ようそこまで惚れ込めますなぁ」

　立て板に洪こう水ずいの勢いで流れ出る賛さん辞じの言葉に、流れるプールに浮き輪を抱いてぷかぷかしている気分になる。止めるより、何も考えず流された方が楽しい気がしてきた。

　しかし、すごいのは写真集を出して貰える澤村さんの方でしょうと返してみると、速そっ攻こうで否定される。

「写真集を出版できたのは、テレビに出して貰ったおかげです」

　褒めたつもりだったが、地雷だったらしい。自分の実力ではないと、隆士は悔しさを握りつぶすように強く拳こぶしを握った。

「今時、ただの動物写真なんて売れません。珍しい希少な動物だとか、テレビで紹介されたとか、何か付加価値が付かないと。俺の場合は、俺がテレビに出させていただいたことで名前が売れて……そのおかげなんです」

「テレビに出られるってことが、まず、すごいことですやん」

「それは、あの番組の監修をしている動物行動学者の永なが岩いわ先生のお手伝いをした縁で、実力というより、コネです」

　華やかなばかりに見えた売れっ子写真家も、人知れず苦悩していたのか。

　自分の力だけでは売れなくて情けないと唇をかむ、その辛つらそうな表情を見ていると、抱きしめて慰めたくなるほどこちらの胸まで苦しくなる。

「それでも、俺は澤村さんの写真が好きや。そのテレビ番組も見てへんけど、好きやと思た」

　笑って欲しくて、精一杯の笑顔を向けると、今度は目をそらさないでしっかり視線を合わされる。

「恭平さん……俺は、あなたが好きです」

「そんなん……今日会おうたばっかりで……」

　真しん摯しだがいきなりな告白に、少々呆あきれる。ホテルにまでついてきたことで、軽く見られているのではと不安もよぎる。

　しかし、自分を見つめる隆士の眼差しは真剣だ。それを見つめ返す自分の胸の鼓動が早いのは、不安のせいだけではないと分かった。

「会ったばかりですが、こんなに親切できれいで優しくて頭もいい人に、惚れるなって方が無理です！」

　隆士の並べ立てる賞賛の言葉があまりにも自分とかけ離れていて、自分のことと思えない。

　けれど、一所懸命な様は可愛らしく感じた。

　さっきから、この男を何度可愛いと思ったことか。可愛いなんて、大人の男に対して抱く感情ではないだろうに、それ以外に適切な言葉が思い浮かばない。

　それほど、可愛い。

「俺……酔っとるかな？」

　後から考えてみれば、この時は酒よりも、心地のよい言葉に酔ったのだと思う。

　──心のままに紡つむがれる言葉に、優しい眼差し。きっと、キスも優しいやろな。

　そう思ったら、試してみたくなった。

　柔らかそうだと感じた栗色の髪に触れると、予想以上に滑なめらかで手に馴染む。そのまま力を込めて引き寄せ、軽く顔を寄せてみると、隆士は目を見開き、ひとしきりアワアワと視線を泳がせてから戸惑いつつも近づいてくる。

　恐る恐る真意を窺う視線が愛おしくなって、恭平は自分から目を閉じて唇を合わせた。

「……恭平さん……恭平、さん」

　軽く浅く、何度も角度を変えて味わう。その合間に存在を確かめるみたいに名前を呼ばれるのが、鬱うっ陶とうしいけど可愛い。
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　恋は何度もしたが、これほどまでに求められたことはなかった。キスだけでこんなに胸が熱くなったのは初めてだ。

「恭平さん！」

　キスをくり返すうちに、二人の距離はどんどん近くなり、強く抱きしめられた。

　男も女も、キスにそれほど違いはないか──そんな風に感じたけど、きつく抱きしめられるとやっぱり違う。胸の丸みも柔らかさもない、だけど骨張っているわけでもない筋肉のほどよい堅さは、意外と気持ちいい。

　男で、年上で、自分より体格もよくて……いろんな要素があるけれど、一番感じたのは可愛いという想い。優しくして、甘やかしてやりたくなった。

　抱きしめてくるその背中に腕を回すと、ベッドに押し倒された。

「あー……やっぱ、俺がこっちですか」

　相手を見上げるという経験したことのない新鮮な位置関係に、不安より笑いがこみ上げて来た。

　初めてのことは、何だかわくわくする。

「す、すみません。でも、できれば……そのように……」

　控ひかえめにお願いしてくる姿もいじらしく、甘やかしたい気持ちに拍はく車しゃをかける。

　体格も年齢も相手が上だし、何より男性経験のない自分が主導権をとるより上う手まくいくと思う。

　この可愛い男のことを、もっと知りたい。もっともっと。

　それで結局、貪どん欲よくに求めてしまった。

　お互いに触り合って、隆士からは口でも奉ほう仕しされた。今までの彼女に、そんなことをしてくる人はいなかったから驚きはしたが、嫌ではなかった。さっきのたどたどしいナンパからは想像もつかない巧たくみな愛あい撫ぶで、恭平はあっさり絶ぜっ頂ちょうを迎えてしまった。

　その後の行為も、いわゆる最後まではいかなかったが、そうなってもいいと思えるほど、よかった。

　お互いに満足して行為を終えても離れがたく、一緒にシャワーを浴びて、抱き合って眠った。




　カーテン越しに朝の光を感じるのに、意識が覚めない。目を開けても終わらない夢に困惑する。

　テレビにも出ているような有名人と知り合って、ホテルで一夜を過ごす。しかも、相手は同性だなんて。恭平は今まで、女性とだって会ったその日にベッドを共にしたことなどないのに。

　こんな夢みたいなことがあるわけない、と思うのだが相手は実際に同じベッドにいるのだから、そろそろ現実として受け入れなければ。　

　微睡まどろんでいる振りで相手を窺うと、隆士も起きたばかりらしくベッドに座り込んでいた。恭平が目を覚ましたのに気付いたが、眠そうな様子に話しかけていいものか迷っているようだ。

　彼が、昨夜ゆうべのことをどう思っているのか気に掛かる。

　遊びには見えなかったし、お互いに楽しんだと思う。しかし、恭平は満足できたけれど、彼は本当に満足できたのか。こんな状況で何を話せばいいのか。悩みは尽きないが、黙って悩んでいても先へ進まない。

　覚悟を決めて起き上がると、向こうから口くち火びを切ってきた。

「体調は、どうですか？」

「あ、おかげさまで」

　男同士は初めてな恭平のために、いわゆる素す股またで済ませてくれた。奉仕される立場のセックスは、くすぐったいくらいに優しくて、ひたすら気持ちよかった。

「よかった。俺もあんなに素晴らしい夜は初めてでした！　恭平さんは積極的かと思ったら恥じらったり、感じやすいくせに意地っ張りで──」

「いや、そのっ、それはともかく、あれですね！」

　何が「あれ」だか分かりゃしないが、酔いに任せた夜の痴ち態たいを、爽やかな朝日の中で描写されると、恥ずかしいなんて生やさしいものじゃなく、慌てて遮さえぎる。

「その……確かめてなかったですけど、隆士さんにも今、付き合ってる相手はおらんのですよね？」

「はい！　仕事馬鹿だしデリカシーはないしで、浮気されて別れました！」

　胸を張って言う内容ではないが、フリーだと強調したいのだろう。

　前の彼は同じカメラマンで、仕事でも私生活でもわかり合えていると思っていたのに浮気され、この半年ほど誰とも付き合う気になれなかったという。

「でも、恭平さんのことを見た瞬間から好きになって、話してみたらもっと好きになって……悪いところはできる限り直しますから、俺と付き合って下さい！」

　唯一の存在に縋るような真剣さで告白し、頭を下げてくる。隆士の茶色の髪を見ていると、『拾って下さい』と書かれたダンボールに入った大型犬が脳のう裏りに浮かぶ。大きな目をうるうるさせながらじっと見つめられて、見捨てられる人がどれだけいるか。

　──こんなの拾ってどないすんねん。ちゃんと世話できるんか？

　けれども、その毛並みの柔らかさと、忠実な心を知ってしまった今になって、背を向けることなどできなかった。

　ベッドに頭を擦こすりつけて懇願してくる隆士の、ふさふさの髪にそっと触れる。

　タロちゃんほどの柔らかさはないが、確かな温度と湿度を持った存在に触れられる、ただそれだけのことが嬉しい。

　心地よさになでなでし続けると、隆士も気持ちいいのか困惑しつつも頭はそのままに、視線だけ上げてくる。

「あの……？」

「俺が変な奴やったら、どないするんです」

　有名人な隆士と違い、名前と職業しか明かしていない恭平は、どこの馬の骨とも分からないのに、まるで疑っていない。

「変な人だなんて、そんな！　恭平さんほど、思いやりがあってきれいで正直で素敵な人に会ったのは初めてです」

「危なっかしい人やなぁ……」

　またもよどみなく流れでる賛美に、苦笑いしか出てこない。

　──こんだけ信頼されたら裏切れへんし、ほっとかれへん。




　そんな風にほだされて流されて、ここまで来てしまった。

　流されたといっても、その流れに自分から棹さおを差して深みにはまった自覚はある。つまりは、お互いに一目惚れのようなもの。隆士を恨うらむつもりはさらさらない。

　だから、あの日の選択を後悔してはいないけど、この状況には満足していない。

　あれから二年半。恭平は、二人で暮らしているはずのリビングで一人、だらりとソファに横になっていた。

　団らんの一時をもたらすはずのリビングは、静せい寂じゃくのまま黄たそ昏がれ色いろに染まり、もうすぐ暗闇に包まれる。それはまるで今の陰いん鬱うつな心そのままで、身体の疲れまで倍ばい増ぞうさせる気がした。

　海外との取引が多い恭平の会社では、時差の関係で早朝や深夜に出社することがある。今日も──正確には昨日のことだが、イタリアからの製品の一部が届かなくて、夜の十時に呼び出された。

　運送の途中で荷物のコンテナが行方不明になったかと追跡してみたが、結局のところは出しゅっ荷かされていなかった、という単純な落ちだった。しかし時差があるためなかなか連絡がつかず、途中で仮眠は取ったが会社の硬い簡易ベッドでは熟じゅく睡すいできなかった。

　おかげで腰は怠だるいし頭の芯しんがすっきりしないしで、最悪の気分だ。

　せめて、商品が届く目め処どが立って喜んでくれるお客様の顔が見られるとか、何か達成感を得られる仕事だったら違う気がする。

　ない物ねだりなのだろうが、流通の中間点は作り手の製品に対する熱意や、それを受け取ったお客様の笑顔とか、血の通かよった反応が見えなくて、やり甲が斐いを感じない。

　語学力も活いかせるし、なくてはならない大事な仕事だと思うが、自分に向いているかと考えると疑問だった。

　落ち込んだ時は、恋人と美お味いしい物を食べながら愚ぐ痴ちの一つも聞いて貰って、イチャイチャするに限る。

　だけど、隆士は帰ってこない。

　春から夏にかけては、多くの動物が繁はん殖しょく期きに入り、生まれたての可愛い子ども達の成長を撮れる絶ぜっ好こうの時期。それが過ぎれば仕事場で現像などの作業になるが、今は山にこもりきり。

　六月の末に一度帰っては来たが、また撮影に出かけてから一ヵ月ほど経つ。

　最後に電話で声を聞いたのすら隆士の誕生日の七月十八日で、もう十日も前のこと。その時には、後一週間ほどで帰れると言っていた。予定が延のびたのなら、連絡くらいしてくれればいいのに。

　こちらから連絡を取ろうにも、隆士は携帯の電波すら届かない山奥にいる。近くの村にはホテルどころか民宿もなく、テントを張っての野宿か車しゃ中ちゅう泊はく。だけど閉へい所しょ恐怖症で狭いところが苦手な彼にとって、野宿は狭いホテルより天国らしい。

　密みっ閉ぺいされた空間から、出られなくなりそうなのが不安なのだそうだ。即座に外へ出られる車はいいが、閉へい鎖さ空間の飛行機は論外、新幹線も極力避さけたい。何より機材が多いから基本は車移動なので、撮影場所に行くだけでも時間が掛かる。

　──中途半端に恭ちゃんの声を聞いたら、会いたくなるから。

　なんて言葉につい納得してしまっていたが、メールすらしてくれないのは、ただの無ぶ精しょうとしか思えない。

『便りがないのは無事の知らせ』と言うけれど、人も通わぬ山中に一人で分け入っている隆士の場合は違う。人知れず行き倒れている可能性がある。

　不審者扱いで警察を呼ばれないため、隆士は撮影場所の山や森の地ち権けん者しゃに許可を取るだけでなく、その近隣の住人にも挨あい拶さつをしてから撮影に入る。

　しかし、詳しい撮影場所は誰にも明かさない。これは隆士に限らず、動物写真家ならよくあること。

　最近は、定年退職したおじさんのアマチュア写真家が増えた。彼らは珍しい被ひ写しゃ体たいを求めて情報交換をしていることが多く、いい撮影場所を一人にでも知られると、大たい挙きょしてそこへ押し寄せてくる。

　マナーの悪い人になると、撮影の邪魔になる木や草を勝手に伐ばっ採さいしてしまったりする。そうなると動物の自然な姿は撮影できなくなるし、地権者も土地への立入を許可してくれなくなる。

　動物写真家にとって、撮影場所は財産のようなもの。大切に隠しておかなければならない。

　そういう事情は説明されたが、どこでどうしているのか知りようのない状況に、不安を感じる気持ちは変わらない。

　会えないだけでなく連絡すら取れないとは、恋人どころか知人以下だ。

　隆士のアシスタントになれたらずっと一緒にいられるのに、などと甘いことも考えてみたが、カメラに対する知識など何もない。

　ずっと一緒にいたいとまでは言わないが、もっと一緒にいたい。

　隆士は仕事で何日も家を空あけるから、同じ家に暮らすとしてもずっと一緒にいられるわけではないと分かっていた。それでも、同居を提案されたときは嬉しかった。

　自分のいる場所が、隆士の帰るべき場所になるのだから。

　初めのうちは、いつ隆士が帰ってきてもいいように、居心地のよい場所であるべく努力した。

　でもその努力が報むくわれる日は少なすぎて、待ち続けた日々と同じだけの虚むなしさが心に積もる。

　今も、隆士が帰ってくる前にと掃除をしたが数日間の待ちぼうけを経へて、リビングには洗濯はされたが畳たたまれずに放置されている衣服の山が。キッチンのテーブルの上には、料理に使った調味料が林りん立りつしている。

　恭平は、料理は好きだが片付けが苦手なのだ。でも隆士は、料理は苦手だがきれい好きなので、彼がいるときにこうはならない。

「隆……ちゃんと飯食っとるんやろか」

　隆士の気配のない散らかったリビングにいると、大切な存在が欠けた部屋に、一人暮らしをしていた頃とは違った孤独を感じる。

　リビングの壁には恭平お気に入りのウサギの写真が掛けられ、棚たなには隆士が撮影に行く度たびに買ってくる、銀ぎん杏なんやたわしで作られた動物の置物。どこを見ても隆士を感じる部屋。

　なのに、肝かん心じんの本人がいない。

　寂しさが、強い向かい風のように前へ進む気力をむしり取っていく。

　いつの間にか、ぎゅっと歯を食いしばっている自分に気付く。唇をほどいてみたが、話す相手もいないのでは、唇から漏れるのはため息ばかり。

　ぶるっと一瞬身体が震えたのは冷房が効きすぎているせいか、このまま彼が帰ってこなかったら、なんて不吉な考えがよぎったせいか。

　冷房の温度を変えようかと顔を上げ、壁際に置かれた固定電話の留守電ボタンが光っているのに気付いた。

　もしや、という淡い期待に飛び起きて電話に走りよって再生させる。

『もしもし、恭ちゃん？　あの、今日帰るつもりだったんだけど、ちょっと用事ができて、それで、今日は帰れないから』

　期待通りの隆士の声に上がったテンションは、その内容に地底までめり込む勢いで急転直下する。

「はぁ？　今日帰れへんなら、いつ帰ってくんねん。そこが大事やろ！　大体何で携帯に掛けてこんのや！」

　留守電は答えてくれないと分かっていても、叫ばずにはいられない。仕事なら我慢するが「ちょっと」程度の用事が自分より大事なのか。いろいろと問いただしたくて、恭平は隆士の携帯電話に掛けてみた。

　だが数回の呼び出し音の後に、留守番電話へと切り替わる。聞き慣れたはずの無機質な応答ガイダンスの声が、今日は妙に神経に障さわった。

「隆のアホ、ボケ、カス、ナス！　おまえなんかもう知らん！　帰ってくんな！　ずーっと山ん中でツキノワグマと山さん菜さい採とりでもしとったらええのんじゃ！」

　留守電に罵ば詈り雑ぞう言ごんの見本みたいな言葉を吹き込み、怒りにまかせて携帯電話を床に投げつけたい衝動を、ぐっと堪こらえて握りしめる。

「癇かん癪しゃくかいな。みっともない……」

　恭平は気を鎮めるべく、ぬるいシャワーをゆっくり浴びると、服を着替えて当てもなく外へ出かけた。










　隆りゅう士じと喧けん嘩かなんか滅めっ多たにしない。せいぜい隆士ののんびりすぎる思考に切れた恭きょう平へいが、隆士を叱りつける程度。

　そんな後、恭平は一人で飲みに出かける。

　やけ酒を飲んで怒りも不満も発散し、喧嘩は翌日に持ち越さない。それが恋人との長続きの秘ひ訣けつだと考えていた。

　それに今日は人恋しい気分もあり、赤の他人でもいいから人の気配を感じたかった。明日は休みだし、思う存分羽は目めを外せる。

　今だけは隆士のことを考えたくなくて、今まで二人で入ったことのないバーを選んだ。

「取りあえず、ギムレット」

　それからちょっと小腹が空すいていたので、適度に腹の足しになる物をつまみに注文する。

「いきなりギムレットとは、飛ばしますね」

　注文を終え、片かた肘ひじをついてふっと息を吐いた背中に言葉を投げかけられた。

『ギムレットにはまだ早い』──確かに、そんなタイトルのハードボイルド小説がある。ギムレットなんてきつい酒を飲むには早い時間。だけど、さっさと酔いたい気分だったのだ。

　それを見透かしたのだろう言葉に振り返ると、そこに立っていたのは、これからご出勤のホストと見み紛まごうような、人の目を惹ひく容よう貌ぼうの二十代後半くらいの男性だった。

　少し長めの黒髪を後ろに撫なでつけて緩ゆるく結び、ワイシャツにジャケットを羽は織おったラフな姿なのに決まって見える。自分の魅力を分かっていて、それをさらに引き立てるすべを知っているタイプだ。

　視線で相席していいかと問いかけてくる。その悪いた戯ずらっぽい人なつこさを持った瞳には逆らいがたい魅力を感じた。

　断る理由もないので軽く頷いて促うながすと、長い足をスツールの脚に絡からめて優雅に腰を下ろし、男はバーテンダーに向かって「俺も同じのを」と短く告げた。

「あなたも飛ばしますねえ」

　軽く揶や揄ゆすると、相手は先ほど恭平が零こぼしたため息よりも、さらに深いため息をつく。

「嫌なことを忘れるには、さっさと酔うのが一番、ですよね？」

　初対面の相手に何ど処こまで打うち解とけていいものか。距離を測はかりかねて、曖あい昧まいに頷いて同意すると、相手は我が意を得たりとばかりに話し出す。

「恋人が……いえ、元恋人が、ですけど、いきなり連絡して来てね。よりを戻したいのかと思ったら、今の彼氏のことについて相談されちゃって」

「それはまた……」

　酔いたくもなる事態に、掛ける言葉が見つからない。しかし、こんなモテそうな男でも恋に悩んでやけ酒に走るのか、と親しみを感じる。

　ちょうど運ばれてきたグラスで乾杯して、互いに名前だけの自己紹介をした。

　風かざ見み雅まさ人とと名乗った相手は、饒じょう舌ぜつだった。

　見知らぬ人にあけすけに愚ぐ痴ちりたかったのか、もしかしたら、もうすでに別の店で飲んで少々酔っていたのかもしれない。

　親の持っているビルの管理をしているとかで、それなりに金持ちらしい。おまけに、この整った容姿だ。恋のお相手に不自由することはない。だから振ったことは数知れずだが、振られたことはなかったから、今回連絡をしてきた恋人に振られたときはショックだったという。

「この俺を恋人にしておきながら、仕事を優先するとかあり得ないでしょ」

　とんだ自信家だが嫌味さがないのは、やはり文句なしの男前だからだろう。

　おまけに、体格はいいのに人なつこい笑顔から可愛い印象を受ける。やはり甘えて人を手玉に取るホストが似合いそうだ。

　少しばかり危険なものを感じたが、にっこり微笑ほほえまれるとただの勘違いにも思える。

「あなたは？　何を荒れてたんです？」

「こっちもまあ、恋人のことですわ」

　愚痴をひとしきり吐き出すと、雅人は自分ばかり話して申し訳ないと思ったのか、こちらに水を向けてきた。

　仕事が忙しくて会えないこと。結婚は難しい相手で、これからどうなるのか将来が見えないこと。──恋人が男だとは知れないよう、曖昧に言葉を濁にごして話す。

　恭平も誰かに悩みを聞いて欲しい気分だったが、男と付き合っていることを打ち明けた友人は少ない。その友人達は反対こそしなかったが、同性愛に対する世間の風当たりは強いと心配してくれた。愚痴などこぼせば、なおさら心配を掛けてしまう。

　家族には、何も話していない。話せば分かってくれるだろうが、心配は掛けると思う。それを考えるとなかなか言い出せず、隆士との同居は家賃を浮かすためのルームシェアと言いつくろった。

　話せる相手のない悩みは、思った以上に腹にたまっていたようだ。ただ聞いて貰えただけでも、少し気が楽になる。

「こんな男前の恭平さんを放ったらかすとか、あり得ないね。他の人に乗り換えちゃえば？　あなたならよりどりみどりでしょ？」

「そりゃ、雅人さんの方でしょ。元カノなんてさっさと忘れて、新しい恋人作らはったらええのに」

　同じ恋に悩む同士。酔いも手伝って、ほんの一時間ほどで下の名前で呼び合うほどになっていた。

「振られたってのが気にくわないの。たかが一回浮気した程度でさ」

「それは……あかんでしょ」

「だーって、一ヵ月も構ってくれなかったんだよ？　この俺を、周りが放っとくわけないだろ。なのにさ……浮気するなんて許せないって」

　恋人に放置される辛つらさは、痛いほど分かる。けれど、だからって浮気するというのには同意できない。つい険けわしい表情をしてしまい、それを見た雅人は拗すねた顔で唇を尖とがらせた。

「恭平さんも、浮気は駄目？」

「駄目ですわ」

「相手がしてても？　恭平さんの恋人だって、仕事だとか言って他よ所そで遊んでるのかもしれないよ？」

　そんなこと、考えたこともなかった。大体、あり得ないと笑い飛ばす。

「それはないですわ。あいつにそんな器用な真似はできません」

「何、その変な自信」

「まあ、あいつは仕事が恋人って言われたら……けど、そしたら俺が浮気相手ってことか？」

　隆士にとって仕事が恋人なら、自分という存在は何なのか。好きなときに会える、便利な相手でしかないのだろうか。

　考えたこともない──いや、考えないように目を背そむけてきたものを、目の前に突きつけられた気がする。

　仕事と自分のどっちが大事なの？　なんて、似たような台詞セリフを昔の彼女に言われた。あの気持ちが、今になって分かった。

　自分が隆士の心をどれくらい占しめているのか。仕事と同じくらいには愛されているのか知りたい。

　暗い思考が頭の中でグルグルしているせいか、目まで回ってきた気がして片かた肘ひじをついて頭を支える。

「恭平さん？　大丈夫？　顔色悪いよ」

「何か……ちょっと、回ってきたかなぁって」

　酒には強い方だが、最近あまり飲んでいなかったせいかもしれない。

　雅人から、すぐそこのビジネスホテルに部屋を取っているから、休んでいけと言われた。それが何だか、安っぽいホストが言いそうな台詞だと思い、おかしくなって笑ってしまう。

　頭の芯しんが妙にふわふわした感じで、深く考えられない。休んだ方がいいと言われたら、そうした方がいい気がしてきた。

「はい、立って」

　肩に腕を回され立たされて、支えて貰えないと立てない事態に自分でも驚く。

　地面がぐにゃぐにゃの蒟こん蒻にゃくになったみたいにふらついて、真まっ直すぐ歩くどころか、立っていることすらできない。少し休ませて貰った方がいいというか、なし崩くずしにそういうことになってしまった。

　優やさ男おとこと思った雅人だが恭平より体格がよく、力も意外にあった。引きずられるようにしてホテルの部屋まで運ばれる。

　ベッドに寝かされると、相変わらず地面が揺れている感じはしたが、背中が安定した分だけ楽になり、大きく息を吐いた。

「吐きそう？　気分悪くない？」

　気分は悪いが、吐き気はない。そう答えると、よかったと微笑まれた。すっと細められたその瞳が、今までと違う雰囲気を帯おびる。

「最中に吐かれたら、興きょうざめしちゃうもんね」

「……最中って？」

　ぼんやり顔を見ながら訊ねると、雅人がベッドに片かた膝ひざをかけた。ギシッとベッドの軋きしむ音に、不吉な胸騒ぎを覚える。

「恭ちゃんの恋人って、男でしょ」

　覆おおい被かぶさってきた雅人が耳元で囁いた言葉に、胸の鼓動は確実に跳ね上がる。

「え？」

　すっとぼけようとしたが、顔で答えてしまっていた。動揺で呼吸が速くなる恭平を安心させるように、雅人は優しく微笑み恭平の頰を撫なでる。

「心配しないで。俺もそうだから」

　初対面の雅人に親近感を覚えたのは、同類だったからかと納得した。

　でもだとしたら、この状況はまずいのではないか？　と気付いたけれど遅かった。

　ベッドへ上がった雅人に、馬乗りになられる。

「何……何すんねん。冗談……」

「俺なら、恭ちゃんのこと放ったらかしになんかしない。大事にして……可愛がってあげる」

　冗談で済ませたくて無理矢理に笑顔を作ってみたが、真顔で返された。

　もしかしたら、恋人に放ったらかされた腹いせに、こういった慰なぐさめを求めて飲みに来ていたと誤解されたのかも。それなら、話せば分かって貰えるかもしれない。

「……お気持ちだけ、いただいときます。俺は、恋人……裏切りたないんで」

「んじゃあさ、今晩だけ付き合って」

　ささやかな期待はあっさりと覆くつがえされた。一時の遊び相手に選ばれただけと分かって、本気で抵抗をしようとしたが、できなかった。

「そんな、ん……何……？」

　さっきまでは足が上う手まく動かないだけだったのが、腕まで上がらなくなっている。腕が抜けそうに肩が怠だるくて、指先にも力が入らない。

「放っておかれて……溜まってるんでしょ？」

「なっ！　んっ……や、め……」

　ズボンの上から、そっと触れられただけで背中をのけぞらせてしまう。感じてしまったことに、羞しゅう恥ちで顔が熱くなる。

「俺も寂しいんだ……慰めて」

　潤うるんだ眼差しで縋すがられ、不覚にも一瞬ときめいてしまった。それでも、隆士以外の男なんて考えられない。

「……すんません。無理、です」

「ちぇっ、駄目か。んー、でも、もう一押しさせてよ！」

　丁重に、だがきっぱりお断りすると、雅人はしおらしい表情をあっという間に消し去り、馬乗りになったまま恭平のシャツをたくし上げてくる。

「おー、いい身体。一回だけならいいじゃない。ね？　黙ってればバレやしないよ」

「バレ、て……そんな、もんらいや、ない……」

　必死に抵抗を試こころみるが、身体が思い通りに動かないどころか、ろれつまで上手く回らなくなってきた。

　絶対におかしい。こんなに酔いつぶれるほど飲んではいないはず。それに、こんな酔い方は今までしたことがない。何を何杯飲んだか記憶をたどって、気になることに思い当たる。

　トイレに立って戻ると新しいグラスがあって、雅人からお勧すすめだからと言われて飲んだ。やけに甘くてあまり美お味いしくなかった上に、何のカクテルか訊いてもはぐらかされた。あれに何か変な薬を盛られたのか。

　計画的にホテルに連れ込まれた──遅ればせながらそう気付いて、ゾッと総そう毛け立だつ。

　近づいてくる雅人の唇から顔を背けると、首筋に口づけられて震えが走る。

「恭ちゃん……いいでしょ？　ね？　優しくするから」

「……ん、や……」

　吐息のような声で首筋を擽くすぐられると、自分でも情けない甘えた声が出た。嫌けん悪お感かんと、それとは別の感覚が身体の奥で渦うず巻まいて、情けない気分になる。

　実際問題、一人で処理した後の虚むなしさに耐えかね、最近は自分でもしていなかったので相当たまっているはず。

　放ったらかされて餓うえた身体は、とろりと甘いクリームみたいな優しさを欲しがる。これは拙まずいと思う気持ちをあざ笑うように、身体は熱を帯びてくる。

　のろのろとしか動かない両腕を交差させて、顔を覆う。

「いや、や……やめてぇ、や……」

「恭ちゃん……可愛い。こんなに可愛い恭ちゃんを、放っておく隆が悪いんだよ」

「い、やや……隆……」

　──そうや、隆が悪い。あいつのせいや、あいつがおらんからこんなことになったんや。

　自分がどこで隆士の名前を口にしたか定かではないが、隆士の名前を言われて頭の中は彼のことで一杯になる。

　他の男に抱かれてしまったと知っても、隆士ならきっと許してくれる。けれど、恭平を助けられなかった自分自身を責める。

　隆士に辛い思いをさせたくない。

「り、う……隆……」

　混乱に霞かすむ意識にどこからか少し怒った声が混ざり、ふっと身体の上の重みがなくなった。

　今逃げなければと思うのに、力が入らず身体を起こすことができない。気力を振ふり絞しぼって腕に力を込めたところで、再び気配がのし掛かってきた。

「恭ちゃん……」

　震える小さな声で、愛しげに名前を呼ばれる。それが隆士の声に聞こえるほどに動揺している。だけど、とにかく何か反撃をしないと。

　瞼まぶたも開かない状態だったが、力任せに声のした方にパンチを繰くり出だした。

「き、恭ちゃ、ん……」

　相手に当たったことは当たったが、やはり全然力が足りなかったのか、懲こりずにまたのし掛かってきた。振りほどこうと必死の抵抗を試みるが、微かすかに首を振るだけという情けない有あり様さまに、悔し涙が溢あふれそうになる。

「や、や……って……隆……」

「恭ちゃん！　しっかりして！　俺だよ！」

　俺って誰やねん。隆士に似た声が腹立たしくて、怒りを原げん動どう力りょくに重い瞼を何とか持ち上げた。

「り、う……？」

　照明をやけに眩まぶしく感じて、目を開けているのが辛い。それでもじっと目をこらすと、自分の上にのし掛かっている男の顔は、どう見ても隆士だった。

　半信半疑で、相手に向かって腕を伸ばそうとしても、肩の関かん節せつが溶けたみたいに上手く力が入らない。でも気持ちは伝わったのか、向こうの方から身体を倒してきた。

「……恭ちゃん」

　愛しげに耳元で名前を呼んでくる、その唇に触れたい。かろうじて動く首を巡めぐらせ、頰に触れる肌の感触や、髪の匂いを確かめる。

　隆士は整せい髪はつ剤ざいはおろか、シャンプーも使わない。不自然な匂いは動物が嫌うからという理由で、身体も髪も無香料の無添加石せっ鹼けんでわしわし洗うだけ。

　それでも髪はふさふさ肌はつやつや。触れるととても気持ちいい。この感触を、隆士の匂いを、他の誰かと間違えるはずがない。

　──けど、なんでこんなとこに隆がおんねん。これは夢か？

　助けに来てくれたのかと嬉しくなったが、そんなに都合よく現れるなんて、ドラマじゃあるまいしあり得ない。もしかしてさっきまでのは全部夢で、実際はソファの上で居眠りでもしていたのだろうか。雅人とのやり取りは夢にしてはやけにリアルだったが、今、自分を抱きしめてくれている隆士の存在の方が確かだ。

　匂いに重さに声、どれもが質感を持っている。触れられる愛しさに安あん堵どのため息を漏もらせば、すべての不安や辛さも一緒に吐き出せたみたいに心が軽くなる。

　──隆が帰ってきた。

　その喜びが、何もかもを忘ぼう却きゃくの彼方かなたへ吹き飛ばしていく。隆士が側そばにいること以上に大切なことなどない。抱きしめられる幸せで思考の容量はめいっぱいになり、何も考えられなくなった。

　緊張が解けたせいか、僅わずかにだが動くようになった腕を隆士の首筋に回して縋すがり付つく。

「恭ちゃん。嬉しいけど、離してくれなきゃ何にも出来ないよ」

「ん……いや、いやや」

　困惑気味だが嬉しさに弾はずむ声が恋しくて、なおさらに抱きつく腕に力を込めた。

「恭ちゃんは浮気なんかしないし、俺のことを信じてくれてるって分かっただろ？」

　分かったかって何がだろう。やはり頭が混乱しているのか、幻げん聴ちょうでも聞こえているのか。隆士の声が何を言っているのか、よく理解できない。

　考えている間も、隆士は何だか分からないことを話している。

「──じゃあ、出てけばいいじゃないか！」

「ん……な、んで？」

　せっかく再会できたのに、どうして出て行かなければならないのか。不満げに眉根を寄せると、恭ちゃんに言ったんじゃないよと口づけられたが、それじゃあ誰に向かっての言葉なのか。

　問いかけようにも、口を開こうとすると口付けは深まり、舌まで吸われて言葉にできない。できるのはせいぜい熱い吐息を漏らすくらい。

「ふっ……んん、隆……」

　何も考えられないし、考えたくない。このまま隆士だけを全身で感じていたい。

　腰をうねらせて身体を擦こすりつけると、隆士も嬉しそうに応えてくる。

　慌てすぎてズボンのボタンを外すのを失敗するのも、荒い鼻息を腹の辺りに感じるのも嬉しい。

　何とか恭平のズボンを脱がすと、自分も性急にシャツを脱ぎ捨て覆おおい被かぶさってきた。

　素肌を重ね合わすと、それだけで吐息が漏れる。

　そんな恭平に、隆士はその吐息ごと奪うばう勢いで口づけてくる。

「恭ちゃん……可愛い」

　隆士の匂いと声に、体温、重みさえ愛おしくて、幸せな気分になった。

「隆……」

「恭ちゃん。好きだよ。大好き。愛してる」

　自分もだと答えたいのに、優しい愛撫に吐息しか漏れない。

「もう、ずっと一緒にいられるよ」

　抱かれている間中、夢みたいに幸せな睦むつ言ごとを聞かされ、そのまま眠りに落ちた。




　──はずが、ホンマに夢やったなんて、そんなん有りか！

「そんなに怖い顔してどうしたの恭ちゃん？　昨日はあーんなに可愛い顔しておねだりしてたくせにさ」

　意地悪い笑顔でソファに腰掛けている雅人の存在を、信じられない気持ちで睨みつける。

　幸せな夢が覚めた朝、現実は悪夢となって襲いかかってきた。

　昨日、隆士と会ったことは夢じゃないと思いたいけれど、現実として目の前にいるのは雅人で。素すっ裸ぱだかの自分の身体には、愛し合った痕あとがいくつも刻きざまれている。

　場所も自宅ではなく連れ込まれたホテルだし、隆士の姿もない。

　雅人から逃げたいのに逃げられなくて、これは隆士だと思い込もうとしたのか？　そんなはずないと否定するには、記憶が曖昧すぎた。

　頭の中は悩みと二日酔いのコンボで、恐慌状態に陥おちいった恭平は、ベッドに座り込んだまま頭を抱える。

「ほんっと、いい表情だったよ、二人とも──見る？」

　そう言われて顔を上げ、雅人が差し出してきた、デジタル一いち眼がんレフカメラの液えき晶しょうモニターを見てみた。

　そこに写っていたのは、昨夜ゆうべの隆士と自分。小さな画面でも、何をしているのかばっちり分かる。

　昨日の相手がやっぱり隆士だったことに、まずは胸をなで下ろす。

　でもだとしたら、隆士はどこへ行ったのか。少し気分が落ち着いて周りの状況を確認すると、微かに水音が聞こえる。多分、隆士がシャワーを浴びているのだ。

　そんなのんきなことをしているということは、この雅人は隆士の知り合いらしい。しかし何故、恭平に黙って、知り合いにこんな写真を撮らせたのか、まったく想像がつかない。

「……何で、こんな写真……」

「よく撮れてるでしょ？　いい写真って人に見せたくなるよね。爽さわやかな動物写真家のお兄さんの裏の顔、なんてみんな興味津しん々しんだと思うよ」

　脅おどしとしか思えない言葉に愕がく然ぜんとする。

　一般人の恭平と違い、最近は撮影で忙しくて出演しなくなったとはいえ、隆士はテレビにも出ていた有名人だ。こんな写真を週刊誌にでも持ち込まれたら、おもしろおかしく書き立てられ、好奇の目にさらされるだろう。

　それがカメラマンとしての仕事にどう影響を及ぼすか分からないが、よくない事態になるとしか考えられない。

　不吉な想像から激しい動どう悸きに襲われ、酸さん欠けつになったみたいに目の前が暗くなる。

「消してもいいよ。データはもうパソコンに移しちゃったからさ」

　カメラをぶっ壊してでもこの画像を消してやる、と思った心を見透かされて舌打ちする。

　嚙かみついてやりたい気持ちで睨にらみつけると、いい表情だなんてカメラを向けられて、さらに怒りが増す。

「恭ちゃんって、ただ男前なんじゃなくて、表情がいいよね。昨日の顔も、すっごくよかったよ」

「……何がしたいねん。何する気やねん！」

　にこにこと愛あい想そのよい笑顔が癪しゃくに障さわる。言いたいことがあるならはっきり言えと詰め寄った。

「人の物って、よく見えるよね。それに、隆が勝手に別れるって言っただけで、俺は納得してなかったんだから」

　バーで雅人が愚痴っていた元恋人とは、隆士のことだったと今になって気付く。

　写真を公表されたくなければ身を退ひけ──ということか。なんて分かりやすい罠わなにはまってしまったのか。

「隆士によりを戻そうって言っても断られたから、恭ちゃんが俺みたいに浮気しなかったら諦あきらめるって言ったんだ」

　それで隆士に、恭平が怒ってやけ酒を飲みに出るような電話を掛けさせて後をつけ、薬を盛ってホテルに連れ込んだ。都合よく隆士が助けに来てくれたのは、最初から仕込みだったのだ。

　しかしこんな写真を撮ったということは、雅人は初めから諦める気はなく、自分達を別れさせるつもりだったらしい。得意げにネタ晴らしする雅人に殴りかかりたかったが、弱みを握られていてはそれもできない。

　隆士が誰かに騙だまされるのは想定内だが、自分まではめられてしまうとは。

　悔しさに歯ぎしりしていると、バスルームの扉が開いて、鼻歌交じりにバスローブを羽織った隆士が出てきた。

　隆士は雅人の姿に驚き、不思議そうな顔をした。

「雅人？　恭ちゃんが入れたの？　あの、もう雅人から話は聞いた？」
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　雅人のことをまったく疑っていないことに、情けないやら隆士らしいと納得してしまうやらで脱力する。雅人に脅されていることを悟られないため、何も知らないととぼけるしかなかった。

「何の話や。俺は今起きたとこで、何がどうなっとんのかさっぱり分からんわ」

「事情はこれから説明するから。──ところで雅人。オートロックなのに、どうやって入ったんだ？」

　確かに出て行ったのを見たのにと訝いぶかしむ隆士を、雅人は鼻で笑った。

「この部屋取ったの俺だもん。フロントにインキーしたって言ったら、スペアキーで開けてくれるさ。昨夜はお楽しみでしたねー」

　それで中に入り込み、久しぶりの逢おう瀬せに夢中だった二人に気付かれることなく、本来の鍵を持ち出したと知った隆士は、さすがに狼狽うろたえた。

「なっ、じゃあ……み、見てたのか？」

「見てたのかって……」

　やっぱり写真を撮られたことに気づいていない隆士に呆れ、二の句が継つげなくなる。

　酒と薬で朦もう朧ろうとしていた自分はともかく、隆士は素面しらふだったはずなのに。それだけ無我夢中だったのだと思うと頰が熱くなったが、喜んでいる場合ではない。

「あのね、恭ちゃん。実はこの雅人と俺は知り合いで……っていうか、実は昔付き合ってて──」

　神しん妙みょうな面おも持もちで事情を説明しようとする隆士を無視し、恭平はこの事態を頭の中で素早く整理して決断を下くだすと、シーツをはねのけて裸のままベッドから飛びだした。

　怒って殴りかかってくるとでも思ったのか、防ぼう御ぎょ態勢を取る隆士を無視して服を身につける。

「恭ちゃん、怒らないで！　付き合ってたのは、恭ちゃんと会う前のことで──あ、こら、見るな雅人！」

　目を輝かせて裸ら体たいを鑑賞しようとする雅人の前に立ちはだかり、隆士は恭平の身体を隠そうとするが、昨夜もう存分に見られているのに今更だ。

「恭ちゃん、ちょっとは隠さなきゃ駄目だよ！　他の人にそんな格かっ好こう見せないで！」

　身支度を済ますと、こんなことになったのは誰のせいやねん、とどやしつけたい気持ちを抑おさえ、隆士に決断を突きつける。

「おまえにはほとほと愛あい想そが尽きた。別れよ」

「別れるって、恭ちゃん！　そんなっ、まま、待って！　こ、こ、これには、その、ちゃんとわけがっ！」

　動揺しまくり嚙かみまくりでオタオタする隆士を、仁に王おう立だちで睨みつける。

「わけなんか聞かんかて、この現状を見たら明らかやんけ。昔の男とよりが戻った、っちゅーことやろ？」

「雅人との浮気を疑ってるの？　そんなことないよ！」

　首を振り、両手を振り、まさに全身全霊で否定してくる。その様は、以前に隆士と一緒にＤＶＤで観みた、極ごく楽らく鳥ちょうの求愛ダンスみたいだ、と変なことを思い出す。

　自分が冷静なんだか動揺しているんだか、分からなくなってきた。

　今の自分の心の中で確かなものは、とにかく隆士を守りたいという願いだけ。

　熱い想いで、冷たい言葉を吐き出す。

「どうだかな。仕事やなんて言うて、今までも雅人とイチャ付いとったんやろ」

「そんなことするわけない！」

　雅人がいる理由はこれから説明するという隆士から、言い訳は聞きたくないとそっぽを向く。

「話より目の前の現実の方が信じられるわ。今まで仕事しとったんなら、なんで雅人がここにおんねん」

「恭ちゃん！　雅人とは帰ってから落ち合っただけで、本当に仕事に行ってたんだよ！　今回はタヌキの家族写真を撮ってきたんだ！　子ダヌキ、可愛いよ。誰よりも、恭ちゃんに見せたくて撮ってきたのに」

「長期の仕事から帰ってすぐに会いに行くんは、好きな人やわなぁ」

「だよねー」

　腕を組んで傍ぼう観かんしていた雅人の方に視線を送ると、うんうん頷いて同意してくる。

　そんな雅人に、隆士は食ってかかる。

「雅人！　おまえは変なこと言うな！　恭ちゃん！　これにはちゃんと訳があるんだ。俺のこと、嫌いにならないで！」

　肩を摑まれて視線を合わせられる。真正面から見つめ合うと、男前やなと思う。涙目で縋すがる眼差しも愛おしい。だから──

「歯ぁ、食いしばれ」

「へ？」

　わけが分からず目を見開く隆士の肩にそっと手を置くと、問答無用でボディブローを食らわせる。隆士が息をつまらせ前のめりになったところを、さらにアッパーで突き上げた拳は、きれいに顎あごに入った。

「恭、ちゃ……かっこ、いー……」

　呟きつつ、ぐらんと揺らめいて後ろに倒れかかった隆士を、斜め後ろにいた雅人が慌てて抱き留めた。

「わーっ、隆！」

　久しぶりに本気のパンチを繰り出した拳こぶしに、少しだけジンとした痛みを感じる。懐かしい痛みに、こんな状況にもかかわらず、つい過去に想いを馳はせてしまう。

　今は人並みだが、小学生の頃の恭平は小柄だった。

　男の子にしては可愛い顔立ちをしていたこともあってか、いじめとまではいかないものの、からかわれることが多かった。それが嫌で舐なめられないよう強くなりたくて、小学三年生の頃から近所のボクシングジムに通い始めた。

　ボクシングを習っているというだけで、それまで絡からんできていたお調子者共はビビってからかってこなくなった。それで満足して小学校を卒業すると同時にボクシングはやめてしまったけれど、どこを攻撃すればいいのか、あるいは攻撃してはいけないかという人体の急所は学べた。

　胴どう体たいの方はかなり本気で殴ったが、顎に関しては手加減した。後ろに雅人がいるからひっくり返って後頭部を打つ危険はないことも、ちゃんと計算してやった。

　意外と冷静な自分を褒ほめてやりたい。

「大丈夫か、隆！　……恭ちゃん、こいつ白目剝いてるよ？」

　動揺する雅人に、軽い脳しんとうだから動かさずしばらく安静にさせておくようアドバイスして部屋を出る。

「ちょっと、恭ちゃん！　これ、どうやって再起動すんの？」

「これ、言うな！　大事な恋人やろうが。しっかり介かい抱ほうしたれ」

「ってことは、隆のこと本当に諦めちゃうの？」

　それが望みだったのだろうに、やけに拍ひょう子し抜ぬけした顔をされ、簡単な気持ちで決意したわけではないのにと腹が立つ。だが、この男に隆士を託たくすしかないのだ。

　さっきの二人の様子では、憎み合って別れたわけではなさそうだ。こんな手の込んだことをしてまでよりを戻そうとするくらいだから、雅人はかなり隆士に執しゅう着ちゃくしているのだろう。

　今度はきっと、浮気など隆士が悲しむようなことはしないはず。

「隆とは別れたる。──その代わり、隆の世話はしっかりしたってくれ。あんた、カメラマンなんやろ？　せやったら、俺より隆の役に立てるやろうし」

　半なかば自分に言い聞かせるようにそれだけ告げて、目を覚まさない隆士に狼狽える雅人を振りきりホテルを後にした。

　ちょうど走ってきたタクシーに乗り込み、マンションへ帰る。

　隆士が回復してここにこられるまで、少し時間がある。さっき隆士を殴ったのは、憎くてやったわけじゃなく、時間稼かせぎのため。

　それでも、のんびりできるほどの時間はない。着替えなど当座に必要な物と、どうしても持っていきたい物だけを、急いでボストンバッグに詰め込む。

　他に忘れ物はないかぐるりと見回し、散らかったリビングにため息が漏れる。

　隆士の役に立ちたいと思っていたのに、快適な空間すらろくに用意してやれなかった。ここでただ待つことしかできなかった自分と違い、雅人なら一緒にカメラの手入れをしたり、専門的な話をすることができるだろう。

「……大丈夫。隆は、幸せになれる」

　最後に、この場にいたがる心をボストンバッグに押し込んでマンションを飛び出すと、恭平は会社近くのビジネスホテルに宿を取った。

　これからしばらくは、ここが我が家だ。狭いし薄暗いし、とても快適とはいいがたいが、侘わびしい今の心情ではどんな高級ホテルのスイートルームでも、浮かれた気分にはなれない。

　あたふたと準備をして小走りに移動してきたせいか、結構な汗をかいていた。シャワーで洗い流そうとバスルームへ向かう。

　シャワーを浴びながら大きくため息をつけば、心も身体も一息つけた気分になった。

　ここまでの行動は、一連の動作として続けてきた。それが途切れると、糸が切れたように動けなくなってしまう。

　シャワーも出しっ放しのまま、鏡に映る自分の姿をぼんやり眺めた。身体のそこここに残る、隆士のつけた赤い痕を隆士を殴った余よ韻いんの残る手でたどる。

「隆……隆……」

　指先には何の変化も感じないし、自分で触る分にはくすぐったくすらない。だけど隆士がつけてくれたものだから、その一つ一つが愛おしい。

『俺のこと、嫌いにならないで』必死に縋った隆士の姿が脳のう裏りに甦よみがえる。

「嫌いになんて、なるわけあるかい。隆……ホンマに、ホンマに……好きやで」

　曇くもった鏡にぼんやり映る自分の顔の上を流れ落ちる水滴が、涙に見えてやけに切なかった。










「マジかいな……」

　朝っぱらからあるまじき事態に、恭きょう平へいは絶句して立ち止まり、すぐ側そばのビルの柱に身を隠す。

　会社の事務所の入ったビルの玄関脇に、隆りゅう士じがいた。

　隆士を拒否するべく真っ先に携帯電話の着信拒否設定をし、居場所も見付けられないよう、会社から一番近いビジネスホテルは避さけた。しかし、仕事までは休めない。

　でも隆士もストーカーじゃあるまいし、会社の前で待ち伏せするとまでは思っていなかった。

　隆士の常識の無さを舐なめていた。しっかり面倒を見ろと頼んだのに、雅まさ人とは何をしているのか。

　物もの憂うげな面おも持もちで立ち尽くす隆士に、こちらもやるせない気分になる。隆士の幸せを願って身を退ひいたのに、何だってあんな悲しげな隆士の姿を見なければならないのか。

　顔を合わせたくないが、あの位置に立たれていては、見つからずに非常階段のあるビルの裏に回ることもできない。

　しばし逡しゅん巡じゅんして、恭平はもう出社しているはずの、後輩の村むら上かみ佳けい一いちに電話を掛けることにした。

「……着きましたけど？　え？　窓って、ここの？」

　自分の携帯電話と向かいのビルから、少しずれて同じ声が聞こえてくるのは変な感じだ。恭平は目の前の磨すりガラスが開くと同時に、おはようさんと挨あい拶さつを投げた。

　ビルの窓から顔を見せた佳一は、驚いた様子でつり目気味の大きな目を瞬しばたたかせた。

「先輩？　おはようございます。……お隣で何してんです？」

　恭平は会社の入ったビルの、隣のビルの三階にいた。不審がられて当然だ。

　だがその疑問に答えるより先に、行くべき場所へ移動することにする。

「ええから、ちょっとこれ持て」

　恭平は腕を伸ばして自分の鞄かばんを佳一に渡し、窓まど枠わくに足を掛けた。

「え？　ちょっ！　先輩っ！　危ない！」

　おまえの声にびっくりして落ちるわと毒づいて、恭平は一メートル近い隙間を長い足でひょいと跨またぎ、ビルの間を空中移動した。

　隣り合わせの二つのビルはほとんど同じ作りで、窓の位置も向かい合わせになっているからできた芸げい当とうだ。

「せんぱーい……寿命が五分ほど縮ちぢまりましたよ」

　本気で心配してくれたらしく、恭平の鞄を抱きしめたまま固まっている佳一を笑顔で労ねぎらう。

「助かったわ。びびらして悪かったな。裏の非常口にも回られへんかったから、お隣から上がらしてもろたんや」

「非常口って……玄関の自動ドアが壊れたんですか？」

「いや。入り口んとこに隆りゅうが待ち伏せしとるから」

「え？　あのカメラマンだっていう彼氏さんですか？」

　恭平は会社で、自分が男性と付き合っていることを隠していない。取引先のフランス人が、仕事上のパートナー兼けん恋人の男性を堂々と連れてきたりする会社なので、性指向についてオープンな空気があった。言いふらすことではないけれど、合コンなどに誘われたときに嘘をついて断るのも気が引けるので、カミングアウトしておいたのだ。

「喧けん嘩かでもしたんですか？」

「まあ、ちょっとややこしい話やねん」

　会社はフレキシブルタイム制で、やるべき仕事さえこなせばある程度の時間の融ゆう通ずうが利きく。

　動揺した気分では仕事もはかどらない。驚かせたお詫わびにと、エレベーターホール横の自販機で佳一にコーヒーを奢おごり、ことの次第を簡単に説明する。

「別れたんやけど……いや、別れよ言うたんやけど、納得してくれんでな」

「別れようと思った理由は何なんです？」

　ついこの間までラブラブだったでしょ、とからかわれたが、周りに心配を掛けないために、いつでもラブラブを装よそおっていただけだ。

「それはまあ、あれや……いろいろあってな」

「いろいろって、そんな曖昧な理由じゃ納得して貰もらえるわけないじゃないですか」

　そう正論を言われても、隆士に本当の理由は話せないんだからどうしようもない。

　隆士なら、人気写真家の地位を捨ててでも、間違いなく恭平を取る。そんなことはさせられないから。

　ここまで頑張ってきた隆士の努力を、自分のせいでふいにしてしまうことなど絶対に嫌だ。

　隆士には雅人との浮気を疑って別れたことにしたが、本当は隆士が浮気をしたなんて、これっぽっちも疑っていなかった。

　もっと他に、決定的に別れられる手はないものか思案する。

　他に好きな人ができた。これは一番ありがちだが、説得力がある。でもそれには恋人役が要いる。

　ちらりと佳一を盗み見てみたが、不適合だ。佳一も隆士ほどではないが長身だけれど細身だし、猫科を思わせる大きなつり目は幼さを感じさせ、二歳年下ということを抜きにしても頼りなく見える。

　隆士の方がずっと格かっ好こういい、と失礼ながらも迷わず思ってしまう。

「……イタリア支店の中なか野のさん、こっちへ帰りたいって言うたはったよなぁ」

　会社にはイタリア、フランス、イギリスに支店がある。支店といっても店舗ではなく、取り引きを仕切る事務所があるだけ。ただ、外国にも支店がある輸入会社だというと信頼度がぐっと上がるので、意外に重要なのだ。

　イタリア支店に派遣された中野は、真面目すぎて堅苦しい人だった。だが、それが外国人のイメージするお堅い日本人像にぴったりだったせいか、面白がられている感じでそれなりに受け入れられているらしい。

「二年って話だったのに、もうすぐ四年ですもんね」

　それがどうしたんですか？　と訊ねてくる佳一に、ちょっとな、と言葉を濁にごした。

「同どう棲せいを解消したんなら、先輩は何ど処こに泊まってるんです？」

「ドラッグストアの斜め前のビジホやけど。隣や上の部屋のトイレを流す音が気になって、夜中に何度か目ぇ覚めたわ」

　壁が薄いせいもあるが、自分の寝が浅かったのもあるだろう。

「よかったら、うちに来ます？」

　今夜はゆっくり眠れるやろうかとため息をつくと、佳一がそう提案してきた。

　佳一の部屋は１ＤＫだが広めで余裕があるので、よく友人を泊めているという。

　すべての事情を知った上で提案してくれるありがたい申し出に、恭平は素直に甘えさせて貰うことにした。




　昼前に、ビルの出入り口に隆士がいるかどうか、佳一に見てきて貰うとさすがにもういなかった。帰りも、まず佳一に外を確認して貰ってから退社する。

　何だかボディーガードみたいな気分です、とはしゃぐ佳一は、ボディーガードというより番犬だと思ったが、口を災わざわいの元にしたくなかったので黙っておいた。

　ホテルに置いていた荷物を取ってから、一緒に佳一のアパートへ向かう。

　駅から少し距離があるが、そのおかげで広い割りに家賃が安いそうだ。明かりの灯ともりはじめた静かな住宅街を進むと、野球でもできそうなほど広い公園があった。

「待って、恭ちゃん！」

　ええ環境やね、なんてのんびりとした会話をぶった切る大声で名前を呼ばれ、恭平と佳一はその場で立ち止まった。

「後、つけとったんか……」

「気付きませんでしたね」

　迂う闊かつでしたすみません、とボディーガード気取りで謝ってくる番犬を、おまえのせいやないと慰める。

　人目のないところを選んで呼び止めたらしいのは、隆士にしてはまともな判断だ。これ以上、付きまとわれても困るので、佳一には入り口で待っていて貰い、隆士と二人で目の前の公園に入った。

　公園といっても遊ゆう具ぐは少なく、電灯の明かりが芝しば生ふのすり切れた広場を白しら々じらと照らしている。

　暑さより緊張で汗ばんだ額ひたいを、生ぬるい風が吹き抜けて、ぞくりと身体が震える。だけど何でもないふりをして、周りに話が聞こえないよう広場の中心で隆士と向かい合う。

「恭ちゃん、俺の話を聞いて欲しい」

　立ち止まった途端に話しかけてくる隆士を遮さえぎり、自分のペースに持ち込む。

「待ち伏せたり、後つけたり、完璧にストーカーやな」

「だって！　恭ちゃんが電話に出てくれないから……」

　迷子の子犬みたいにしょぼくれる隆士が可哀相になるが、ここは心を鬼にする。電話に出てくれないなんてこと、普段まるきり連絡をしてくれないおまえにだけは言われたくないと突き放してこの場を立ち去りたい。

　でも縋すがり付つく隆士の視線が、棘とげを持った茨いばらみたいに身体を縛しばり付つけて、身動きができない。苦しくて、すべての事情をぶちまけたいけど、事情を知ったら隆士はどんな犠ぎ牲せいを払っても恭平を取る。

　そんなことはさせられない。早く隆士から離れたくて、勝手に話を進める。

「俺な……イタリアに行くんや」

「え？　イタリア……？」

　まだ決まったことではないが、イタリア支店の中野との交代を申し出れば、ほぼ確実に行かせて貰えるだろう。

　突然の話題に思考回路が停止したのか立ち尽くす隆士に、子どもへ言い聞かせるように丁寧に説明する。

「隆は、飛行機乗って、言葉も通じん外国へ行けるか？　行かれへんやろ？」

　隆士は閉へい所しょ恐怖症で飛行機には乗れないし、英語も苦手で絶対に海外には行けないと言っていた。だから二人で旅行をしたことがない。一度くらいは行きたかったな、なんて横道にそれる思考を慌てて元に戻す。

「隆には雅人がおるんやし、俺は仕事に生きることにした。せやから、俺のことは気にせんでええから、雅人と仲良うな」

　隆士に未練などまったくない振りで明るく笑うと、隆士も満面の笑みで瞳を輝かせてくるのに面食らう。

「でもっ、それじゃあイタリアに行くから別れるって言ってるだけで、俺のことを嫌いになったわけじゃないんだね！」

「浮気しといて何言うとんねん！　浮気者なんか嫌いじゃ、ボケ！　イタリア行くことになったんは偶然や。どっちにしろ、おまえとは別れる」

　変な方向でポジティブになられてしまった。これは失敗したかと心の中で舌打ちし、とにかく嫌いだ別れると言い張る。

　けれど、隆士も引き下がらない。

「本当は、浮気したなんて思ってないだろ？　どうしてそんな嘘をつくの？」

「嘘ちゃうわ。何で嘘なんかつかなあかんねん」

「だって恭ちゃん、俺の買ってきたお土産みやげを持って行っただろ」

「……それは……」

　恭平が必需品の他に持ち出した物は、隆士が撮った写真を収めたアルバムに、隆士が仕事先で買ってきてくれた、十数個の動物を模かたどった置物。

　銀杏ぎんなん細ざい工くのキツネやウサギ、たわし細工のリスとセットになった松ぼっくりのツリー。手の込んだ可愛い物もあるが、ほとんどは素しろ人との手て慰なぐさみ程度の粗そ雑ざつな出来だ。

　写真はともかく、大した価値もない置物を持って行く理由があるとすれば、それが大切だから。嫌いになった男から貰った物なら置いていくはず、と珍しく鋭するどい指摘に思わず口ごもる。

　それでも頭をフル回転させ、それらしい理由を必死で探す。でも焦あせって頭に血が上のぼり、冷静な思考は失われていた。とっさの思いつきで行動してしまう。

「気晴らしに、ぶっ壊したろ思おもたんや！　こんなわけの分からんもん買こうてくるボケと付き合おうとった過去との決別にな！」

　新聞紙でくるみ、壊れないようボストンバッグの一番上に入れていた置物達を取り出すと、恭平は力一杯地面に投げつけた。

「恭ちゃん！」

　衝撃で、新聞紙の中からニワトリやタヌキの置物が転がり出る。いくつかは壊れたのか、小さな欠片かけらが地面に散らばった。それを見て、とっさに膝をついて拾い集める隆士から目を背そむける。

　あの小さな置物達は、隆士が恭平にくれた心。それを、壊してしまった。

「もう……何も要いらん……ウサギの写真も、こんな置物も……何も要らんから、もう……俺のこと、放っといてくれ」

　爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握りしめ、溢あふれそうな感情を抑おさえ込こむ。

「恭ちゃん……」
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　青ざめた顔で見上げてくる隆士に、許してくれと土下座して謝って取り縋りたい気持ちをねじ伏せる。

　それでもこれ以上涙を堪こらえることはできなくて、何も言わずに背を向けた。

　恭平と、公園内の隆士へ、交互に視線を走らせる佳一の前を、黙って通り過ぎると、佳一は慌てて後を追ってくる。

「先輩？　あの……隆さん、あのままでいいんですか？」

　何度も振り返る佳一の言葉に、隆士がまだ座り込んだままだと知って、何か重い塊かたまりが胸につまったように苦しくなる。人を傷つけておいて、苦しいなどと言えた義理ではないのに。

「今日は、星がきれいやなー」

　歩を緩ゆるめて、涙を堪えるために空を見上げると、星が滲にじんで何重にも見えた。それがきれいで、きれいすぎて悲しくなる。

「……夏の大だい三さん角かっ形けいって、どれですかね」

　恭平を追い越した佳一は、歩きながら空を見上げる。何も聞かずに恭平の涙を見て見ぬ振りをしてくれる佳一の好意に甘え、アパートに着くまでの一時、ただひたすら泣いた。










　それから五日間。隆りゅう士じは会社の前にも、どこにも姿を現さなかった。

　あれだけのことをしたのだから当たり前なのだが、隆士が今どうしているのか心掛かりで、気持ちが塞ふさぐ。けれども、こちらから会いに行くことはできない。

　どれほど隆士を傷つけたか。もっと他にやりようがあったはずだと、考えたってもう遅い。

　壊れてしまった置物が元に戻らないのと同じで、隆士の心は二度と戻ってこないのだから。

「恭きょうちゃーん。おはよう」

　そう諦あきらめきっていた恭きょう平へいを、隆士ではなく雅まさ人とが会社の前で待ち伏せていた。

　朝からハイテンションな雅人に目め眩まいがする。ため息混じりに目元を覆おおうと、一緒に出社した佳けい一いちが大丈夫ですかと気遣ってくれる。

　それを見た雅人は、さらにテンションを上げてきた。

「何？　誰？　この可愛いの。恭ちゃんの新しい彼氏？」

「いえ、あの……」

　無遠慮な視線を頭の先からつま先まで走らされ、佳一は怯おびえつつも、そういうことにした方がいいですか？　と視線で問うてくる。佳一の心遣いをありがたく思いつつ、取りあえず雅人の出方を見ようと佳一を後ろに下がらせる。

「……せやったら、どやねん」

「別にー。だったらよかったなと思って。隆のこと、本当に諦めるんだ」

「そんなことわざわざ確認に来たんかい」

「ちょっと話があって。今いい？」

　普通、出社してきたばかりのサラリーマンが「今いい」わけがない。時間が取れなくはなかったが、ふざけているとしか見えない雅人に素す気げなく背を向ける。

「ええわけあるか。仕事じゃボケ」

「あのっ、ちょっと話を聞くくらいは……」

　佳一に詳しい話はしていないが、隆士の関係者だと察したらしい。雅人と恭平の間に忙せわしく視線を走らせる佳一の腕を摑み、雅人を無視してビル内へ入った。

　仕事をしていても隆士のことを考えてしまうが、それでも何もしていないときよりは頻度が少ない。仕事を見付けて自主的に残業をすることにして、真面目にパソコンに向かっていた。

　そんな恭平の手を、携帯電話が止めさせる。

『村むら上かみ君は預かった。返して欲しくば、ホテルグランドのロビーまで来い』

「何しょうもないこと言うとんねん、雅人」

　ふざけた電話をガチャ切りしてやりたかったが、画面に表示されているのは佳一の電話番号だ。

　出勤は一緒にするが、退社まで時間を合わせることはないと先に帰らせた。そのせいで災さい難なんに巻き込んでしまったのかと、ひたすら佳一に申し訳ない気分になった。

『恭ちゃんってばノリ悪ーい。ちゃんと不審者っぽくやったのに』

　苦情を申し立てられたが知ったことではない。

　隆士との連絡を絶たつため、電話帳に登録してある番号以外からの電話は、すべて着信拒否に設定した。だから佳一を騙だまくらかして電話を借りたようだ。

　ここまでして呼び出すなんて、どういうつもりか確かめなければ。

　けれど、問いただしても、来なきゃ話さないの一点張り。雅人の声に『先輩、すみません』と佳一の声が被かぶるのにため息が出る。今すぐ行くと答えるしかなかった。

『ホテルグランド』はビジネスホテルとは違い、ちょっと高級感のあるシティホテルだ。広めのロビーを見渡すと、喫茶スペースで佳一が立ち上がったのが見えたので、その席に向かう。

「先輩！　勝手なことしてすみません」

「いや、巻き込んで悪かったな」

　開口一番に頭を下げる佳一を、どうせ雅人が悪いんやろとなだめて座らせる。

「隆の落ち込みがすごくって。本当に、ちょっと見てられないくらいなんだよねー。自殺でもするんじゃないかと心配で」

「やっぱり話し合うべきですよ！」

　そこまで思い詰めてるなんて可か哀わい相そうじゃないですか、と佳一は本気で隆士の身を案じてくれている。

　雅人も口調はふざけているが、目は真剣だ。しっかり話し合った方がいいと腹をくくった。

　心配そうな佳一に、なるべく普段通りの軽口を叩く。

「佳一。この詫わびに今度奢おごったるさかい、先に帰っといてくれ」

「いえ。待ってますから、一緒に帰りましょう」

　番犬に徹てっしようとする佳一を、ゆっくり話し合いたいからと説得し、明るく手を振って見送った。

「俺、チョコレートパフェ。この人、ホットの紅茶。ミルクで」

　恭平の注文を取りに来たウェイトレスに、雅人が勝手に注文をする。それが普段、自分のよく頼むメニューなことが気に入らない。

「何を勝手に注文しとんねん。大体、今更俺に何の用や」

　望み通り身を退ひいてやっただろう、とあからさまに不機嫌な顔で雅人を睨にらんだが、雅人は気にも留とめず雑談をはじめる。

「村上君から聞いたんだけど、恭ちゃんはカメラとかやってるわけじゃないんだね。モデルとか、芸能界にも興味なし」

　ここまでは合ってる？　と問われて、何が何だか分からなかったが、間違いはないのでそうだと肯こう定ていする。隆士ではなく、わざわざ佳一に訊いたということは、恭平の素そ行こう調査のつもりらしい。何を企たくらんでいるのか気になる。

　絶対に探り出してやる、と自分から雅人の方に身を乗り出す。

「せやったら、どうやねん」

「さらに、隆と知り合うまではストレート。それで、なんで隆と付き合うことにしたの？」

「人の話を無視すんな。それに、そんなん、おまえに関係ないやろ」

「隆はさ、俺の元彼で──今友なんだわ」

　その言い方は、隆士に未練はないと言っているように聞こえる。

「あんた……他に彼氏おんのか」

「珍しく奇跡のフリー状態。口く説どくならどっからでも口説いていいよー」

　ふざけた口調にぶち切れそうになったとき、ちょうどいいタイミングでウェイトレスが来た。ミルクと砂糖をたっぷり注そそいだ甘くて熱いミルクティーをすすると、ささくれた気分が少し治まる。

　ホッと小さく息をつくと、同じく運ばれてきたチョコレートパフェをつつきながら、雅人が妙に静かな口調で語り出す。

「恭ちゃんは、夏でも熱いミルクティーを飲む。恭ちゃんは、目玉焼きにソースを掛ける。恭ちゃんは、恭ちゃんは──隆は、ずーっと、あんたのことばっかり話してる」

　ちょっとマジでヤバい感じ、と言われてぎゅっと肋ろっ骨こつを締め上げられるように胸が痛み、息苦しさまで感じる。

　雅人は、どういうつもりでこんな話をしに来たのか。

「それで、隆と別れた俺にどないせえっちゅうねん」

「恭ちゃんの方は、どれだけ隆のこと想ってんの？　ここまで想われてるくせに、ちょっと脅おどされた程度でしっぽ巻いて逃げたの？」

　嫉妬からか、わざと怒らせるような口調で煽あおられたが、そんな挑ちょう発はつに乗る気はない。たんたんと事実だけを話す。

「……隆の撮った写真は、他とは違うねん」

　ウサギの写真なら、今までに何十枚と見てきた。ペットショップで本物のウサギを見ることもあった。だけど脳内に幸せホルモンがあふれかえることはあっても、タロちゃんだとは思わなかった。

　あの懐かしい感覚のわけは、ウサギの眼まな差ざし。

　ウサギは、じっとこちらを見つめているので、カメラを向けている隆士の存在を認識していると分かる。それなのに、警戒している雰囲気はない。

　隆士は、いい意味で動物に舐なめられている。この人間は何もしない。いても無害、と高たかをくくられているとしか思えない。

　タロちゃんもそうだった。他の姉きょう弟だいは無理矢理抱っこをしたりするので警戒していたが、恭平だけは嫌なことをしないと舐めきっていた。

　あの眼差しを向けられるのは、ある意味信頼されている者の証あかし。隆士は本当に自然に溶け込み、動物たちの日常を切り取っている。

　あんな写真が撮れるのは、澤さわ村むら隆士の他にいない。

「俺が好きんなったんは『写真家の澤村隆士』なんや。俺のせいで、あいつを潰つぶしたないねん。のびのびと、幸せに仕事して欲しい。そういう隆が好きやから。何ど処こで誰とどうしていようと、ただ幸せであってくれたらそれでええ。あんたなら、俺より隆の役に立てるやろうし」

　これほどまで、人を好きになったことはない。

　なのに、傷つけてしまった。もう側そばにいる資格すらないが、想い続けることだけは許して欲しい。

　そんな人がこの世にいると思えば、寂しくてもどこででも、一人で生きていけるはず。

「じゃあもしかして、イタリアへ行くって話は、隆を諦めるため？」

「ホンマに行く気やで。イタリア行って、おまえらの邪魔はせん」

　イタリア行きの話は、隆士に復縁を諦めさせる口実だと思っていたらしいが、本当だからと安心させてやる。

　公園での一件で自己嫌悪に陥おちいり、無気力になってしまって話を進められていなかったが、気持ちは変わらない。

「日本にいたらどこで会うか分からへん。隆に会おうたら、バレてまうから」

「何が？」

「俺は、隆に愛あい想そ尽かして別れたはずやのに……会うてしもたら、まだ隆のことがめちゃくちゃ好きやって、バレてしまうやろ」

　隆士を目の前にしたら、どんなことでもするから許して欲しいと、縋すがらないでいられる自信はない。

「だからって、そこまでやっちゃうかー」

　呆れたのか背もたれにだらりともたれる雅人に、そこまでやらんと吹っ切れんのじゃと毒づく。恭平だって、自分の往おう生じょう際ぎわの悪さに呆れているのだ。

　またミルクティーで気分を鎮しずめていると、雅人は鞄かばんから一眼レフカメラを取り出してきた。

「これ、あの時のカメラ。パソコンにデータのコピーを取ったっていうのは嘘」

　そんな話信頼できるかと睨みつけたが、続く言葉にまぬけた顔をさらすことになった。

「データ消していいよ」

「は？」

　突然の予想外の展開に、隆士が写真の存在を知って、金でも払ったのかと訝いぶかしむ。

「恭ちゃんが、売れっ子カメラマンの隆を利用して、名前を売ろうとしてるカメラマンかモデル志し願がんだったりするんじゃないかと思って心配になってさ」

　あいつってほら、馬鹿だから利用されそうでしょ、と微笑まれて否定できない。

「恭ちゃんはそんなんじゃないって分かったから、邪魔すんのやめよーと思って」

「ほんなら、俺のことを試したかっただけで、最初っから隆とよりを戻す気はなかったんか？」

「隆の顔とセックスには未練があるけど、浮気がバレて即別れようって言われたのが、何だかねー。俺はその程度の相手だったのかと思って萎なえた。で、ベタ惚れしてる恭ちゃんにも浮気されたらどうなるか見たかったのに、恭ちゃんも隆にベタ惚れなんだもん。正直、完かん敗ぱいだよ」

　雅人は本音を語っているようにも見えるが、ふざけた口調で信頼しがたい。コピーは取っていないという言葉も信しん憑ぴょう性せいがないが、とにかくここにあるデータは消したい。操作方法を教えて貰もらってデータを消す。

「じゃ、そろそろ場所を変えよっか」

　どこへ行こうというのか、聞いてもすぐそこだからとはぐらかされる。説明もないまま歩き出す雅人を追って、席を立つしかなかった。




「入って」

　辿たどり着ついた先は、まさにすぐそこ。このホテルの一室だった。

「また何を企んで──」

　訝しみながらも室内へ一歩踏み込んだ途端に、タックルの勢いで抱きつかれた。胸に縋ってぎゅうぎゅう抱きついてくる相手を見下ろせば、そこには見慣れた柔らかな茶色の癖くせ毛げ。

「隆？」

「恭ちゃん……会いたかった。恭ちゃん！」

「え？　ええ？」

　あんなに手ひどく傷つけたのに、そんなことはみじんも感じさせない、傷跡一つない澄んだ瞳で見上げられて困惑する。

　どういうことかと雅人を振り返るが、人の悪い笑顔を浮かべるだけ。

　仕方なく隆士に訊ねることにし、苦しいから放せと抱きつくのをやめさせて、隆士と視線を合わせた。

「おまえ、何でこんなとこにおんねん」

「帰る家がないから」

「家がないて……」

　火事になったか、問題でも起こして追い出されたのか。物ぶっ騒そうな事態しか思い浮かばない。

「恭ちゃんのいないところは、俺の家じゃない」

　だからホテルに仮住まいしていると、こともなげに言う隆士に胸がつまって、何も言えなくなる。

　黙り込んでいると、見せたい物があると隆士に手を握られた。

「やっとできたんだ！」

　嬉しそうな隆士に手を引かれ、何がどうなっているのか分からないまま、夢の中を歩くみたいなふわふわした気持ちでついて行く。つないだ手の温ぬくもりを、握りかえしたいのを必死に堪こらえる。

「ほら、これ」

「これって……」

　ホテルのサイドテーブルの上に並べられていたのは、壊したはずの置物達。新しく買い直したのかと思ったが、膝ひざをついて目の前でよくよく見ると、修しゅう繕ぜんの跡がある。

「まさか、これ……全部、直したんか？」

「本当はもっと早くできればよかったんだけど、薄い欠片かけらをくっつけるのに手間取って思ったより時間が掛かって」

　この五日間、これを直していたというのか。少しやつれた顔で笑う隆士は、きっと寝しん食しょくを忘れて没ぼっ頭とうしていたのだろう。どうしてそこまでできるのか、もどかしくすらなる。

「待たせてごめんね。恭ちゃん」

「……おまえは何を言うとんねん！　俺が壊したんやろが！」

「俺が、恭ちゃんに壊させた」

　自分のしたことが隆士を傷つけたと、ちゃんと自覚している。それなのに隆士を悪者にさせてしまい、罵ば倒とうされるよりずっと心が痛い。

　けれど隆士は、自分の責任だと譲ゆずらない。

「俺がしっかりしてなくて、恭ちゃんを不安にさせたりしたから、こんなことになったんだ。……恭ちゃんにあんな辛そうな顔させるなんて、本当にごめん」

「隆は悪わるない！　俺が悪いんや！」

「違う。俺が悪い」

「まあまあ、二人とも。話が堂どう々どう巡めぐりしちゃってるよ」

　互いに自分が悪いと言い合う不ふ毛もうな応おう酬しゅうを雅人に止められ、二人して肩で息をつく。

「じゃあ、恭ちゃんは俺のこと怒ってないの？」

　不安げな目で見つめられ、安心させたくて怒ってるわけないと優しく答える。それを聞くと、隆士は耳もしっぽもピンと立てた犬みたいに全身から喜びを溢あふれさせる。

「本当に怒ってないんだね！　恭ちゃんが許してくれるなら、イタリアでもどこでもついて行くよ！」

「あ、イタリア行きは嘘だってー」

　横から雅人が口を挟はさんできたが、本気で行く気だったのに、嘘つき呼ばわりは心しん外がいだ。

「本当に！」

「嘘ちゃうわ。そうでもせんかったら、隆と別れられへんと思おもたんや」

　イタリアに行かないと知って瞳を輝かせた隆士だったが、すぐさま他の理由で肩を落とす。

「そこまでして……俺と別れたかったの？」

「それはね、これのせい」

　雅人は鞄のファイルから、何やらＡ５サイズの写真を出して隆士に渡した。

　何が写っているかは、見なくても想像がつく。

「おまえ！」

「プリントしてないとは言ってないー」

　平然と舌を出す雅人に、殴りかかる勢いで詰め寄る。だが、その脇でじっと、自分と恭平が上半身だけとはいえ裸で抱き合っている写真に、状況も忘れて惚ほうけた顔で見入っている隆士の方に意識がいく。

「……恭ちゃん……やっぱり、きれい……」

「こら！　見んな！　アホ！」

　今更だろうが何だろうが、恍こう惚こつの表情を浮かべている自分の写真なんて、たとえ恋人にだって見られたくない。まさに顔から火が出るほど恥ずかしくて奪い返そうとしたが、隆士は長身を活いかして腕を高く伸ばし、恭平の手から写真を遠ざける。

　よじ登ってでも奪だっ還かんしようとする恭平と攻こう防ぼうをしつつ、正気に返った隆士はどういうことか雅人を問い詰める。

「雅人！　おまえ、何のつもりでこんな写真を！」

「別れないと、その写真をばらまいて隆の評判を落とす、って恭ちゃんを脅しちゃった」

　ごめんねー、と言いつつもまったく悪いと思っていない雅人の様子に、さすがの隆士も語気を荒らげる。

「恭ちゃんを脅したって、何だってそんなこと！」

　牙きばを剝むく獣けもののように猛たけ々だけしい。こんなに怒った隆士を見たのは初めてで、恭平は写真のことも忘れ、ただ隆士にしがみついたままその顔に見惚れる。

　隆士の勢いに、人を食ったような笑みを浮かべていた雅人も真顔になった。

「いい表情。恭ちゃんのことがホントに大事なんだね。俺にもそんな顔してくれてたら、絶対に別れなかっただろうな」

「……雅人」

　かつて恋人だった頃のことが思い出されたのか、怒りを削そがれた隆士に、雅人はまたいつもの調子でにっと笑う。

「これも試練。俺の協力がいるんでしょ」

　顔は上目遣いだが、優位に立っている者の上から目線の一言に、隆士はぐっと黙り込む。

「恭ちゃん。じゃあ、イタリアに行こうとしたのは俺のため？」

　間近から隆士に見下ろされ、恭平は子どもみたいに隆士にしがみついたままだったことに気付き、慌てて手を放した。

　遠い外国まで、そのためだけに行く気だったのかと訊かれても、恭平にとってそれ以上に大切なことなどない。

「俺は隆のためやったら、日本くらい丸ごと捨てたる」

「恭ちゃん……格好いい……」

　啖たん呵かを切ると、うっとりとため息をつく隆士を、そんな場合と違うやろと叱って現実に引き戻す。

　どういうことか、とにかく詳しい話を聞こうと、浮うわついた気分を落ち着けたくて、隆士から離れてソファに座る。

　隆士は、手にした写真を自分の鞄の中に大事そうにしまい込む。とにかく今はこの事態の事の起こりが知りたかったので、あれは後で奪い返して処分してやると横目で眺めるに留とどめた。

「二人して何を企んどったんか聞いたるさかい、さくさく話せ」

　雅人はすぐ横のベッドに腰を下ろしたが、隆士は直立不動のままだ。

　何からどう話せばいいのか混乱しているらしい隆士に、初めから順を追って説明するよう求める。

「雅人に連絡を取ったのは、恭ちゃんのことで相談に乗って欲しかったからなんだ。よりを戻したいとか、そんなこと全然思ってなかったから！」

「聞いたー？　この失礼な態度。ほんっとムカつく」

　邪じゃ念ねんはなかったと強調する隆士に、雅人は柳りゅう眉びを逆さか立だてた。

　確かに、ここまで完全に恋愛対象外宣言をされれば、未練がなくても腹は立つ。雅人が嫌がらせをしたくなった気持ちも分かる。

「だからね、恭ちゃんが浮気しないかだけじゃなく、どれほど隆のこと好きかを試したくなったんだ」

　恭平が自分と同じように浮気をする男だったら、協力してやる気はなかったということか。やったことはむちゃくちゃだが、筋は通っている。

　すべては、隆士の配慮の無さが原因だ。

「それで、雅人に何を相談したんや」

　自分に何か不満があったのか、と内心の不安と共に激しくなる動悸を抑おさえ、平静を装よそおって訊ねる。

「雅人はスタジオのオーナーで、スタジオマンの育成もしてるんだ」

　スタジオマンとは、撮影スタジオでカメラマンのアシスタントをする人のこと。雅人は写真家として活動する傍かたわら、親に建てて貰った自社ビルで撮影スタジオを経営していて、多数のスタジオマンを抱えているという。

「そのスタジオで、恭ちゃんに撮影アシスタントのノウハウを教えて貰えないか頼んだんだ」

「え？　アシスタントの勉強って……何でそんなこと」

　隆士の写真を見るのは好きだが、カメラのことなど分からない。突とっ拍ぴょう子しもない話に首をひねったが、だからこそだと力りき説せつされる。

「基本的に、カメラマンやアシスタントに資格ってないから、学校へ行って勉強するのもいいけど、実地で身につけるほうが手っ取り早いんだ」

「ただ、スタジオは勉強の場じゃないから、下働きの掃除から始めて貰うことになるけどね。でもスタジオ経験をしとけば、カメラだけじゃなく、他の機材の扱い方やライティングとかも学べて、どんなカメラマンのアシスタントだってできるようになるよ」

　二人がかりで説明されても、恭平の話なのに自分は蚊か帳やの外でついて行けない。

　恭平は、流し込まれる情報の渦うずに巻かれて混乱する頭を整理すべく、話を遮さえぎった。

「いや、ちょっと待てっ！　何で俺に内緒で勝手に話が進んどんねん！　俺がアシスタントの勉強て、何でそんなことせなあかんのや」

「恭ちゃんに、俺のアシスタントになって欲しいんだ」

　緊張した面持ちの隆士からの思いがけない言葉に、恭平の方はぽかんと口を開けてしまう。

　隆士のアシスタントになれたらと思ったことはあるが、口に出したことはない。隆士から言われたこともない。

「そんなこと……なんで突然思いついたんや」

「突然じゃないよ。ずっと考えてた。でも英語もイタリア語もペラペラのエリートサラリーマンな恭ちゃんに、仕事を辞めてくれなんて軽々しく言えなくて……それに、カメラマンのアシスタントだって、誰でもなれるわけじゃないから、まずは適性があるか雅人に見極めて貰おうと思って」

「見極めるって……」

　どうやってと訝る恭平に、隆士は雅人にしか頼めない相談ってこのことだったんだと説明をはじめる。

「雅人のスタジオで、恭ちゃんの会社が休みの日にだけバイトをさせて欲しいって頼んだ。それで仕事ぶりを見て、アシスタントが向いてるかどうか判断して貰おうと。恭ちゃんには、雅人の許可が取れたら話すつもりだった」

　仕事を辞めてアシスタントを始めてみたけど向いてなかった、では目も当てられない。

　しかし、今までカメラに興味もなかった人間を、週に一日か二日だけ働かせて欲しいなんて都合のいい話、知り合いにしか頼めない。

　雅人を頼った理由は分かったが、雅人が了承した理由が分からない。

「俺、今付き合ってる相手はいないって言っただろ？　──暇なのよ」

「暇つぶしで人の人生ぶちこわす気やったんか！」

「この程度で潰つぶれる人生だったら、大したもんじゃないよ」

　遅かれ早かれ駄目になってたはず、と言われれば、それもそうかもと思えなくもない。でもやっぱり納得いかない。

　苦にが虫むしを百匹ほど嚙かみつぶしたような顔をする恭平に、雅人はしれっと言い放つ。

「暇つぶしと、隆がそこまで惚れ込んだ相手への好奇心。……俺がフリーなのに隆だけ幸せってのも気にくわないんで、つまんない奴だったら別れさせてやろうと目もく論ろんでた。だけど、恭ちゃんのこと気に入っちゃったから、意地悪すんのやめて協力してあげる」

　雅人はどこまでもふざけていて、本当に人が悪い。だけど面倒見はいいようだし、根っからの悪人ではないのだろう。ただひたすら迷惑な存在ではあるが。

「おまえ、そんなんじゃ、そのうちひどい目に遭うで」

「あ、俺、マゾッ気けあるから大丈夫ー」

　むしろ楽しみと笑う雅人に、怒る気も忠告する気も失うせる。ある意味うらやましい性格だ。

　もう雅人は放っておくことにして、今度は隆士と向き合う。

「おまえ、仕事ばっかりで俺のことなんて忘れとるんちゃうかって思たけど、ちゃんと考えてくれとったんやな」

　その割りには連絡くれへんかったけど、とちくりと嫌味を付け足せば、隆士は反省中の犬みたいに目を伏せる。

「俺も一人で撮影していると、恭ちゃんが恋しくなったりした。でも心が繫つながってれば、それでいいと思ってた。だけど、恭ちゃんが電話に出てくれなくなって、電話が繫がらないことが、どれほど不安か分かったよ」

　相手の状況が分からず心配する側の気持ちがやっと分かったんかい、と恭平は瞳を輝かせる。

「そやろ。俺は隆が、ヒグマに囓かじられてへんやろか。イノシシに突進されてへんやろか。アナコンダに巻かれてへんやろかって、ずーっと心配しとったんやで」

「アナコンダは日本にいないよ」

「最近はいろんなもんペットにして、無責任に放す奴がおるやろが」

「あ、そうか」

　冗談を真に受け、それもそうだねと納得する隆士に、雅人は呆れかえって明後日あさっての方向を向いて頭をかく。

「なーんか、君らを見てたら自分がすっごい常識人に思えてくるわー」

「盗撮犯のどこが常識人やねん、ど厚かましい。寝言は寝て言え」

　呆れる気持ちは分かる。でも常識のなさでは五十歩百歩な雅人にだけは言われたくない。睨みつけたが、常識のない雅人がそんなことで怯ひるむわけもない。

「恭ちゃんってば、怒った顔もいいよね。アシスタントよりモデルの方が向いてると思うな。あの時の顔とか、ホントにもう最高に可愛かったもん」

　今度はちゃんと撮らせて欲しい、と本気で迫せまってきたが、恭平が拒否する前に隆士がそんなの駄目だと即座に断る。

「恭ちゃんのいい顔を見ていいのは、俺だけなんだ！」

「恭ちゃんって、昼と夜のギャップがすごいよねー」

　見事なツンデレに感かん服ぷくしました、と言われ自分でも多少の自覚はあった恭平は、照れ隠しに強がる。

「……昼の主導権は俺が握ってるから、夜くらい隆に譲ゆずらな悪いかなーと思て」

「恭ちゃんは、本当に優しいね！」

　嬉しそうに抱きついてくる隆士に呆れつつも、やっぱり嬉しくて背中に腕を回してやる。

「他人ののろけ話ほど聞いてて退屈なものってないね」

「聞いてんでええから、はよ帰れ」

「スタジオではびしばししごいてあげるから、覚悟しなよ」

　隆士と抱き合ったまましっしっと手で追い払うと、雅人は舌を出し、捨て台詞ゼリフを残して部屋を出て行った。

　この部屋は自分が取ったから大丈夫と言いつつも、隆士はもう雅人に邪魔されないようにチェーンを掛ける。

　少し用心深くなった隆士の成長を、喜ばしく思う。

　この数日間で、本当にいろんなことがあった。この際だから、気になることは全部聞いておきたい。

「俺がイタリアに行くんやったら、ホンマについてきたか？」

「ついて行くよ。俺は恭ちゃんがいてくれないと駄目なんだ。恭ちゃんが行くところなら、地球の裏側へでもついて行く！」

「おまえの仕事はどうする気や」

「恭ちゃんがいてくれなきゃ、仕事も続けられないよ」

　ここまで惚れ込まれれば、恋人としては嬉しい。だが社会人としては失格だと思えて、素直に喜べない。恋人のためにすべてを捨てて新天地に挑いどむなんて、二は十た歳ちやそこらの若造が言うなら微笑ましいが、すでにそれなりの実績を築きずいた三み十そ路じを過ぎた男が、そんな甘い考えでどうするのか。

　情けないことを堂々と言う隆士を怒鳴りつける。

「俺は、恋人がおらんとまともに仕事もできん、そんなしょーもない男に惚れたんか？　おまえの写真を好きなんは、俺だけとちゃう。写真集を買こうてくれたり、応援してくれはるファンに失礼やないか！　しゃんとせえ！」

「恭ちゃんは特別なんだ。恭ちゃんは、俺のミューズだ」

　ミューズとは音楽や文学、芸術全般を司つかさどる女神。どうしてそんなものに喩たとえられるのか。

　畏かしこまった表情の隆士は、ふざけているわけではなさそうだが、どんな意図で言っているのか分からない。

「……女もんの、サンダル？」

「それはミュール」

　困惑して、つい思わずボケてしまうと、隆士も恭平と付き合ううちに覚えた突っ込みを返してくれる。

「なんで俺が、そんな……けったいな」

「あの日、恭ちゃんと出会わなかったら、写真家の澤村隆士は今頃いなかった」

　あの日とは、サイン会の日のことだろう。何があったかと思い返す恭平に、隆士は事の起こりはもう少し前、と当時の自分の状況を話し始めた。

「あの頃の俺は、他の写真家や評論家に、顔と女子供向けのぬるい写真で受けてるだけの一発屋だとか言われて、自信をなくしてた。サイン会も何度やっても慣れなくて、何もかもから逃げ出したいほど不安で、会場を覗きに行ったんだ」

　その時に恭平の姿を見て、救われたのだという。

「スーツの似合う、仕事ができそうな大人の男が、自分の写真集を楽しそうに見てくれてるって、すっごく嬉しくて……逃げ出さずに済んだ」

　スーツを着たビジネスマンなら誰でもよかったのかと問うと、隆士は、それでも嬉しかっただろうけど、やっぱり恭ちゃんだったからと強調する。

「あの日の恭ちゃんは、本当に輝いてたよ！　恭ちゃんは、スーツ着てると二割増しの男前だから。──何も着てないと十割増しだけど」

　こんな時にまでのろけるなと思いつつ、嬉しい。だけど、そんなことはおくびにも出さず、さっさと話せとせっつく。

「俺には、恭ちゃんがいないと駄目なんだ。だけど撮影の度たびに離ればなれで、一緒にいられない。だから俺のアシスタントになって欲しい。それも、きちんとした技術を持ったプロのアシスタントに。ただの荷物持ちの助手程度じゃ、もし俺に何かあってカメラマンを続けられなくなったら、二人して路ろ頭とうに迷う。でも技術があれば、恭ちゃんだけでもプロアシとかスタジオマンとかで働けるだろ。恭ちゃんに何かあってアシスタントができなくなっても、俺が元の一人での撮影に戻って、恭ちゃんを養やしなっていく」

　それだけ一気に言うと、隆士はソファに座っている恭平の前に片膝をついた。

　隆士の態度に、恭平も何事かと背筋を伸ばす。

「恭ちゃんと、お互いに支え合って生きていきたい。恭ちゃんには、俺とずっと、一生、一緒にいて欲しいんだ！」

「それは、いわゆるプロポーズと理解してよろしいか？」

「そのように判断していただけると幸いです！」

　緊張のあまり、質しつ疑ぎ応おう答とうみたいな不自然なやり取りになっているのが、我ながらおかしい。笑いたいところだが、あまりに予想外のことに表情筋も動かない。ただ隆士の話に耳を傾ける。

「撮影に入ったら、車中泊とか野宿とかも普通にあって、苦労を掛けてしまう。それでも、付いてきて欲しい」

　きっぱりと自分の意志を告げる隆士は、可愛いというより格好いい。

　ずっと、頼りなくて放っておけないと思っていたのに、いつの間にこんなに頼もしくなったのか。

「あの……それで、恭ちゃん……返事が欲しいんだけど」

　つい感かん慨がいにふけってしまい、返事をしていなかったのに気付く。

　不安げな瞳で見つめられ、やっぱり格好いいより可愛いかな？　なんて思ってしまう。

「今までのキャリアを捨てて、まったく経験のない世界へ飛び込んで、ゼロからの下積み生活をせえってか？」

　心はすでに決まっていたが、ここまでやきもきさせられた腹いせくらいはさせて欲しくてもったいぶると、隆士は緊張感を高めて身体を硬くした。

「その……そうです」

　目の前で膝をついている隆士の手を握ると、痛いくらいに握りかえしてくる。

　この大きな手で、あの壊れた置物をちまちまと直したのか。サイドテーブルに視線を向けると、傷を癒いやされたウサギやリス達が、隆士に声援を送っているみたいに見える。

　力強くて、そのくせ優しくて器用な指がたまらなく愛おしい。

「……恭ちゃん？　やっぱり駄──」

「めっちゃ面白そうやん！」

　隆士の不安が最高潮になったのを見計らって、明るく了承した。

「じゃあ、スタジオ修行に行ってくれるんだね！」

　初めてのことに挑戦する、わくわく感に気持ちが高こう揚ようする。満面の笑みを浮かべて頷くと、隆士も歓喜に瞳を輝かせた。曇りのない瞳がキラキラして、見ているだけで幸せな気分になる。

「掃除やろうが荷物運びやろうが何でもやって、早いこと機材の使い方教えて貰えるようになって、隆のアシスタントになったるわ」

「ありがとう。恭ちゃん！」

「……あー、けどイタリアにも行きたかったなぁ」

　飛び上がりそうなほど歓喜し、抱きついてくる隆士に意地悪したくなる。わざとらしく残念そうにため息をつくと、ごめんなさい、でも行かないでと懇こん願がんされた。

「恭ちゃんのキャリアを犠牲にする分、何でもするから。恭ちゃんの言うことなら何でも聞くよ！」

　そんなに健けな気げで可愛いことを言われると、意地悪な気分が暴走をはじめる。

「じゃあ、夜の主導権もこっちに寄こせ」

「ええ？　それって……」

　戸惑う隆士をベッドに引っ張っていき、押し倒してのし掛かった。上から見下ろす、久しぶりの立場に興奮して、胸の鼓動が早まる。

「き、恭ちゃん……」

「嫌か？」

　顔を近づけ、艶つやをたっぷり含ませた声で問いかけると、隆士の喉のどがゴクリと上下する。

「恭ちゃんなら。……恭ちゃんと、一緒にいられるなら、何でも……恭ちゃんのしたいこと、全部させてあげたい」

　ただ自分主体でしたかっただけなのだが、隆士は自分が受け手になると勘違いしたらしい。

　それでも素直に従う隆士の服を脱がすと、少し痩やせていて、あばら骨の存在をやけに感じる。美お味いしい物を作って、たっぷり食わせて元に戻してやらないと、と考えながら首筋から鎖さ骨こつ、胸、と徐じょ々じょに下へと口付けていく。

　愛撫に応こたえてそっと恭平の髪を撫で、首筋まで手を滑すべらせてくる隆士の手を摑んでやめさせる。

「隆は、冷凍マグロになったつもりで大人しゅうしとけ」

「そんな……俺も恭ちゃんに触りたい」

　ピスピス鼻を鳴らして不満を表ひょうする子犬みたいな隆士に心がぐらつくが、そうそう言うことばっかり訊いてやるもんか、と情けを捨てる。

「触ったら、そこで試合終ー了ー」

「そ、そんな！　それはやだ！」

　ピシッと気を付けのポーズで固まる隆士に満足し、隆士のズボンを脱がす。

　解放したものがすでに熱く立ち上がっているのに満足しつつ、自分も隆士に見せつけながら服を脱ぐ。

「恭ちゃん……やっぱりきれい。十割……」

　うっとりと呟き、触りたいのを必死に堪えて視線で犯す勢いで見つめてくる隆士の目を見つめ、恭平は口付けの愛撫を再開する。

　胸から腹へ、所構わず口づけて甘嚙みし、臍へそにも尖とがらせた舌をさし入れると、隆士は小さくうめき、尖り立って存在を主張する隆士の中心部は蜜みつをこぼしはじめる。

「恭、ちゃん……もう……」

　焦じらさないでと涙目になった隆士に艶えん然ぜんと微笑むと、ようやく脈みゃく打うつほどに滾たぎったものを頰ばるように口を開けて銜くわえ込こんだ。

　唇をすぼめてわざと濡れた音を立ててしゃぶり、喉まで達するほど大きなそれを余すことなく味わう。

「恭ちゃん、すごい……いい、恭ちゃん！」

　喘あえぎながら身体を反そらす隆士に目を細め、頭を上下させつつ手と舌と唇のすべてを駆く使しして茎くきを扱しごく。一ひと際きわ深くくわえて喉の奥でカリを締め付けるみたいに吸い付くと、脈打つ先端からびゅるっと熱い滑ぬめりが迸ほとばしった。

　むせそうになりながらも何とか堪えて飲のみ下くだすが、一息では飲み下せないほど流れでるそれを、舌ですくい、指で塗り広げて弄もてあそぶ。

「なんや、もう出たんか」

「ご、ごめん……」

　もっと楽しみたかったのにとむくれてみせると、隆士は生なま唾つばを飲む。

　だって恭ちゃんエロすぎる……と顔を紅潮させて弾はずんだ息で言われて嬉しくなった。さらに、指にまとわりつく濃のう厚こうな精液に喜びを感じる。

「雅人と、本当にやってへんかったんやな」

「そんなこと！　当たり前じゃないか！」

　本当の本当に別れてたんだから、ただの友達だから！　今もこれからも恭ちゃん一筋だからと必死になって訴えてくる。分かっていたことだが、こうして確認できると嬉しい。

　これは自分だけの物だ、とアイスキャンディーを舐なめるみたいにぺろぺろ舌を動かし残ざん滓しを舐めとる。

「恭ちゃん……可愛い……」

　蕩とろける眼差しとは逆に、口に含んだものは硬さを取り戻してくる。

　そのままもっといい感じにしようとしたのに、隆士に引きはがされた。

「あっ、こら！」

「俺もしたい！　させて下さい」

　お願いします、と真面目な顔で頼まれては敵かなわない。

「しゃーないなあ。ちょっとだけやぞ」

　今夜の主導者は自分だ。でも少しくらい相手に譲じょう歩ほしてやることも必要だろうと、横おう柄へいに許可を与える。

　足を大きく開くと、隆士はおあずけを解除されたワンコの勢いで、恭平の中心を口に含む。熱い滑りに包まれただけで身体が震え、背中がしなる。

「隆、そこより……う、後ろ……」

　早く繫がりたいとせがむも同然の言葉に、隆士は素早く反応し、前をしゃぶる動きに合わせて後ろの窄すぼまりに指を這はわす。自分の唾だ液えきと恭平の先走りの蜜とを絡からませた指で、中までぐちゃぐちゃにかき回してくる。

「も、ええ……もう、やめ、て……」

　俯うつぶせにされて、ひだを丹たん念ねんに舐め上げられ、浅く深く何度も中を擦こすられると、柔らかくほぐれていくのが自分でも分かる。意識まで蕩けそうになるのを必死で抑え込み、隆士を制止した。

「恭ちゃん？　いい？　もう、イキそう？」

「ちゃう、て……んっ、んっあ！　やっ！　……やめぇ、言うとるんじゃ！」

　最後には、振り返って隆士の頭をぶん殴ってやめさせた。何がいけないのかと不安げな目で見つめてくる隆士に、不敵に笑いかける。

「今日は、俺がするって言うたやろ」

　再び隆士を仰あお向むけに寝かせると、恭平のを愛撫している間に昂たかぶった隆士のものを、満足げに指でなぞる。さらにしゃぶって十分な硬さを持たせてから、その上に跨またがり中腰になる。

「き、恭ちゃ……それ」

　うわわっ、と口元を覆おおう。期待と興奮に胸を弾ませる隆士を見下ろすのは、いい気分だ。

　自分で位置を確認しつつ、手でサポートしながらゆっくり腰を落としていく。

　騎き乗じょう位いは、今までに何度もお願いされたがしなかった。恥ずかしいし、できる自信がなかったから。

　でも、今はしたい。

　できるできないより、したい気持ちが勝まさる。隆士の先端を蕾つぼみにあてがい腰を落とすと、ぐんっと予想以上に深く、一気に入り込んできた。

「……んっ」

「恭ちゃん、大丈夫？」

　気遣ってくれる隆士に、何とか口の端を上げて微笑み、浅い部分で抜き差しをくり返して馴な染じませる。なるべく痛くない位置を探ると、後ろに手をついて腰を突き出す格好になってしまうが、それが一番安定する。

　思いっきり見せつける姿に、隆士が鼻息を荒くする。

「恭ちゃん、すごい……溶けてるみたいだね」

「いやらしこと、言うな……ボケ……」

　自分の屹きつ立りつした中心から、透明な先走りがとろとろ流れ出ているのが見えるし、それを隆士が凝ぎょう視ししているのも見える。恥ずかしさに、やらなきゃよかったと後悔したけれど、愉ゆ悦えつに浸ひたる隆士の表情が見られて、すさまじい羞しゅう恥ちの中に興奮を感じた。

　隆士は、すべてをさらけ出しても大丈夫と思えるほど愛しい人。見ていたいし、見て欲しい。

　そんな男をすべて自分の中に収めたくて、熱いほど滾ったものを、腰を落としてゆっくりと身体の中に飲み込んでいく。

　すべて飲み込むと、下からずんっと押し上げられる感覚に、息苦しさを覚える。息をしようともがくと、それだけで銜え込んだものを締しめ付つけてしまい、より存在を感じてしまう。その熱さに身震いする。

「んっ、あっん……」

「すごい……恭ちゃん、すごくやらしい……」

「あっ……ちょっ、待……ああっん！」

　滾った隆士に腰をがっしり摑まれ下から突き上げられて、制止の言葉は嬌きょう声せいに変わる。突き上げられる度たびに声が漏れるのを止められない。
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「あっ、あ、あっんっ、あかん……って、やぁ、もう……ああっ、んっ」

　こんなはずじゃなかったのに、完全にペースを狂わされる。隆士にされるがまま甘い声を上げて、善よがってしまう。

　それを、隆士に思うさま見られている。羞恥がすべて歓よろこびに変わり、恭平も自分から腰を使いだすが、慣れない体位のせいで上手く自分の感じる場所に導みちびけない。

「恭ちゃん……ごめん。後で、殴ってくれていいから」

「え？　あっ、あかん！　今日は、俺がって──」

　不安定な体勢では、隆士も思い通りに動けないらしい。もどかしげに身体を起こした隆士に、繫がったままベッドへ押し倒される。

「ちょお、待て、て……あっ、あんっ」

「だって、恭ちゃん、可愛い……我慢出来ない。可愛い！」

　抱きつかれて、まるで貫つらぬこうとしているみたいな勢いで突かれ、息をするのもままならないのに、それが嬉しい。

　酸欠に陥おちいり働かない頭に、愛しさだけが渦うず巻まく。自分の上で発情した獣のようにひたすら腰を使う男の首筋に腕を回す。腰に足を絡めて距離を縮ちぢめれば、どこまでが相手で、どこからが自分か分からなくなる。

「やあ！　やっ、や、ああんっ！」

「恭ちゃ、ん……恭ちゃ……可愛い、愛してる！」

　腹で擦られるだけでも感じるのに、隆士は身体の隙間から手を差し込んで、恭平の前を握って擦り上げてくる。たまに先端の鈴すず口くちを撫でられると、それに合わせてビクビクと身体が震えて大きな声を上げてしまう。

　その度に隆士も堪こらえきれない様子で、深く突き入れて恭平の名を呼ぶ。互いの存在が自分を昂ぶらせる。同じ想いで、同じ場所にいる大切さを思い知らされた。

「も、離れたら……あか、ん……ねんで。もう……放っていった、ら……」

「うん。うん……恭ちゃん。ごめんね。もう放ってなんかいかない。愛してる……愛してる、恭ちゃん！」

　激しく揺さぶられながら誓ちかわせると、さらに強く痛いほど抱きしめられて、涙が零こぼれる。

「き、恭ちゃん……痛い？」

　動きを止めて心配げに窺うかがってくる眼差しが、涙で霞かすむ。見えなくても身体で感じたくて、腰を引こうとする隆士を引き戻す。

「や、いや、やめた……あかん。も、と……」

「恭ちゃん……恭ちゃん、本当に……可愛い！」

　可愛いんはおまえの方や、と言いたくても息が上がって言葉にできない。

　もう絶頂を間近に感じて強く縋り付くと、隆士はそれまで優しく扱しごいてくれていた手を止め、根元辺りをきつく摑む。

「んっ、や……何……？」

「恭、ちゃん……ちょっとだけ、もう、ちょっとだけ待って」

「やぁっ、も、イきたい……イかせてぇ、なっ……」

　きつく握りしめたまま、また隆士は激しく腰をうねらせ打ち付けてくる。それに合わせて、腹の奥から吹き上がる熱を解放できないもどかしさに、目め眩まいがする。眩くらむ意識で、無自覚に隆士の背中へ爪を立ててしまう。けれども隆士の勢いは止まらないし、束そく縛ばくも緩ゆるまない。

　でも額に汗が浮かび、熱く荒い息で口づけてくる隆士も、もう限界が来ているはず。

「やあっ、やっ！　イきたいって！　なあ！　もっ……隆っ！　隆ので、イかせてえや！」

　首を振って、だだっ子みたいになりふり構わずねだると、隆士は恭平の頰にも唇にも狂ったようにキスを浴びせてきた。

「うん。うん、恭ちゃ……可愛い。一緒に、イこ……」

「あっ、うっ、んっ！　んんっ！」

　口づけられながら最さい奥おうまで穿うがたれて、身体が震える、その瞬間に束縛を緩められ、恭平の熱も一気に迸る。自分の腹の中にも、外側にも熱い滑りを感じて、ふたり同時に絶頂を迎えられたのを実感した。

　口を開けたまま、ひたすら空気を貪むさぼることしかできない。

　隆士も同じようなものなのか、何も言わずにただ息を弾ませている。

　戦慄わななく身体はまだ快感が引かず、隆士の荒い息が首筋に掛かるだけでゾクゾクとまたイキそうなほど感じてしまう。

　身体を重ねたまま、しばらく互いの存在だけを感じ合った。

「はあーっ、一緒に、イけた、ね……」

　どれくらいそうしていたのか。大きく息を吐いて満足した表情で微笑む隆士に、微笑みを返す。偶然タイミングが合ったことはあるが、意識してできたのは初めてだ。

　幸せな余韻に浸りながら、甘い口付けをくり返す。

「……恭ちゃん」

「ん……って、おまえ！」

　すでに回復の兆きざしを見せている隆士の下半身に、甘く気けだるい意識が一気に覚かく醒せいする。

「今度は、騎乗位で一緒にイこ」

　期待に満ちた眼差しと最高の笑顔でおねだりされても、無理なものは無理。あの体勢は想像以上にきつかった。

「まて、もう無理。つーか、あれはあかん。一日一回が限度や」

「じゃあ、バックで」

「何が『じゃあ』や！　意味わから、んっ……」

　抗議の言葉は唇で塞ふさがれ、抵抗は愛撫で蕩とろけていく。隆士に乱されて、また痴ち態たいをさらすことになるのかと思うと、たまらなく興奮した。




「ごめんね……怒ってる？」

「る」

　枕に突つっ伏ぷしたまま、頷く気力も体力も残っていない恭平は、一言で簡かん潔けつに答える。

　あの後、自分が何回達して、隆士にどれだけ中で出されたか覚えていないほど、しつこくやりまくられた。

　でも事後に、隆士はもう身体を起こすのも嫌だという恭平を、抱き上げてバスルームまで連れて行き後処理を手伝い、濡れた髪をドライヤーで乾かし、と甲か斐い甲が斐いしく世話をした。

　それに免めんじて、今回だけは許してやることにする。

　腰は怠だるいし繫がった箇か所しょはまだじんじん熱いくらい痛いし、しばらくまともに椅子に座れないだろう。隆士を下げ僕ぼくにして世話をさせてやると誓う。

　しかし優秀な下僕は、命じるまでもなくご主人様の世話をする。

「サンドイッチと飲み物を買ってきたけど、起きられる？」

　ちょっと待ってねと言い置き、ダッシュで近くのコンビニに行き買ってきた軽食を献けん上じょうされた。

　ルームサービスもあるのに、わざわざ恭平の好きな『デラックスサンド』と、この季節限定の『プレミアムピーチ』を買いに行ったらしい。

　夕飯を食べていないが、お腹は空すいていなかったのでジュースだけ所しょ望もうすると、キャップを開けてから手渡してくる。

　ご苦労、と横柄な態度で受け取り、隣に腰掛けた隆士にもたれ掛かれば、嬉しそうに肩を抱いてくる隆士は下僕の鑑かがみだと思う。

「恭ちゃんがいなきゃ、夜も日も明けない。朝日も夕日も、タヌキもウサギも、素敵な物は全部、恭ちゃんと一緒に見たいんだ」

「おまえの写真で見せてもろとったがな」

　隆士はいつも、撮ってきた写真はピンぼけの物も残らず見せてくれた。それは他の人は誰も見ない。自分だけが、隆士が見たのと同じ物を見ている優越感を持てて嬉しかった。

「今度は一緒に同じ場所で、俺の隣で見て欲しい」

　初めて会った日と同じ、少年のようにキラキラとした眼差しで訴えてくる。どこまでも真っ直ぐで単純な瞳が愛おしい。

　何だか、まだまだ波乱はありそうな気がするけれど、これからは一緒にいられる。だったら乗り切れるはず。

「人生、なるようにしかならんけど、なるようにはなるしな」

「恭ちゃん、格好いい！　一生付いていくよ！」

　頼もしそうに抱きついてくる隆士の頭を、恭平は平手でぺしんと叩く。

「ドアホ！　そこは一生付いてこい、やろが！　俺はおまえのアシスタントになるんやぞ」

「恭ちゃん……本当に、これからはずっと一緒にいられるんだね」

　叱られてもしばかれても隆士は嬉しそうなので、ちょっといじめたくなる。まあ、さっきはこちらが散さん々ざんいじめられたのだから、仕返しをする権利があるはず。

　溢れんばかりの笑顔で同意を求める隆士に、すました顔でそっぽを向く。

「俺はしばらく雅人と一緒やな。雅人も結構ええとこあるし、スタジオ行くの楽しみやなー」

「恭ちゃん！　雅人に惑まどわされちゃ駄目だからね？　俺を捨てないでよ！」

　みえみえの意地悪に、あっさり引っかかる。隆士のそんな純粋さを守ってやりたい。

　不安げな表情まで愛おしくて、恭平は痛いほど抱きしめてくる恋人の腕の中で、腹の底から笑った。
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「……寒っ」

　十月ともなると、朝晩は冷え込む日が多くなる。まだ星さえ輝く夜明け前の暗闇の中、小さな門もん灯とうの明かりを頼りに歩いていた恭きょう平へいは、軽く身震いした。

　庭へ駐とめたワゴンタイプの四よん輪りん駆く動どう車しゃのリアハッチを開けると、車内は後方の座席部分が二段に区切られた棚たなになっていて、荷物がぎっしり詰め込まれている。

　忘れ物はないかその荷物をチェックしている恭平の肩に、ふわりと何かが掛けられた。

　振り返ると、厚手のジャケットを羽は織おった隆りゅう士じが立っている。外の寒さを予よ見けんして、恭平のダウンジャケットを持ってきてくれたのだ。

「そんな薄着じゃ、風邪引いちゃうよ」

「ああ、ありがとう」

　ちょっと寒いなと思っててん、と感謝しつつ着ていた薄手のウィンドブレーカーを脱いでジャケットに着替えれば、隆士はよかったと笑顔を向けてくれる。

　ジャケットより暖かいこの笑顔に、隆士について行く決断をしたのは正しかったと心から思う。

　恭平は今、雅まさ人とのスタジオで一年に及ぶカメラアシスタントの修行を経へて、隆士のアシスタントとして撮影に同行していた。

　カメラアシスタントに転職してから三ヵ月。スーツを着ることがなくなったのを、恭平自身はなんとも思わないが、隆士がひどく残念がって面白かった。

　最近の恭平の服装選びはデザインより素材重視で、吸水性や速そっ乾かん性せいの高いリネンのシャツなどを買うことが多くなった。さらに、これを身につければ誰でも写真家に見えてしまう、ポケットだらけのカメラマンベストも着用している。

　予備のバッテリーやレンズを持ち運ぶのに便利で、カメラマン必ひっ携けいだろうこのベスト。何でもポケットに入れて手ぶらで歩ける気軽さがよくて、私生活でも着たいくらいに気に入ってしまった。

　隆士の格かっ好こうも、恭平と似たようなもの。だが、自分よりカメラマンベストが似合っているように見えるのは、本職の写真家だからか、体格がいいせいか。

　男前は何着ても似合うな──なんて今更ながらに思う自分に少々呆あきれる。

「恭ちゃん？」

　ついじっと見とれていると、何事かと首をかしげて見つめ返され、慌ててごまかす。

「あー……ちゃんと電気消して、鍵かけてきたか？」

「うん。電気もガスもきちんと確認してきたよ」

　指さし確認してきた、とにっこり微笑む隆士に、ほな行こかと笑みを返して車に乗り込んだ。

　街灯もまばらな道を、そびえ立つ黒い壁のように真っ暗な山へ向かって車を走らせる。

　隆士の撮影は、内陸部の山に囲まれた田舎いなか町まちが主な舞台。町の人によると、四十年ほど前に県道がきれいに整備された以外、目立った変化はないそうだ。

　そんな手つかずの自然が残るこの町を隆士はいたく気に入り、もう何年も通い続けている。

　隆士が一人で撮影をしていたときは、山の麓ふもとに車を駐め、そこを拠点にしていたという。恭平もそのつもりで野外生活を覚悟していたが、雑多な野外生活品を二人分となると荷物が多くなりすぎて、車に積みきれない。

　何しろ、カメラだけでも五台。さらにその各それ々ぞれに交換レンズが複数と、予備のバッテリーに三脚。ノートパソコンとＳＤカードに、映像確認用の液晶モニター付きのストレージ。雨天用の防水ケース──撮影に必要最低限の物だけでこの有あり様さま。

　だから撮影期間中だけ、撮影場所近くに家を借りることにした。

　隆士は、夜間には動物の行動の観察をすることはあっても、暗あん視しカメラやフラッシュをたいての撮影はしないので、少しくらい離れても問題はない。

　その借しゃく家やから、恭平の運転で撮影場所の山へと向かう。

　恭平は会社勤めの頃も出社時間は不規則だったが、朝の四時や五時が当たり前ということはなかった。でも今は夜明け前に起床して、朝食用と昼食用の弁当を作り必要な機材を準備する。

　動物写真は、撮りたいと思ったときに撮れるものではなく、シャッターチャンスはいつ来るか予想できない。動物たちに警戒されないようリラックスして待ち、その時が来た瞬間に、一気に集中力を高めて勝負に出る。時を待つ持久力と精神力、さらに重い機材を運ぶ腕力も必要で、大変な仕事だ。

　だから、雑用はできるだけ恭平が担になうことにしていた。

　隆士の主な被ひ写しゃ体たいは、タヌキにアナグマ、リスにウサギにカモシカと、さして珍しくもない動物ばかり。

　でも、ありふれた生き物の日常を切り取った隆士の写真は、忙しさに紛まぎれて早足で歩く人の歩みを、ほんの一瞬緩ゆるめさせ笑顔にさせる──そんな穏おだやかさがあって、需要は多かった。

　最近は広告などの単発の仕事の他に、ネイチャー系の雑誌に連載も持っていた。今もそこに掲載する写真を撮るため、撮影場所に向かっていた。

　写真だけでなく、撮影時のエピソードや写っている動物についての記事も任されているので、写真選びから文章まで隆士と恭平の二人で考えている。

　記事のクレジットには恭平の名前も併へい記きされていて、隆士と二人で同じ仕事をしているんだと改めて感じ、はじめて自分の名前を雑誌に見たときは、思わず涙ぐんでしまうほど感動した。

　その雑誌掲載の記事は好評なようで、ひとまとめにして出版しようという話も出ている。

　自分も関わった写真が雑誌に載っただけでも嬉しかったのに、それが写真集になるなんて、とても感慨深い。

　出版されたら、世話になった雅人や佳けい一いち、それに知り合いという知り合いに片っ端から送りつけようと心に決めていた。

　写真集を出して貰もらうという新たな目標を得て、いつもの撮影にさらにやる気が漲みなぎる。

　山道を車で行けるところまで行くと、後は徒歩での移動となり、ヘッドライトをつけて獣けもの道みちすらない山の斜面を登ることになるが、それも苦にならない。

　目的地は、山の谷間にあるタヌキの巣穴。

　隆士の撮影に同行し始めた当初は、機材を背負って麓からここへ来るだけでぜえぜえ言っていたのが嘘のように軽い足取りで進める。

　到着する頃には、まだ太陽は見えないが空は白しらみ、目覚めはじめた鳥たちの声が木々の間に響きだす。

　始まったばかりの朝の空気は清すが々すがしくて、胸一杯に吸い込めば今日も一日がんばろうと思えた。

「ポン太た郎ろう、いそうか？」

「どうかな……しばらく待ってみよう」

　少し離れた場所へ移動し、巣穴に動きがあるか見張りながら、朝食に持ってきたおにぎりを頰張る。

　この巣に住む夫婦のタヌキを『ポン太郎』と『タヌ美み』と名付け、その子供達の成長を記録してきた。だがもう子離れの時期になり、家族そろってこの巣にいることは少なくなった。

　タヌキは夜行性だが、朝でも昼でも移動する。しばらく待って巣には動きがないのを確認すると、隆士達も移動することにした。




　今日の天気は、予報では一日中晴れのはずだったが、昼を過ぎる頃には少し怪しげな空模様になってきた。山の天気は気まぐれだ。念のため、かさばるので車内に置いてきた雨よけのカバーと、レンズ内に水滴が入るのを防ぐプロテクトフィルターを取りに、恭平は一人で麓へ下りた。

「はあー……さて、隆りゅうはどこへ行ったかな」

　恭平が雨よけを持って戻ると、元いた場所に隆士の姿はなかった。

　被写体となる動物はどこから現れ、どこへ行くか分からない。それを追う隆士が勝手に移動してしまうのも仕方がないこと。

　この辺りは、麓か峰みねなら携帯電話の電波もとどくのだが、ここのような谷間にいると無理だ。それになにより、撮影中の隆士は集中するため携帯電話の電源を入れない。

　だからはぐれた場合は、ひたすら歩いて探す。

　こんなことにも最初は右往左往したが、今では慣れたもの。

　何か手がかりはないかと地面を見つめながら歩いていくと、まだ新しい獣道を見つけた。

　動物あるところに隆士あり、と恭平はそちらへ進むことにした。

　撮影の邪魔にならないよう、足音を忍ばせ細さい心しんの注意を払いながら獣道を行くと、少し開けた場所に隆士が立っているのを見つけた。

　隆士はカメラではなく、携帯電話を手にして通話しているみたいに見えた。撮影中でないなら声をかけても大丈夫だろうと、恭平は忍び足をやめて普通に隆士に近づいた。

「何や？　ここ、電波届くようになったんか？」

「あっ！　いや、今のは！　電話してたんじゃなくて──」

「ほー、電話以外に何をしとったんや？」

「いや。本当に、何でもないから！」

　恭平に気付くと、隆士は異様に慌てふためいて携帯電話を仕し舞まおうとした。通話していたのでなければ、何をしていたのか。隠されると知りたくなる。にっこり微笑みながら、隆士に向かって手のひらを差し出す。

「ちょっとそれ貸してみ？」

「いやいや、ホントに、大したことじゃないから！」

「大したことないなら、ちゃっちゃと見せんかい！」

　隆士にしがみついて奪い合いをしているうちに、何かのボタンを押してしまったようだ。携帯電話から音声が流れ出る。

『隆のアホ、ボケ、カス、ナス！　おまえなんかもう知らん！　帰ってくんな！　ずーっと山ん中でツキノワグマと山さん菜さい採とりでもしとったらええのんじゃ！』

「これは……」

　流りゅう暢ちょうな罵ば詈り雑ぞう言ごんに、恭平は隆士の服を摑つかんだまま動きを止めた。

　このフレーズには覚えがある。以前、帰ってこない隆士にキレた恭平が、隆士の留守録に吹き込んだもの。一年以上前のものを、何な故ぜわざわざ残して聞いていたのか。

「おまえ、何でこんなもん後ご生しょう大事に残してんねん……」

「恭ちゃんの罵声は、いつ聞いても肝きもが冷えて気が引き締まるから、気付けに」

　ばれては仕方がないと開き直ったのか、これってとっても大事なことだから！　と隆士は携帯電話を胸に抱えて、重要性をアピールしてくる。

　罵ば声せいまで愛されれば恋人冥みょう利りに尽きると言いたいところだが、怒りにまかせて吹き込んだ台詞セリフを、何度も再生されるのは気持ちのいいものじゃない。さっさと消せと迫ったが、隆士は頑がんとして受け入れない。

「いやだよ！　これがあったら、いつでもどこでも恭ちゃんにののしって貰もらえるのに！」

「言うて欲しかったら、生でなんぼでも言うたるわ。このアンポンタン！」

「あー、やっぱり生が一番いいなぁ」

「……なんやねん、もう……意味分からんわ……」

　ののしられてうっとりと惚ほうける隆士に、恭平はただただ脱力してしまう。

　いつもこんな調子で煙けむに巻かれて、隆士のペースに持ち込まれるのだ。

　以前、雅人に隠し撮りされた二人のベッドシーンの写真も、破り捨ててやろうとしたのに、結局のところまだある。

　恭平に捨てられまいと知恵を絞しぼった隆士は、額がくに入れて飾ってある恭平お気に入りのウサギの写真の裏に、あの写真を貼り付けたのだ。

　ウサギの写真は、データが残っているからいくらでも焼き増しできる。とはいえ、破り捨てることなどできない。あの写真が表紙の写真集が二人の出会いのきっかけになった、大切な写真だから。

　隆士に言わせれば、恭平とのベッドシーンの写真も、二人が一緒に仕事を始めるきっかけとなった貴重な一枚。普段は額に入れてあるから人目につくことはないし、自分が死んだら額ごと棺ひつぎに入れて欲しいと遺言書に書くから捨てないで！　と必死に嘆たん願がんされた。

　とにかく恭平に関するものは、壊れた置物でも修しゅう繕ぜんして絶対に捨てない隆士のけなげさに免めんじ、見逃すことにした。

　──自分はとことん隆士に甘い、と改めて感じながら恭平はため息をついた。

「けど、何で今そんなもん聞いとったんや？」

「さっきね、小こ太た郎ろうちゃんを見かけたから追ってきたんだ。でも、途中で他の動物の気配に気を取られて、よそ見した隙に見失っちゃって」

　被写体を追跡中に、他へ気を散らせてしまったことを反省し、己おのれを叱しっ責せきするべくあの罵ば倒とうを聞いていたようだ。

「小太郎ちゃん、生きとったんか！」

　小太郎は、ポン太郎達の子供だ。タヌキもよくよくみれば顔や体の模様が違い、見分けが付くようになる。小太郎は五匹兄弟の中で一番小柄なうえに、餌えさの取り方が下へ手たな子だったので、特に気にかけていた。

　親離れした彼がどこへ旅立つかを見届けようとしていたのだが、ここ数日まったく姿を見なくなり、下手をするとどこかで死んでいるのではと心配していたのだ。

「ホンマによかったわ。怪我とかしとらへんかったか？」

「たぶん。あまりよく見えなかったけど、元気そうに歩いてたから」

　野生動物でも名前をつけて観察していれば、すっかり情が移ってしまう。無事を聞いてホッと胸をなで下ろすと、隆士に肩を抱き寄せられた。

「恭ちゃんは、本当に優しいね」

「別にそんなん……無事に越したことないやろ」

　この程度のことで優しいなんて言われると、大げさで恥ずかしい。ぷいと逸そらした顔を、手のひらで包むようにして向き合わされる。

「恭ちゃんは優しくて、可愛くて……大好き」

　愛いとしげに目を細めて見つめられると、そんな場合と違うやろ、なんて正論は頭の隅に追いやられる。

「隆……ん？」

　見つめ返そうとした隆士の目が、自分よりその背後に焦しょう点てんを結んでいるのに気付く。どうしたのか恭平が訊ねる前に、隆士は素早く首から提さげていたカメラを手に取る。

　恭平の背後に、小太郎らしきタヌキの姿をとらえたのだ。隆士は甘くほんわかしていた恋人の空気を一瞬にして消しさり、写真家の顔になる。

　振り返って被写体との距離を確認した恭平も、ここからの撮影なら望遠になると状況を判断し、背負っていたカメラザックから望遠撮影に向いた大型のカーボン三脚を取り出す。

　隆士の方に視線を向けると、やはりレンズを大きな望遠用に装着しなおしていた。恭平の行動を見て、いい判断だねと言いたげに微笑む。

　こんな連れん携けいも様さまになってきた。

　カメラのセッティングが済むと、被写体の動きを追いながらピントや露ろ出しゅつを調整し、最高の瞬間を切り取るべく隆士はひたすら撮影に集中する。

　カメラを構える隆士の横顔が、一番格好いいと思う。まとう雰囲気は変わらないのに、ファインダーを覗く眼差しだけは、精せい悍かんなハンターを思わせる鋭するどさを持つ。

　こんな隆士の表情は、撮影に同行したものしか知らないと思うと、優越感に浸ひたってしまう。

　雑誌の編集者から、『撮影中の澤さわ村むらさんの写真が欲しい』と頼まれて撮影したこともあるが、一番格好良く撮れた写真は、自分だけのものにしたくて提出しなかった。

　仕事の中にも、恋人としての気持ちをほんの少しだけど差さし挟はさんでしまう。こんな自分は写真家には向いていない。やっぱりアシスタントの方が向いている、と恭平は隆士の傍かたわらに寄り添い続けた。










　あの後、日暮れまで小太郎を追い続け、家に帰り着いたのは夜の八時頃だった。

　隆士達が借りたのは平ひら屋やで、台所とお風呂とトイレの他は、仏ぶつ間まと座敷と寝室の三部屋だけと小さかったが、庭を臨のぞむ縁えん側がわがあってなかなか風ふ情ぜいがある。

　まるで田舎の親戚の家に泊まりに来たみたいで、懐かしさを感じてくつろげるいい家だ。

　隆士が撮影した写真をパソコンでチェックしている間に、恭平は夕飯の準備にかかる。

「今日は衣きぬ笠がさ丼どんやで」

　夕食のメインメニューを告げると、隆士は「やったー」と子供のように全開の笑顔で喜ぶ。

　好き嫌いのない隆士は、何を作っても喜んで食べてくれる。しかし衣笠丼は特に好みに合ったようだ。

「恭ちゃんのお母さんが送ってくれる『お揚あげさん』は、分ぶ厚あつくて本当においしいよね」

　恭平の母親の言いようをまねて、油揚げを『お揚げさん』と言う隆士が、なんだか可愛くて笑ってしまう。

　衣笠丼は、親子丼の鶏肉が甘あま辛からく炊たいた油揚げに取って代わられたような丼どんぶりで、お揚げさんをこよなく愛する京都では定番メニューだ。薄っぺらい油揚げでは頼りない食感になってしまうが、肉厚の油揚げを使うと味がよくしみて食たべ応ごたえもあって美う味まい。

　関東ではあまり肉厚の油揚げが手に入らないと母親に電話でグチったところ、わざわざ送ってくれるようになった。

　冷凍保存して大量に持参したそのお揚げさんは、使える食材に限りがあるこの撮影期間中、強い味方となってくれている。

「肉なしでも、結構いけるもんやな」

　撮影に入ってからずっと、恭平は料理に牛、豚、鳥の肉を一切使っていない。そのため、メニューが限られる。

　それは隆士が、撮影期間中は肉を口にしないと決めているから。

　この妙な習慣を、周りからは験げん担かつぎや願掛けのたぐいと間違われるが、そうではない。

『肉を食べると、肉食獣の匂いになる』

　──これは、隆士が長年の撮影で学んだことだという。

　ウサギの撮影をしているときに、ウサギが隆士をやけに警戒する日と、そうでない日があると気づいた。そこで何がウサギに警戒心を与えているのか、自分の行動を振り返ってみて、前の日に肉を食べた日は警戒される、という結論に達した。

　食べたもので体臭が変化することはあるそうだが、これはただの偶然で、別の要因があるのかもしれない。しかし、他に理由は思いつかず。実際に肉を絶たってみると、警戒されることが減った。

　それ以来、隆士は撮影中に肉を食べるのをやめたそうだ。

　隆士が撮影のたびに痩やせて帰ってくるのは、撮影に掛かりきりでろくなものを食べていないせいだろうと単純に考えていた。人工的な匂いが身体に付くのを避けていたのは以前から知っていたけれど、体臭に関してここまで徹底していたとは、一緒に撮影に出かけるようになるまで知らなかった。

　消臭剤や香水を使っても、人間の匂いを消すことはできない。しかし、その地の食べ物を食べてそこで暮らすことで、その土地の生き物の匂いになることはできると隆士は言う。

　本当に動物がそんなことに気付いているのかは分からない。でも、恭平にとって大切なのは『隆士がそう信じている』ということ。

　隆士には、自分の信じる道を進んで欲しい。

　だから恭平は隆士のため、肉抜きで地元食材をできるだけ使った料理を作る。

「ごめんね、恭ちゃん。科学的な根拠もない推すい論ろんに付き合わせちゃって……」

　わがままで迷惑をかけて申し訳ないと謝る隆士を、科学がなんぼのもんやねんと笑い飛ばす。

「理屈より結果や。実際、隆の撮影はそれでうまいこといっとるんやから、ほんでええやん」

　正直なところ、肉なしでどう料理をすればいいのか、初めは戸惑ったし困った。だが魚は大丈夫というので、魚ぎょ肉にくソーセージや薩さつ摩ま揚あげを使ったり、工夫して料理をするのも楽しいと思えるようになった。

　恭平は元からあり合わせの食材で料理を作るのが得意だったし、何より喜んでおいしそうに食べてくれる隆士の顔を見られるのが嬉しくて、やりがいを感じる。

　撮影も、機材を運んだり、暑さ寒さにさらされる場所で長時間被写体を待ったりと、辛つらいことも多い仕事だ。けれど隆士と一緒なら苦にならない。

　──隆のためなら、何でもしたる。

　自分が好きな人に尽くしたいタイプだと自覚はあったが、ここまでとは思わなかった。隆士の役に立てることが嬉しくて堪たまらない。

　前の仕事を辞めることに、まったく迷いがなかったと言えば嘘になる。

　しかし今幸せかと問われれば、間違いなく幸せだと言える。

　集しゅう落らくの人たちもみんな親切で、畑の野菜を分けてくれる。

　長なが芋いもは短たん冊ざくにして鰹かつお節ぶしと梅ばい肉にくをのせ、ブロッコリーとにんじんは蒸して温野菜にして酢す味み噌そでいただく。衣笠丼のネギは、恭平が庭で育てた自家製だ。

　この新鮮な野菜があることも、肉なしで乗り切れる大きな要因だった。

「おいしかったー。毎日、恭ちゃんの作ってくれる暖かいご飯が食べられるなんて、本当に幸せだよ」

「大げさなやっちゃな」

　すべてきれいに平らげると、両手を合わせてごちそうさまをする隆士に苦笑いをしてみせたが、恭平も同じ気持ちだった。

　毎日一緒に同じものを食べる今の自分は、隆と同じ匂いがしとるんやろか──そんなことを考えるだけで幸せだ。

「正直、四六時中一緒におったら、お互いのあらが見えて上う手まいこといかんようになるかと思おもてたけど、そうでもなかったな」

「恭ちゃん！　そんなこと考えてたの？」

　恭平の発言に、隆士は心底驚いてショックを受けた顔をした。ちくりと良心が痛んだが、この際だから言っておこうと腹をくくる。

　付き合いだして一年半後に同棲を提案されたときは、これから二人の新しい生活が始まると、楽しいことばかり思い描いていた。

　隆士の仕事の状況を考えれば、一人で留守番の日の方が多いと分かりそうなものなのに、恋のバラ色フィルターが掛かった心にはそれが見えなかった。

　その結果として疲れ果て、別れるどころか日本から出て行く、なんてグローバルな規模の痴ち話わげんかに発展してしまった。

　お互いがもっと現実を見て、話し合いを重ねていれば、あんな騒動にはならなかったはず。

　だから今回ははじめから、心のふんどしをぎゅーっと締めて掛かったのだ。

「前は一緒に暮らしてたいうても、仕事してる間は離ればなれやったし、隆士はしょっちゅう出かけっぱなしで音おと沙さ汰たなしやったからな」

「……それは……でも、だからこうして一緒にいられるようにって考えたんじゃないか！」

「上手いこといったからよかったけど、やり方はもうちょっと選んで欲しかったわ」

　アシスタントになって欲しいと言ってくれたことは嬉しかったけど、その段取りの仕方が悪すぎた。恭平に黙って勝手に話を進めたせいで、雅人につけいられて引っかき回された。

　今となっては笑い話だが、当時は本当に別れを覚悟したのだから。

　あの頃を思い出したせいか、少し感かん傷しょう的てきな気分になる。それが顔に出てしまったのだろう。隆士はテーブルの上に置いていた恭平の手を、労いたわるみたいにそっと握った。

　暖かくて力強い、大きな手。これを失うところだったのかと思ったら、今でも胃の辺りがきゅっと絞しぼられたような苦しさに襲われる。

「もう……二人のことを一人で決めたらあかんで」

「うん。俺は今まで、ほとんど直感と行動力だけで乗り切ってきたから、あんまり人に相談をするって慣れてなかったんだ。……それに、恭ちゃんのことを恭ちゃんに相談するって、変な気がして」

「どこが変やねん。勝手に進める方がよっぽど変やし、迷惑じゃ」

　弱気になった自分を鼓こ舞ぶするつもりで、わざとぶっきらぼうに言い放てば、隆士は「本当にごめんなさい」と改めてうなだれる。

　しょんぼりと耳を伏せたワンコみたいな顔をされると、隆士だからしょうがないと許してしまう。

「雅人にも、恭ちゃんには何でも相談しろ、しなきゃ駄目だって言われたよ」

「雅人が？」

「もっと恭ちゃんの意見を尊重して大事にしないと、そのうち愛あい想そを尽かされて、疎うとまれて嫌われて足あし蹴げにされて捨てられるって！」

　徹底的に脅おどされたらしく、思い出しただけで震え上がる隆士がかわいそうで、だけどそこまで自分を気遣ってくれた、雅人の気持ちが嬉しくて笑ってしまう。

　雅人にはさんざん振り回されたが、雨降って地固まるで、より絆きずなは深まった。

　それに雅人は、隆士も認めるだけあって、スタジオを仕切るオーナーとして一流だった。

　スタジオの設備は申し分なく、スタッフも精せい鋭えい揃ぞろい。当然、クライアントも有名なカメラマンばかりで、要求は高度。

　あんなところにバイトとはいえ、よくこんなド素しろ人うとを入れてくれたものだ。

　スタジオでの雅人は、口調こそいつも通りのふざけたものだったが、仕事に対する姿勢は真面目で厳しかった。

　遊び気分で行くわけではなく、それなりの覚悟を持って臨のぞんだ恭平だったが、予想以上に大変な仕事で苦労した。

　初めの数ヵ月は、スタジオの掃除と機器の名称と手入れ方法を覚える下働きばかりで、撮影に参加などさせて貰えない。様々な種類のカメラの特徴や扱あつかい方、ライトやレフ板ばんの使い方など、アシスタントには覚えなければならないことが山ほどある。それでも恭平は自主的に本を読んだり、周りのアシスタントから話を聞いて勉強漬けの日々だった。

　そうした修行の結果、カメラアシスタントの適性ありと認められた恭平は、今から三ヵ月前の七月に会社を退職した。

『こんなことになるなら、あのとき邪魔をしておけばよかったです』と、涙目で別れを惜おしんでくれた佳一には悪いと思ったが、後悔はしなかった。

　会社を辞める決断を下くだしたとき、隆士は単純に喜んだが、雅人は心配してくれた。

　雅人はやることがめちゃくちゃなくせに、根はいい奴なのだ。──だからこそ憎めなくって、根っからの悪人よりたちが悪いのかもしれないが。

「あいつはちゃらんぽらんに見えるけど、仕事はできるし面倒見はええし、結構ええ奴やね」

　自分たちの仲を危あやうくしかけた相手なのに、どうしても憎めない。つい微笑んでしまうと、複雑な顔をした隆士にじっと見つめられる。

「……だから俺のこと、雅人に押しつけようとしたの？」

　あのときは、隆士の写真家としての地位を守るため、本当に泣く泣く託たくしたのに、押しつけるとは心外だ。

「あれは！　その方がおまえが幸せになれると思たからやて言うたやろ」

「俺の幸せを考えてくれてのことだ、っていうのは分かってる。でも、根本的に間違ってるよ。俺の幸せは恭ちゃんと一緒にいることだから」

「そんなこと言われたかて、俺はおまえの写真込みで、『写真家の澤村隆士』に惚れたんやから、おまえが苦労して築き上げた写真家としての地位を守りたかったんや」

「大丈夫だよ！　地の底までたたき落とされても、恭ちゃんがいてくれれば這はい上あがれるから」

　だからもう二度と俺のこと捨てないで、と涙目で訴うったえかけてくる隆士が、可愛くて仕方がないと思う自分に呆れて、乾いた笑いが漏もれる。

「これからは何でも恭ちゃんに相談するし、隠し事もしないから！　だからっ、見捨てないで」

「俺が許すて言うとるんや。過ぎたことをいつまでもゴチャゴチャ言うんやない！　反省して同じ間違いをせんかったら、それでええ」

「恭ちゃん、格好いい……」

　うっとりと見つめられると照れるが、嬉しくもある。

「これが惚れた弱みっちゅー奴かね」

「俺も！　俺も恭ちゃんに、めっちゃ惚れてるよ！」

　ついぽろっと本音をこぼすと、耳ざとく聞き止めた隆士が、下手くそな関西弁で返してきた。

　普段、下手くそなエセ関西弁を耳にしたらイラッとするだけなのだが、相手が隆士だと可愛く感じる。──これも惚れた弱みであろう。

「けど、同じ間違いを繰り返したら……どうなるか分からんでぇ」

　ぱあっと顔を輝かせている隆士を見たら、可愛くて、可愛すぎていじめずにはいられなくなる。意地悪く脅すと、隆士はあっという間に顔を曇くもらせた。

「恭ちゃんのツンデレは、ツンの割合に対してデレの持続時間が少なすぎると思う！」

「誰がツンデレやねん」

　隆士による異議申し立ての、根こん幹かん部分が気に入らなくて裏手パンチを繰り出す。

　恭平は飴あめと鞭むちを使い分けているのであって、ツンデレはまた違うやろ、と反論してみた。でも言っていて自分でも違いがよく分からなくて、頭が混乱してきた。

　話題をそらそうと、思いついた疑問を口にする。

「……そういえば、隆は人物は撮らへんのか？」

　隆士はごくたまに、この町のおばあちゃんと孫などの写真は撮るが、それは撮りたいからではない。テレビにも出演していた隆士は、写真を撮って欲しいとせがまれるのもよくあること。お年寄りの中には「遺い影えいにするから」なんて人もいて、断り切れずに撮っただけ。

「人物はね……苦手なんだ。被写体に心を見み透すかされちゃうというか……人を相手にするのは、怖い……かな？　怖いというか、畏い敬けいの念を感じる……？」

「三人で写ったら真ん中は魂たましい抜かれるとか、そんな感じかいな」

「そう！　それ、そんな感じ！」

　冗談で言った言葉に食いつかれて面めん食くらう。なんとも言いがたいが、気持ちの問題というところなのだろうか。

　カメラについてずいぶん詳しくなった恭平だが、その辺りの写真家の心情までは、まだ理解が及ばなかった。いずれは、そんなことも分かるようになるのかもしれない。今は無理でも、隆士が感じていることは自分も感じ取れるようになりたいと思った。

「恭ちゃん……？　疲れたの？」

　考え込んで、ついぼんやりしてしまった恭平が疲れていると思ったのか、後は自分がするからと食器を片付け始める。

　しかし、雑用は恭平の仕事。きちんとこなしたい。

「いや、ちょっとぼけっとしてしもただけやん」

「ぼけっとなるほど疲れてるんでしょ？　早く休んで。恭ちゃんに倒れられたら困るよ」

　頼りにしてるんだから、と微笑んでくれる隆士の気持ちが嬉しくて、逆らうことができない。

「ほな、一緒に片付けよか」

「うん！　さっさと片付けて、お風呂も一緒に入ろうね！」

　さらっと自分のしたいことを混ぜ込んでくる隆士に、思わず吹き出してしまう。

「風呂は一緒に入らへん」

「えーっ、頭も身体も洗ってあげるから！」

「なおさら嫌じゃ、ボケ」

　くだらない会話も、やけに楽しい。

　やっぱり隆士に付いてきてよかったと改めて感じつつ、恭平は腰に手を回してくる隆士の腹に、肘ひじ鉄てつをひとつ食らわせた。




「お先ぃ」

　恭平が風呂から上がって居間の座敷へ向かうと、隆士は携帯電話をいじっていた。

　隆士と付き合いのある人は、みんな隆士がしょっちゅう電波の届かない場所にいることを知っているので、返信がなくても仕方がないと思ってくれている。しかし、その好意に甘えてばかりではいけない。

　恭平は隆士に、携帯電話の電波がつながる場所に帰ってきたら、メールを受信してさっさと返信するように躾しつけた。

　きちんと言いつけを守っている姿を見て、口元がほころぶ。

　だが今日の隆士は、携帯電話の画面を眉み間けんにしわを寄せた難しい顔で見ている。やっかいごとでも持ち上がったのかと心配になった。

「……隆？　何かあったんか？」

「ん……俺もお風呂に入ってくるね」

　隆士は何でもないという風に首を振るが、何もなくてあんな顔をするはずない。本当だろうかと窺うかがうと、一瞬何か言いたげに見えたが口をつぐみ、携帯電話をその場において風呂場へ向かった。

　ガス代がもったいないから、風呂にはなるべく続けて入るよう言っている。

　一緒に入った方が節約にはなるだろうが、風呂場が狭くて風ふ呂ろ桶おけも大人一人が足を折り曲げて浸つかるだけで精一杯。それになにより、恭平の体力が著いちじるしく消しょう耗もうさせられるのが目に見えているので却下だ。

　置きっぱなしのロックもかかっていない携帯電話を、覗き見するのは簡単だが、したくない。話せることなら話してくれる。隠し事はしないと約束してくれた隆士を信じたい。

　やきもきしながらも、恭平は隆士が風呂から上がるのを待った。

「さっきね、永なが岩いわ先生からメールで、今週の日曜日に、こっちに来たいって……」

　恭平が訊ねる間もなく、風呂場から出てきた隆士の方から口火を切ってきた。どうも風呂の中で恭平にどう言おうか考えていたようだ。

「日曜て……明後日あさってか。また急やな」

　ただならぬ隆士の雰囲気に、何事かと気を張っていた恭平は、肩の力が抜けるのを感じた。

　突然ではあるが、あの先生は思い立ったが吉日なタイプだから、それほど驚くことでもない。

　永岩武たけ夫おはまだ五十歳を過ぎたばかりだが動物行動学の権威で、テレビ番組の『とつげき☆動物ランド』の監修をしている。隆士が撮った写真が縁で以前から付き合いがあり、隆士を番組に出演させてくれた人だ。

　今までにも撮影現場に来た永岩と、恭平は何度か顔を合わせている。大きなメガネと対照的な細い目で、にこにこ微笑んでいる彼の顔が脳のう裏りに浮かぶ。

　永岩は現在、発情期のシカの生態について調べているそうだ。今がちょうどその時期で、隆士達の撮影現場でも、雄おすが雌めすを呼ぶ声が時折山に響く。それを観察に来るのだろう。

　いつもは永岩が来れば喜ぶくせに、今回に限って何故そんなに浮かない表情をしているのか。

「撮影の気が散りそうで嫌なら、またの機会にしてもろたらどうや？」

「ううん……そういうわけじゃないんだけど……」

　それならどういうわけなのか。はっきりしない態度に苛いら立だちを覚える。けれど何やら真剣に悩んでいる様子に、頭ごなしに怒鳴りつけることは控ひかえ、優しく理由を尋ねた。

「どないしたんや？　何か問題があるなら、言うてみ？」

「……『動物ランド』が打ち切りになるかもしれない、って聞いてて……」

「え？　そうなんか？」

　恭平にとっては寝耳に水の話で驚く。あの番組はもう十年近く続いているから、不動の人気番組だと思っていた。

「あくまでも人づてに聞いた噂なんで、本当かどうか永岩先生に訊いてみたいんだけど、もう番組を離れている俺が首を突っ込むのは……でも真相は知りたいし……」

「何であんなええ番組に、そんな噂が出るんか、俺も気になるわ」

『とつげき☆動物ランド』は、単に可愛い動物の映像だけではなく、厳しい自然の中で生きる野生動物たちの生態を紹介するコーナーもある。自然とふれあうことの少ない昨さっ今こんの子供達には、是非見て欲しい番組だと思う。

　どこに問題があるのかと首をかしげる恭平に、隆士は思い当たる節はあると、残念そうにため息をついた。

「前から、他の動物に捕食されるシーンが残酷だから子供に見せるべきじゃない、なんて意見はあったんだ。でも、動物のきれいで可愛い部分だけを見せるんじゃ駄目だよ」

「そうやな。生き物の生態をきちんと知ってたら、河か川せん整備や整地工事やって住む場所を奪っといて、絶滅しそうになったら保護活動を始める、なんてアホなことせんで済むしな」

「小鳥も暮らせない環境にしてから、巣箱をかけたって小鳥は増えない。そんなことも分からない馬鹿な大人にしないために、子供達には本当の自然の姿を見せるべきだと思う」

　子供が自然について考えるきっかけとして、あの番組は続けて欲しい。噂はただの噂であるよう願ってしまう。

「永岩先生ならその辺のとこ知ったはるやろし、ずばっと訊いたらええやん」

「うん。まあ、訊くくらいなら問題ないよね」

　そう言いつつも、隆にはまだ何か引っかかることがあるらしい。全部言うてまえと促うながすと、意外な答えが返ってきた。

「前から、何となく思ってたんだけど……恭ちゃんって……永岩先生のこと、ちょっと苦手じゃない？」

「え？　──そんなこと、ないで」

　変な間が開いてしまったことで、『そんなことある』と白状したようなもの。隆士に気付かれていたとは不覚だった。

　恭平が永岩を苦手とする理由を疑うたぐるというより、心配そうに窺ってくる隆士に、どうしたものかと頭をかく。

「あの……俺は先生のところに居い候そうろうさせて貰ってたことはあるけど、何もなかったよ！」

「いやいや、そういうのは疑うたごうてへんって」

　永岩は妻さい帯たい者しゃで、一人娘を溺でき愛あいしているいい家庭人だ。そんな心配はしていない。疑ったことすらなかったので、慌てて否定する。

　永岩は、隆士がゲイであることも知っていて、必然的に一緒に暮らしている恭平が恋人だと分かってくれている理解者だ。

　初めて会った日に、永岩は人間以外の動物も同性や異種同士でカップルになることはあり、不自然ではないと恭平に力りき説せつした。どうも同性愛に偏へん見けんはないと伝えたかったらしい。だが、ペンギンのゲイカップルの絆について、一時間ほど熱ねつ弁べんをふるわれたのには驚いた。

　しかし気を遣ってくれたことは嬉しかったし、話自体も面白かった。

　ペンギンは一度つがうと、一生連れ添う。動物園でペンギンのゲイカップルに若くてきれいな雌を引き合わせても、見向きもしなかったという話には感動した。

　好きな物には一直線！　な永岩のこの気質は隆士と通じる物を感じさせ、二人の中には割り込めないというか、お茶でも入れてきますから二人で存分に語り合っててください、と一歩引いて見守るくらいでちょうどいいと感じた。

　恭平がわだかまりを持っているのは、永岩のせいでも隆士のせいでもない部分のこと。

「苦手とか、嫌いとかやないねん。むしろすごい人で尊敬してる。けどな、せやから……敵かなわんなぁって……」

　あまり言いたくない話に、つい言葉を濁にごすと、話の流れが読めない隆士は首をひねって見つめてくる。

　ご主人様の言葉を待つワンコそのものの仕草を前に、その場しのぎの嘘でごまかすことなどできない。素直に心情を吐と露ろするしかなくなる。

「あのな、永岩先生は動物の専門家で、すごい人やろ？　……雅人も撮影スタジオを持ってて、俺なんか足あし下もとにも及ばへんほどカメラのことをよう知ってる」

「うん。そうだね。それで？」

　二人ともその道のプロ。すごくて当然でしょう？　とあっさり認める隆士の邪じゃ気きのなさに、苦笑いが漏れる。自分の道を突き進んできた隆士は、自分にないものを持つ人への羨せん望ぼうとかやっかみなんて、感じたこともないのだろう。

　そういうまっすぐさが好きなのだけど、今はちょっといらつく。

「……それで二人とも、俺より隆との付き合い長いやろ？　俺の知らん隆のこと知っとる──それが気に入らんっちゅーとるんじゃ！　ちゃっちゃと察したらんかい、このドアホ！」

　恥ずかしさのあまり、最後はぶち切れてしまった。八つ当たりと分かっているので、気まずさにぷいと横を向く。

「あのっ、えっと……それはつまり……嫉妬、してる、とか？」

　まさか、そんな、ねぇ？　と隆士は目を白黒させるが、自分だって信じられないし信じたくない。隆士を引き立ててくれた恩人や、今では自分ともいい友達な雅人に嫉妬するなんて、心が狭すぎる。

　けれど、気持ちはとめられない。隆士はこんな自分をどう思うだろう。不安を胸に横目で窺うと、高速で振られるしっぽの幻が見えるほどの笑顔を浮かべていた。

「恭ちゃん……どうしよう。すっごく嬉しい！」

「何が……？」

「外国語がぺらぺらでお料理上手でしっかり者で床とこ上じょう手ずな恭ちゃんが、俺のことで他の誰かに嫉妬するなんて！」

「床、上手……って、おまえ！」

「恭ちゃんが俺のことで焼きもちを焼いてくれるなんて、夢みたいだ。──まさか、明日がこの世の終わり？」

　大げさな、と思ったらぐいっと抱き寄せられる。

「明日、世界が終わるとしたら、恭ちゃんと朝までずっと愛し合いたい」

　この流れに持って行きたかっただけか、と苦笑いが漏れる。駄目？　と問いかけてくる隆士を、恭平は畳たたみの上に組み敷いた。

「あの？　恭ちゃん？」

「隆は明日も撮影やねんから、体力は温おん存ぞんしとかな、な？」

「恭ちゃん……まさか！」

　期待に満ちあふれた眼差しに応え、押し倒した隆士の腹に馬乗りになる。ここは『床上手』の意地とプライドにかけて、隆士の方をええ声で鳴かせたる！

　だいたい、キャリアを捨てる代わりに、夜の主導権をこちらによこすという約束だったのに、いつも隆士にリードされているのが癪しゃくだったのだ。

　たまには反撃したい。

　せっかく風呂場で消耗させられるのを阻そ止ししたことが無駄になってしまうが、盛り上がった気分は治まらない。

「今日は、俺がしたる」

　騎き乗じょう位いは身体に負担が掛かるし、なにより何度やっても恥ずかしい。

　それに自分でいい場所に当たるよう調節するので、隆士にすっかり感じるポイントを知られた。さんざんあえがされたり、わざと感じる場所を外してじらされたり。騎乗位をしてから、セックスの濃のう厚こうさが増してしまった。

　──まあ、それも悪わるうはないけど。

　隆士の顔を見下ろすと、頭を引き寄せられ、にやけた唇をむさぼる勢いでキスされる。

「ふ、あっ……ん……」

「恭ちゃん……可愛い、恭ちゃん……」

　激しい口づけに、あっという間に息が上がる。鼻に掛かった甘い吐息を漏らせば、隆士は満足げに恭平の髪をかき上げて顔を見つめてくる。

　自分も隆士を見つめ返すと、互いの唾だ液えきで濡れた唇を赤い舌で舐なめて、もっとしようとねだってくる。

「何ちゅう……エロい顔しとんねん」

「恭ちゃんこそ……顔も、身体も、声も……全部がいやらしいよ」

「誰のせいやねん、ボケ……」

　隆士に出会うまで、自分が抱かれる立場になって、あられもない声を上げてしまうようになるなんて思ってもみなかった。

「嫌？　……後悔、してる？」

　不安げに見上げてくる迷子の犬みたいな瞳に、隆士と初めて会った日、捨てられていた犬に出くわした気分だったと思い出す。今になって見捨てるつもりなら、はじめから拾わなかった。

　あの日に、もう覚悟は決まっていたのだ。

「酔うてたいうても、生なま半はん可かな気持ちで男となんて寝るか！」　

「恭ちゃん！　俺も、あの日からずっと、恭ちゃんしか目に入らないよ」

　きっぱり言い切る隆士の迷いのない瞳は、出会ったときのままの純真さで、やっぱり可愛い。

　まったく想像もしなかった生き方をしていることを、楽しいと感じる。隆士といる今が、一番幸せで守りたいと心から思う。

　想いの強さと同じ勢いで、今日こそは隆士をいい声で鳴かせてやると挑いどみかかった。

　キスを繰り返しながら、互いにパジャマを脱がせ合う。すべて脱ぎ終わってから、畳の上では膝ひざが痛いと気付いて、素すっ裸ぱだかで布団のある寝室へと移動した。

　騎乗位は、隆士の誕生日やクリスマスなど特別な日にだけ許しているので、ほんの数回しかしていない。それでも隆士は慣れた様子で自分の上に折り重なった恭平の後ろに手をやり、両手で双そう丘きゅうを押し広げて窄すぼまりに中指でローションを塗ぬり込こんでいく。

　恭平はその間、隆士の唇や首筋にキスしまくり、互いの乳首を擦こすり合あわせたりして高め合う。

「んうっ……ん……」

　後ろが解ほぐれてくると、心も身体も蕩とろけてくるのか、甘い声が抑おさえきれなくなってくる。舌を絡からめ合あう深いキスの後に体を起こした恭平は、荒い息を弾はずませ期待に満ちた眼差しを向ける隆士に、跨またがったまま背を向けた。

　すでに反そり返かえるほどそそり立っている隆士のものに満足げに微笑みかけ、これから自分の中にくわえ込むものの形を確認するみたいに、ねっとりとローションを絡ませる。

「恭ちゃん……ね、もう、いい？」

　お預けを食らったワンコは、恭平のおしりや太ももを撫なでて先をねだってくる。その声に振り向いて微笑みかけると、恭平は軽く腰を浮かし、片手でサポートしながら結合を試こころみた。

「え？　う、後ろ向きに？」

「この方が、身体が楽みたいやから」

　騎乗位でも後ろ向きに跨がれば、顔もあそこも見られずにすんで恥ずかしさが軽減されるし、身体への負担も軽そうに思えた。

「あの……恭ちゃん。恭ちゃんは、どこでそんな情報を……？」

「どこて、これくらい今時ネットでなんぼでも見れるやん？」

「それは、えっと、つまり、恭ちゃんがネットでエロサイトを閲えつ覧らん、して……」

「……悪いんかい」

　目を見開き口元を覆おおった隆士に、自分がアダルトサイトを見ていたことがそんなにショックだったのか、と不安になる。別に隆士とのセックスに不満があってではなく、もっと充実したものにしたくて、上手くできる方法を探っていただけなのに。

「は、鼻血出そう……」

「おまえ！　まっぱの本人が跨がっとんのに、何で妄想の方の俺にハアハアしとんねん！」

　どうも、エロサイトを見ている恭平の姿を想像して、萌もえに襲われ興奮しただけと分かって、安あん堵どと呆れでがっくりしてしまう。

「待って！　違うよ！　これはその、別腹というか、これはこれ、それはそれで素晴らしいってことで！」

　恭ちゃんは妄想の中でも、いつでもどこでも三六五日素敵だと力説されても駄目な物は駄目。

「今ここにいる俺のこと以外、考えたらあかん！」

　現実の自分が一番隆士を萌えさせられる！　と、恭平は一気に腰を落として隆士のものをくわえ込んだ。

「あっ、は！　……はぁ……んくっ」

　衝撃に一瞬息が止まったが、ゆっくりと息を吐き、体の力を抜いていく。初めて挑戦するやり方に、勝手が分からず身もだえてしまう。

「恭ちゃん……肩けん胛こう骨こつが……肩胛骨の動きが、やらしい……腰も……おしりもっ」
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　恭平はまだ感じるいいところに自分を導みちびけなくてもぞもぞしている段階だったが、隆士は恭平の身体なら、どこを見てもいやらしく感じるようだ。

　満足げな声が嬉しくて、身体より先に心が満たされていく。このまま隆士だけでも満足させたくて、必死に上下に身体を揺さぶる。

「待って！　恭ちゃん、待って。……やっぱり、顔を見て、したい」

　がっしりと腰を摑まれ、こっちを向いてと懇こん願がんされる。

　どうしようか悩んで俯うつむけば、自分の中心が喜びの滴しずくを垂たらしているのに気付く。まだ触っていないのにこんなことになっているのを隆士に見られるなんて、恥ずかしくて──堪らなく興奮する。

「ん……けど……」

　恥ずかしげに俯いてもったいぶると、それを見ただけでますます奮ふるい立たった隆士は、繋つながったまま上半身を起こし、たくましい腕で恭平の身体を強引に自分の方に向けに掛かる。

「あっ！　んんっ」

「……っ」

　互いにつながった部分に負ふ荷かが掛かったが、それでも何とか体勢を変えられた。

　隆士の引き締まった腹筋に手をつき、大きく息を吐く。

「……ごめん、恭ちゃん。痛かった？」

「どーもない……隆、こそ……」

　上半身を軽く起こして気遣わしげに恭平の頰を撫でる、隆士の大きな手のひらに頭を預ける。力強い身体に身を任せる快楽なんて、隆士と出会わなければ知り得なかった。隆士としかできないことを、もっとしたい。

　片かた頰ほ笑えんで余裕を見せると、隆士は状態を確認するみたいに、ゆっくりとした動きで腰を使い始めた。

　ほんの一時治まった熱が、再び隆士によって呼び起こされる。

「あっ、あーっ！　あ……あんっ」

　深く深く繋がると、腰で円を描くように中をかき回され、背中をしならせて喘あえいでしまう。

　あっという間に熱に飲まれて自みずから腰を使い始めれば、恭平の双丘をがっしりと摑んだ隆士が、腰を浮かせてがんがん突き上げてくる。

「はっ、は……恭、ちゃん？　いい？　も……はぁ……俺、イキそ……っ」

　俯いてただ頷く恭平の顔を凝ぎょう視ししながら、舌なめずりする。こんな獣っぽい隆士を見られるのは、自分だけ。そう思うと、総そう毛け立だつほど嬉しくて体中の血が中心に集まって、暴発寸前まで高まる。

　もっともっと隆士を獣にしたくて、誘いをかける。

「んっ、ん！　……隆！　も、早はよ、来て！」

「──恭ちゃんっ！」

「あー、あっ、隆！」

　ひときわ強く突き上げられて、それに応えるみたいに絶頂を迎えた。

　自分から吹き出たものが腰を使い続ける隆士の腹の上でぬめぬめ光るのを、恍こう惚こつの眼差しでぼんやり眺めていると、さらに強く突き上げられる。

「あっんっ、や……も、う……」

　半はん勃だちのまま、ぷるぷる揺れる情けない自分のものを、首をもたげた隆士がじっと見つめている。

「恭ちゃ……恭ちゃん……ホントに、もう……エロい……可愛い！」

「ふっ、あ！　あ……あん、あ……ふっ、う……」

「くっ……恭ちゃん！」

　羞しゅう恥ちに顔どころか体中熱くなる。もうこれ以上体温の上がりようがないと感じたほどだけれど、身体の奥の方でさらに熱く隆士が爆はぜたのを感じた。

　大きく満足げな息を吐き、恭平の太ももをゆっくりとねぎらうみたいに撫でる隆士に微笑みながら、少し落ち着いた恭平は乗馬気分でゆったりと腰を使い続ける。

　これこそ騎乗位の醍だい醐ご味みだろう。

「恭ちゃん？　……それ、誘ってる、の？」

　このまま離れるのは名な残ごり惜おしくて、それでもいいかもと微笑むと、慎重に、だが性急に横倒しにされた。

「恭ちゃん！」

「あっん、ちょ、ちょっと、ちょっと休憩入れて、な？」

　ついさっきの行為がもうリセットされたのか、すでに鼻息を荒くしている隆士の獣っぷりに、自分で誘っておいて悪いが、引く。

「今度は俺がするから！　恭ちゃんはのんびりしてて、ね？」

「ね？　ったって、おまえ！　そんなん、されたら──」

　──自分も獣になってしまう。

　悲鳴に近い抗議は、獣の大きな口にふさがれて続かなかった。










「過ぎたるは及ばざるがごとし、ってことわざはホンマやね……」

　永なが岩いわが来る日曜日。何とか調子を取り戻した恭きょう平へいは、そっとため息をつく。

　金曜の夜は獣けものの調教に失敗し、一晩中翻ほん弄ろうされた。昨日は、やり過ぎて腰は痛いし身体はだるいし、最悪の状態で朝を迎えた恭平はいたく反省した。

　隆りゅう士じも気遣ってくれて、撮影現場に同行はしたがほとんど座っているよう指示された。

「おまけに……思いっきり鳴かされたし……」

　いったい、いつになったら夜の主導権を握ることができるのか。

　結局はいつものように隆士のペースに持ち込まれ、あの後は横おう臥が位いでさんざんに責め立てられて喘あえいでしまった。

　今思い出しても腰の奥がうずいて、赤面してしまう。

　隆士はあれ以来ご機嫌で、今も横目で見やると、鼻歌でも歌い出しそうなほどなのに、腹立たしさよりよかったなと感じる。ちょっと甘やかしすぎだろうかと思うが、そんな隆士が可愛くて仕方がないのだからどうしようもない。

　それに、互いに愛し合っていることを確信しあえて、気分はよかった。身体は重くとも心は軽い。

　これはこれでバランスがとれている──なんて自分を騙だまして、恭平は永岩を迎える準備を始めた。

「永岩先生！　お久しぶりです。夢ゆめ花かちゃんも、いらっしゃい」

「隆ちゃん！　来たよー！」

　車の窓から手を振る永岩が車を駐とめると同時に、小柄な女の子が助手席から飛び出してきて、隆士に抱きついた。

　夢花は永岩の一人娘で、小学五年生の可愛い女の子だ。

　永岩と違ってぱっちりした目をしているが、それでも笑って目を細めると親子だと分かる程に似ていて、永岩にとっては可愛くて堪たまらない宝物だそうだ。

　隆士はまだ写真家として無名時代に、永岩の家に住み込み、彼が飼育しながら観察している動物の写真や記録を取る手伝いをしていた。

　その当時、夢花はまだ幼稚園児だったというから、時の流れは速いものだ。

　永岩の格かっ好こうは、彼のトレードマークにもなっている、つばの大きな帽子をかぶり、肘ひじ当あて付きのフリースセーターにダウンベスト、とアウトドア仕様。それに対して夢花は、今時の女の子らしく、髪はツインテールで、チェックのミニスカートにブーツ、と可愛い格好をしていた。

　だがその手にスケッチブックを携たずさえているところが、永岩の娘を感じさせる。

　夢花は父親と一緒に動物や植物を観察して、絵を描くのが大好きなのだ。研究者として将来有望だと思うが、隆士には漫画家になりたいと打ち明けているという。

　まだ二度しか会っていない恭平には、少しぎこちなく頭を下げただけだった夢花だが、隆士に向かっては満面の笑みでスケッチブックを開いた。

　夢花はほんの二年ほどだが隆士と一緒に暮らしていたし、それ以降もしょっちゅう会っているので、隆士によく懐なついている。

「隆ちゃん！　家のアカネズミね、また増えちゃったんだよ！」

　近況報告とばかりに、自分が描いたアカネズミの絵を見せる。

「また先生が、雄おすと雌めすを一緒にしちゃったの？　ほら、恭ちゃん、こんなにたくさん」

「どれ？　おー、一、二、三……八匹もおるんか。夢花ちゃんは絵ぇ上手やね」

　恭平と夢花を仲良くさせようとネタを振ってくれた隆士に乗り、一緒になってスケッチブックをのぞき込む。

　お世辞ではなく本当に夢花の絵は上手で、大きな目と耳に小さな手足の可愛いアカネズミがそれぞれのポーズで散らばっているのが分かって、しっかり観察していると思った。

　褒ほめられて嬉しかったのか、夢花は以前に描いたという絵も恭平に見せてくれた。永岩家で保護している怪我をしたフクロウ、庭の除じょ草そうをしてくれるヤギ、などどれもよく特徴をつかめたいい絵だ。

　隆士はこういう動物たちの世話をしていたのか、なんて若き日の隆士に思いをはせながら絵を見せて貰もらうのは、なかなか楽しい。

　恭平が夢花の相手をしている間に、隆士と永岩は山へ観察に行く準備を整えたようだ。

　当然ついて行く気だった夢花は、今日は連れて行けないと言われ、猛もう然ぜんとむくれた。

「えーっ、何で？　私も山に行く！」

「そんなドタ靴を履はいてて、行けるわけないだろう」

　お気に入りだろう可愛いブーツをドタ靴呼ばわりされて、夢花はますますむくれる。

　だが永岩は、シカの『ぬた場』と呼ばれる、シカが泥どろ浴あびをする場所を見に行くという。そこは沢が近く足場が悪い上に、イノシシのぬた場もあって気をつけなければならない。

　元から夢花は連れて行かないつもりだったが、靴のせいにして諦めさせる作戦に出たようだ。

　事前の連絡で、恭平は夢花と留守番をする手はずになっていた。恭平も夢花が興味を持ちそうな話題で気をそらす。

「ウサギは山と違ちごて原っぱに住んどるから、そこらで探してみようか？」

「ウサギー？　ウサギは家にいるもん」

　夢花は不服そうに頰を膨ふくらませる。ウサギを飼ってるとはうらやましいと心底思うが、このライフスタイルでペットを飼うのは無理だ、なんて思考が脱線する。

　とにかく山へ行きたがる夢花をなだめすかして、二人で家の周りを散策してスケッチをしようと誘い、何とか諦めさせた。

「悪いね、恭平くん」

「いえいえ。こっちにおれた方が夕食の準備がゆっくりできて、俺もありがたいです」

「夢花の奴にも手伝わせてくださいね」

　あの子はちっともお母さんの手伝いをしないんだから、とグチりながらも娘は可愛くて仕方ないらしく、頰は緩ゆるみっぱなしだった。

　隆士達が出かけてしまうと、まだ恭平とは打うち解とけていない夢花は少し不安げに見えた。

　そこで恭平が自分で撮影したカヤネズミの写真を見せると、撮影場所に行ってみたいと言い出したので、徒歩で十分ほどの河原へ向かった。

　深まりゆく秋の中、河原の草は最後のひとがんばりとばかりに実を付け茂しげっている。カヤネズミの巣は、そんなカヤやススキの上の方に草を編んで作られる球きゅう状じょう巣すだ。まだ子育ての最中かもしれないので、巣を見つけても近づくわけにはいかないが、遠くからでも見てみたいという夢花と草むらを進んでいく。

「そういえば、今日は夢花ちゃんのお母さんはお留守番なん？」

　永岩の妻の奈な津つ美みとは、一度しか会ったことがない。大人しくてしとやかそうな人だったが、ポケットにペットのリスを入れていて、やっぱり永岩の妻だ、と思った。

「お母さんはね、動物はいいけど虫が駄目なの。こんなとこ、ひっつき虫がつくから嫌って」

「ひっつき虫は、虫とちゃう、やろっ！」

　言いながら、ちょうどそこに生はえていた、ひっつき虫ことオナモミの実を夢花の服めがけて投げた。一センチほどの実にびっしり生えたトゲトゲの先端はフック状になっていて、服などの布にくっつく。恭平が子供の頃は、近くの河原でよく友達に投げつけて遊んだものだが、最近はあまり見かけない。

「やーだっ！　くっついたーっ」

　夢花は恭平がくっつけたひっつき虫をはがすと、投げ返してくる。それだけでは飽き足らず、手近にあったひっつき虫もちぎって投げつけてきた。負けじと応戦する恭平が投げた分は、スケッチブックを盾たてにして防ぼう御ぎょする。

「あーっ、ずるいで、それはー」

「ずるくないー」

　二人でオナモミを求めて走り回っている間に、恭平のズボンや夢花のタイツは、ヌスビトハギやヤエムグラなどの小型のひっつき虫だらけになっていた。

　こんなのを付けて帰ったらお母さんに怒られる、と騒ぐ夢花と自分のひっつき虫を互いに外はずし合ううち、すっかり打ち解けることができた。

　はしゃいで少し疲れたのか、夢花は大人しく辺りの散策を始めたので、恭平も一息ついて首から提さげていたカメラをいじる。

　恭平はあくまでもアシスタントで、写真家になる気はない。それでもファインダー越しにはどう見えるのかを知っておくことは大事だし、なにより勉強するうちに写真を撮ることが面白いと思えるようになった。

　背景がボケた写真より、全体的に広くピントが合う写真の方が恭平は好きだ。だから、高画素機に標準ズームレンズを装備して撮影している。

　気に入った花を見つけたのか、スケッチをし出した夢花にカメラを向ける。

　シャッターを切ると、それに気付いた夢花がこちらを向く。その瞬間もぱちりととらえる。

「えーっ、何勝手に撮ってるの」

　不満そうな口ぶりだが、その口元は微笑ほほえんでいて、可愛く撮れたかカメラの液えき晶しょうモニターをのぞきに来る。

「カメラマンの腕がええから、きれいに撮れたで」

「モデルがいいから、でしょ！」

　恭平の軽口に、夢花ものりよく突っ込んでくる。写真も気に入ってくれたのか、後から現像してねと頼まれた。

「夢花ちゃんは、隆りゅうに写真撮ってもろたこと、ある？」

「あるよ。ずーっと前だけど」

　そういえば最近は撮って貰ってないなぁ、と考え込んだ夢花だったが、すぐに理由に思い至ったようだ。こっそり秘密を打ち明けるみたいに、背伸びして恭平の耳を引っ張りながら、撮らなくなった理由を教えてくれた。

「隆ちゃんはね、動物撮るの上手だけど、人間の写真撮るの下へ手たなんだよ。昔撮って貰った私の子供の頃の写真ってば、ひどいもん」

　こーんな顔なんだよ、と夢花は両手で頰を後ろに引っ張り変顔を作る。どうも不機嫌そうな顔で写っていて気に入らないらしい。

　動物にあれだけ警戒されない隆士が、幼稚園児のご機嫌を取ることもできなかったとは意外だ。

　せっかくなので、昔の話を聞かせて貰おうとさらに質問してみる。

「隆は、夢花ちゃんちでどんな仕事をしとったん？」

「飼し育いく小屋のみんなの世話とー、写真とー……なんか、いろいろ。隆ちゃんはね、ずーっと飼育小屋にいて、そこのソファで寝てたんだよ」

　私はあそこでお泊まりしちゃ駄目って言われてるのに、とうらやましそうだったが、動物の飼育小屋なんて、いくらきれいにしていても匂いや鳴き声でゆっくり眠れるとは考えづらい。それとなく話を掘り下げて聞いてみると、永岩の家には空あき部屋があって、そこへ泊まるよう勧めたのに、隆士が飼育小屋がいいと言い張ったらしい。

　動物大好きな隆士にとって、飼育小屋はパラダイスだったのか、夜間の行動を観察したかったのか。どちらもあり得そうなのに、どうもしっくり来ない。

　何か違和感を覚えて考え込むと、夢花が恭平の腕をつかんで見上げてきた。

「恭ちゃん、大丈夫？　疲れてるの？　家に帰ろうか？」

「大丈夫、大丈夫！　この前ちょっと……重たいもん持ったせいで、腰がね」

　大人の事情で腰が痛いとは言えない。考え込んでしまった理由も、自分自身よく分からない。でもさすがは女の子、よく変化に気がつくと感心する。

「無理しちゃ駄目だよ。カヤネズミはいいから、家へ帰ろう」

　まだ少し早かったが、夕飯の準備を手伝ってくれるという夢花と一緒に家へと戻った。

　夢花も家庭科の授業で習った、と上手に包丁を使って夕飯作りを手伝ってくれた。

　キノコたっぷりの山さん菜さいそばと、鶏肉の代わりに油あぶら揚あげを使ったかやくご飯。それから、ご近所さんにいただいた小こ松まつ菜なで作ったごま和あえに、枝豆をゆでれば、豪華な田舎いなか料理の晩ばん餐さんのできあがりだ。

　腹を空すかせて山から戻ってきた男二人とともに、早さっ速そくいただくことにした。

「相変わらず肉抜きなんだねぇ。でもすごく美お味いしいよ。いい婿むこさん貰ってよかったな、隆士くん」

　にこにこ微笑みながら、永岩はさらっととんでもない言葉をかましてくる。

　隆士は「はい」なんて嬉しそうに頭を搔かいたが、恭平は夢花ちゃんがいるのに何ちゅうことを！　と焦あせりまくった。

　だが夢花は枝豆に夢中で、話を聞いていなかったらしい。無心にプチプチと豆を押し出しては口に放り込んでいるのを見て胸をなで下ろす。

　うちの子はそんなこと気にしないよ、と永岩は気楽に笑うが、小学生に同性愛の話はまだ難しいと思う。

　──でも、いずれは二人の関係に気付く。そのときは、どんな反応をするだろう。

　隆士との関係を、周りにどこまでオープンにするか。それは頭の痛い問題だった。

　赤の他人からなら『結婚しないのか』だの『彼女を紹介してやる』なんて言われても、適当にはぐらかしておけばいい。

　だが家族は、いつまでも煙けむに巻くわけにいかない。

　いずれ、二人の関係がただの仕事上のものだけではなく、プライベートでもパートナーだと告げなければと思っている。

　最初に隆士と同居する際、家族には友人とシェアすれば、より広くて立地のいい部屋を借りられるからと説明した。その友人というのが、写真家の澤さわ村むら隆士だということは上手にはぐらかした。同居人がそんな有名人だとばれたら、絶対にサインをよこせ、会わせろと騒がれるのがわかりきっていたからだ。

　しかし転職して一緒に働くとなると、さすがに黙ってもいられず、その時初めて隆士の名前を出した。写真家のアシスタントなんて全くの畑違いな転職を驚かれると共に、やっぱりサインをねだられ、隆士に二十五冊もの写真集にサインをしてもらって送る羽は目めになった。

　すでに結婚している姉の二人の子供達が、隆士の出演していた『とつげき☆動物ランド』を見ていて、隆士のファンだったとかでとても喜ばれた。隆士には面倒をかけたが、よかったと思えた。

　母親とも、隆士はお揚あげさんを送って貰った際などに、お礼の電話を入れて会話をしていて、母親はテレビで見てたとおりの良さそうな人だ、と隆士を褒めていた。

　しかし、彼が息子をゲイの道へ引き込んだとなると、どう思うだろう。

　実際には恭平が自分で進んだ道だが、きっかけが隆士であることは否定できない。

　隆士と出会うまでずっとノーマルだった恭平は、実家にいた学生時代、彼女ができれば家に招いて家族とも会わせていた。そんな自分がゲイになっただなんて、想像もしていないはず。

　最近は有名人の同性婚も聞くようになったが、世間ではまだまだ少ない。将来のことや世せ間けん体ていを考えて心配されるだろう。そう思うと気が進まなかった。

「──恭ちゃん、お片付けは私とお父さんでやってあげるね」

「へ？　ああ、いや、大丈夫やって。ちょっと食べ過ぎて苦しーなぁ思おもてただけやし」

　つい考え込んでブルーな気分になった恭平だったが、また夢花に気遣われ、慌てて気分を浮上させた。

　夕飯の片付けも一緒にしてくれた夢花は、「明日、学校じゃなかったら泊まってあげたのに」と言ってくれるほど恭平に懐いてくれた。

　隆士は夢花の恭平への懐きっぷりに焼きもちを焼いたのか、後片付けが終わると、夢花に最近撮った写真を見せてあげると気を引きに掛かった。

　バカ兄貴ぶりに思わず笑ってしまう。部屋の隅に置かれたパソコンに向かう二人を目で追うと、永岩もほほえましそうにその様子を見ていた。

「コーヒーでも入れましょか？」

「いやいや、結構。恭平くんは本当にいい嫁、じゃないや、婿さんだね」

　男同士じゃどっちも婿でややこしいな、と苦笑いする恭平に、永岩は少々ばつが悪そうに頭を搔いた。

「あー、嫁とか婿とか、失礼だったかな。隆士くんのことは自分の息子のように思っているから、どーも、恭平くんのことも息子みたいに思えちゃって」

　なれなれしくして悪いね、と謝ってくる永岩に光栄だと答える。そのまま二人して何となく、仲よく写真を見ている隆士と夢花を眺める。

「何や、ホンマの兄きょう妹だいみたいですね」

「うん。本当に、隆士くんも明るくなって──」

「え？」

　隆士が『明るくなった』という言葉に耳を疑う。それじゃあまるで、昔は暗かったみたいじゃないかと驚きの眼差しを向けると、永岩は少し困ったような顔で笑った。

「初めて会った頃の隆士くんは、真面目で大人しくて、臆おく病びょうで……大きな形なりをして存在を隠そうと縮こまってる、親とはぐれた子熊みたいだったんだよ」

「……隆が？」

　子熊とは可愛くて隆士っぽいが、おどおどしている様は想像が付かない。えらい動物学者の先生を前に緊張していたにしても、隆士らしくない。

　二人の交流は、隆士が永岩のブログに質問を送ったことから始まったと聞いてはいたが、詳しい経けい緯いは知らない。

　もっと言えば、隆士の過去についてはほとんど知らない。

　恭平が学生時代のことや家族の話題を口にしたとき、隆士は聞き役に回るだけで自分の話はしてこなかった。にこにこ聞いていたけれど、どこか寂しそうに感じられて、触れてはいけない部分なのだろうかと、あえて訊ねたことがなかった。

　しかし過去を知る人がここにいるのだ。当あたり障さわりのなさそうな、永岩が隆士と知り合った経緯について訊ねてみることにした。

「先生と隆が知り合おうたのは、隆が先生のブログにメールを送ったのがきっかけやったそうですね」

「うん。これはアナグマかタヌキかどっちですか？　って写真を添付してきてね」

　送られてきたのは、アナグマの子とタヌキの子が同じ巣穴から顔を出している写真だったそうだ。

　タヌキがアナグマの古い巣穴を使うのはよくあるけれど、まだアナグマが住んでいる巣に同居するのは珍しい。その写真は、永岩が以前に出版した『身近な野生動物観察入門』という本に収録されたという。

「ああ、あの写真！」

　言われれば、恭平もぱっと思い出せるほど可愛い写真だった。永岩が実物を見たくなって、撮影者にコンタクトを取ったのもうなずける。

「それまでに撮った写真を見せて貰って、一緒に撮影場所を見に行って──それで、隆士くんを家へ連れて帰って、そのまま動物の世話係になって貰ったんだ」

「あ、会ったその日にですか？」

　普通なら子犬だってもう少し考えて拾うだろうに、驚く恭平に永岩はにこにこと笑っている。

　幼い娘がいる家に、素す性じょうも分からない青年を泊めるなんて。人がいいと言うより無防備すぎて心配になる。

「先生……夢花ちゃんがおるのに、そんな……」

「写真と動物への接し方を見れば、彼の人となりは分かったから」

　なにより夢花が懐いちゃったから、と今も隆士にべったりくっついている夢花を見て笑う。

「親の僕が言うのも何だけど、あの子は観察眼が鋭するどいから。それに、隆士くんって、今でもなんだか構ってあげたくなるけど、昔は大人しかったから本当にもう放っておけなくてね」

　隆士の『拾って欲しそうな捨て犬オーラ』は昔からだったのかと思うと、思わず吹き出してしまう。

「僕は親から、動物学なんてそんなもので食べていけるのかってさんざん言われてきたから、隆士くんも写真家なんて一握りの人しか食べていけない職業を反対されたのか……性せい癖へきのことで何か言われたのか。とにかく、家族の理解を得られず、ひとりぼっちで夢を追いかけてる姿は他人に思えなくてね」

　何とか力になりたかったと言う永岩の眼差しはとても優しくて、隆士がこの人を信じて頼った気持ちがよく理解できた。

「でも僕は彼に居場所を与えただけで、今の幸せは彼が自分の力で手に入れたんだよ」

　パソコンの前で夢花と笑いあっている楽しげな隆士の姿に、永岩は細い目をさらに糸のように細くした。

　目尻のしわにうっすらと光る物を見て、永岩がどれほど隆士を大切に想っているかが分かって、この人に嫉妬心を持っていたことが恥ずかしくなり、深く反省する。

　喉のどの奥がきゅんと痛くなるのを、恭平は口こう角かくをあげて堪こらえた。

「彼の過去に何があったのか……君になら話すかもしれないから、そのときは聞いて、受け止めてやってくださいね」

　完全に父親の眼差しで頼んでくる永岩に、恭平は静かに頷いた。




　明日は月曜日で、永岩は大学の講義があるし夢花も学校がある。

　まだ帰りたくないとごねる夢花を、また遊びに来ればいいからとなだめすかして車に乗せた。夢花は、車が角を曲がって見えなくなるまで、車の窓から手を振ってくれていた。

　永岩親子を見送り部屋へ帰ると、静かな室内に来客が帰った後のホッとした寂しさを感じる。

「夢花ちゃんが懐いてくれてよかったわ」

　しんみりする恭平の隣に座り、隆士も感慨深げに深く息を吐いた。

「二人が仲良くなってくれてよかったよ。──二人とも、俺のミューズだから」

　隆士は以前、恭平のことを芸術の女神であるミューズだと言ってくれた。それは自分がとても特別だという意味だから、そんなことを言って貰えて気恥ずかしいながらも嬉しかった。

　自分が一番だと思っていたのに、同列一位がいたなんて。相手が小学生の少女だとしても、少しだけ妬やける。

「おまえには何人ミューズがおんねん」

「俺の、写真家としての方向を指し示してくれたのが夢花ちゃん。俺が道に迷ったときに、導みちびいてくれたのが恭ちゃんだよ」

　少しばかりむくれた気分になり、嫌みっぽく言ってみたが、隆士は気にする様子もなく柔らかく微笑んだ。

　恭平と夢花のことを、順番など関係なく大切に思っている、そう感じさせる眼差しに、夢花との間にどんな出来事があったのかが知りたくなった。

　問いかける眼差しに、隆士は静かに語り始めた。

「永岩先生のお宅に住まわせて貰ってたとき、よく夢花ちゃんの写真も撮ったんだ。だけど、どの写真の夢花ちゃんも、なんだか表情が暗くて」

　河原で夢花が見せてくれた『ひどい顔』が思い出されて、くすりと笑ってしまう。

「それ、夢花ちゃんから聞いたわ」

　ひどかったんやって？　と悪いた戯ずらっぽく訊ねる恭平に、隆士は我ながらと素直に認めた。

　今なら自分の腕の問題と分かるが、当時は夢花が幼稚園でいじめられでもしているのではと心配になったという。何か困っていることがあるのか訊ねると、夢花からは思いもしない答えが返ってきた。

「『隆ちゃんが寂しそうな顔してるから、悲しくなっちゃうの』って、言われちゃった。俺はその頃、あちこちに写真を売り込んでも相手にして貰えなくて。何より、自分でも納得のいく写真が撮れなくて、行き詰まってた。そういうのが顔に出ちゃってたんだろうね」

　自分の写真を認めて貰えないことに疲れ果て、誰にも会いたくないと飼育小屋に一人閉じこもってばかりいた。

　周りを拒こばむ人間が、周りに受け入れられるわけがないと気付かずに。

「でも夢花ちゃんのおかげで、いい顔をしてない奴が、いい写真なんて撮れっこないって気づいたんだ」

　体てい裁さいのいい売れる写真を撮ろうと気ばかり焦って、必死になっていた。

　こだわりもテーマも何もない写真が、人の心に響くわけもないのに、自分が何を撮りたいのかを見失っていたのだ。

　小さなミューズは、それに気づかせてくれた。

「あの子は、優しいええ子やもんなぁ」

「うん。ああいう優しい子ばっかりなら、いじめとかもなくなるんだろうね」

　うんうんと頷き合い、二人して父性愛を炸さく裂れつさせてしまう。

「……だからさ、やっぱり子供達の感性を磨みがく番組って大切だよね……」

「『動物ランド』……どないやって？」

「打ち切りとまではいかないけど、大幅にてこ入れをするみたい」

　そちらの問題についても、どうだったのか気になっていた。まだ予断を許さない感じだが、巻き返すチャンスはありそうなのにひとまず胸をなで下ろす。

　だが隆士は難しい顔をしたままだ。

「それでね……また俺に、出演して欲しいって頼まれた」

「出演て……またテレビに出るんか！」

　永岩が突然やってきた本当の理由は、そのお願いにあったらしい。

　隆士が番組に出ていたことは知っていたが、恭平が隆士と知り合った頃にはもう出演していなかった。なので、あまり実感がなかったけれど、テレビ番組に出演するなんて今更だがすごいことに思えた。

　恭平は、ネット配信されている隆士が出ていた頃の番組を見たが、確かに隆士が出ていた『教えて？　永岩先生！』のコーナーは面白かった。

　写真や動画を使って動物の生態や習性について視聴者からの質問に答えるのだが、ユーモアのある永岩と朗ほがらかな隆士の解説は、大人にも子供にも分かりやすかった。使われていた写真も、図鑑などで見るありきたりなものではなく、変わった仕草やおかしな表情の物ばかりだったから新鮮で、人気コーナーだったというのもうなずける。

　隆士の撮影が忙しくなった頃、他のアイドルを使いたいという話が持ち上がったのでなくしたそうだが、どうも新しいコーナーは人気が出なかったらしい。

「テレビに出るの、嫌なんか？」

「子供達が動物について興味を持ったり、正しい知識を身につけてくれるなら、むしろやりたい。だけど……」

　言いよどむ隆士の顔を、何でも隠さず話せばいいと思いを込めて見つめながら待つ。そんな恭平の目を、隆士は気まずげに見つめ返した。

「このタイミングでまたテレビ出演をしたら、写真集の宣伝だって言われる。それに、テレビを見て買ってくれる人も出るよね……」

「ほな、断ったんか……」

　あまりにももったいない話に、思わずため息が漏れる。

　本当なら、今度発売して貰える写真集の宣伝になると喜ぶべきことなのだが、隆士はタレントまがいのことで有名になって本が売れても嬉しくない。写真を見て、本を手にとって欲しいのだ。

　恭平としては、きっかけが何であれ、できるだけ多くの人に隆士の写真を見て貰いたいので話を受けて欲しかったが、何よりも隆士の気持ちを優先したい。

　しょうがない、と何とか笑顔を作ろうと努力する恭平を、隆士は真剣な表情で見つめた。

「断ろうと思った。だけど、恭ちゃんの意見も聞いてからにしようと思って、まだ返事はしてない」

「え？」

　隆士は結構頑がん固こなところがあって、こうと決めたら突き進む。わざわざ恭平に意見を求めるとは意外だった。

「一緒に仕事をしてるんだから、恭ちゃんにも意見をする権利がある。これは二人の問題だから、一人では決められないよ」

「俺は隆の気持ちが一番やと思てるから、隆の好きにしたらええと思う。けど、わざわざ聞いてくれて嬉しいわ」

　その気持ちだけで十分だから、隆士の望み通りにすればいいと激げき励れいした。

　でも隆士は、単純に断れない理由は他にもあるという。

「先生は俺の恩人だから、先生が困っているなら手助けしたい」

　ついさっき永岩から聞いた話を思い返せば、その恩に報むくいたいと隆士が考えるのは当然だ。

　その頃の隆士がどんな暮らしをしていたのか知りたくて、隆士の顔をのぞき込んで問いかける。

「……ずいぶんとお世話になったんやって？」

「俺が永岩先生のお宅でしてたのは、観察用に飼われている小動物の世話と記録映像の撮影で、大学の学生にバイトを頼めばすむ程度の雑用だった。なのに、住む家もなかった俺を心配して、わざわざ住み込みで雇やとってくれたんだ」

「住むとこがなかったって……そないに貧乏やったんか」

　フリーの写真家が食べていく上での苦労は、雅まさ人とのスタジオでいろいろな人から聞かされて知っていた。とはいえ、隆士が家賃すら払えないほど深しん刻こくな貧乏だったとは思わなかった。

　スタジオやデザイン会社に雇われているならともかく、フリーでは当然ながら月給などない。仕事が入ったとしても、それですぐにお金が貰えるわけでもない。月刊の雑誌なら、撮影した次の月に掲載され、支払いはその翌月か翌々月になる。

　そんなわけで無収入の月もあって、家賃の支払いすら滞とどこおるようになったという。

　普通なら実家に帰るという選択肢もあるだろうが、隆士は一度も恭平に家族の話をしたことがない。もうすでに亡くなられたのか、何か訳があって疎そ遠えんになっているだけなのか。

　いつか話してくれるだろうと訊ねたことはなかったが、今がそのときだと思えた。

「隆の……親から援助はして貰えへんかったんか？」

「うん。両親はもう亡くなってたし──いや、違うか。養父母と実の母は亡くなって、父には縁を切られてたから」

「養父母……って？」

「俺の家庭は、ちょっと複雑でね。上手く話せるか自信がないけど、聞いてくれる？」

　隆士も、いつかは恭平に話さなければいけないことだと思っていたのだろう。恭平をまっすぐに見つめる隆士に頷くと、意を決したように小さく息を吐いてから話し始めた。

「俺の母親は、俺が五歳の時に事故で亡くなったんだ。それから一年もしないうちに父が再婚して、弟の翔しょう太たが生まれた」

　のっけからきつそうな話に、恭平はぐっと息を詰めて何を聞いても冷静でいられるよう覚悟をした。

　けれど続く話は、とんでもなくなる一方だった。

　新しくきた若い継まま母ははは実子ばかりをかわいがり、実の父親もそんな妻に同調して隆士を疎うとんじた。行楽にも外食にも三人で出かけ、隆士はおにぎりやパンを買い与えられるだけだったそうだ。

　だがそれより何より辛つらかったのは、テストの点数が悪かったり、転んで服を汚してきたというだけのことで、お仕置きとして階段下の狭い収納庫に閉じ込められたことだと隆士はうなだれた。

「掃除機とか色々な荷物が入っていたから座ることもままならないし、電気もなくて暗くてね。謝っても泣いても駄目で、ひどいときは朝まで出して貰えなくて。もうここから出られないんじゃないかって不安で……あれは、嫌だったな」

「……隆、おまえ、それで……」

「狭いところが苦手なのは、そのせいなのかもね」

　かも、ではなく確実にそうだろう。隆士の閉所恐怖症の裏に、そんな事情があったなんて。

　何か原因に心当たりはないか訊ねたことはあるが、隆士はただ「出られなくなりそうなのが嫌だから」としか言わなかった。それ以上訊ねるのを拒否するように黙り込んだ隆士を追及するのもかわいそうな気がして、その話題はそれきりしなくなった。

　こんなひどい話なら、思い出したくもなくて当然だろう。大人になっても克こく服ふくできないほどの深い傷を、子供の心に負おわせるなんて。

　主導したのは継母のようだが、止めなかった父親も同罪だ。そんな人間と隆士に血のつながりがあるとは信じがたい。

　はらわたが煮えくり返る思いを、心の中で見たこともない隆士の親とやらをボッコボコにすることで、表向きの平静を保たもった。

　両親はそんな風だったが、弟はお兄ちゃんに懐いたそうで、可愛かったと隆士は顔を上げて微笑んだ。

　隆士なら、さぞかし弟をかわいがっただろうと想像が付く。恭平も微笑みを返したが、隆士はすぐに笑みを消した。

「でも俺、ゲイでしょ？　だから、翔太に変なことをするんじゃないかって疑われて、引き離された」

「な、何で……そんな……」

　そんなことを言うなら異性愛者の兄と妹や、姉と弟だって疑うべきだろう。そう主張する恭平に、隆士はそれもそうだろうけれど、自分たちと違うものを理解することができなくて排除したかったんだろう、と分析をしてため息をついた。

　その諦めきった表情が、何を言っても何をしても理解されなかった過去を物語っている気がする。その頃に出会えていたなら、なんて今更どうしようもないことが堪たまらなく辛くて、恭平は唇をかみしめた。

「自分の性癖については、中学くらいから自覚し始めて、高校生になって確信した。それでね……彼氏が、できたんだ」

　恋人の話に、隆士は少しだけ気まずそうに恭平の顔色をうかがう。相手について気にはなったが、今は何より、それでどうなったのか話の続きが気になって、冷静に先を促す。

　恭平だって、隆士と付き合うまでに何人か彼女がいたから言えた義理ではないのだから。

　──しかし、気になる。

「あー、その人とは……どんなきっかけで？」

　その頃から写真に興味があった隆士は写真部に入部し、そこで知り合った先輩だったそうだ。

「一学年上だったけど、小柄で可愛くて明るくて……先輩といると楽しくて。先輩の方も俺に好意的で……それで、部室でキスしてたところを、顧こ問もんの先生に見つかっちゃったんだ」

「よりにもよって、先生かいな……」

　校内でというのはうかつだったと思うが、盛り上がった恋心が暴走してしまうのも青春だ。──なんて、理解のある学校ではなかったらしく、男同士ということも問題になり、親が呼び出された。

　二人で示し合わせて、ただの悪ふざけでやったことにしようとしたが、先輩の父親は話も聞かずに息子を殴るような暴力的な人だった。

　そこで隆士は先輩をかばうため、自分が無理矢理キスをしたと言い張った。おかげで先輩はおとがめなしで、隆士だけが転校することになった。

　離ればなれになってしまったが、それで好きな人を守れた。そのことについて、隆士は後悔していないと断言した。

　しかし、その先には、もっと過か酷こくな別れが待っていた。

　弟にも何をするか分からないと、隆士は家を追い出されて実の母方の祖父母の養子にされ、実質、親子の縁を切られたのだ。

「そこまでするかーっ！」

　ついに耐えきれなくなり、冷静さをかなぐり捨てて絶叫する恭平に、隆士は弟と会えなくなったのはさみしかったけど、祖父母は優しかったから、と当時を思い出してか半泣きの表情で笑った。

「母の旧姓は澤村で、それから俺の名前は澤村隆士になった。前の名字より全体のバランスがいい名前になったんで、嬉しかったよ」

　そんな扱いを受けても恨うらみ言ごとを口にしない隆士に、悲しさと共に苛いら立だちや悔しさがこみ上げてきた。

　耐えきれずに少しは怒らんかいと隆士につかみかかれば、落ち着いてとなだめられる。

「そりゃ、俺だって当時は怒ったり恨んだりしたよ。だけど、いつまでもそんなマイナスな感情を引きずってたって仕方がないし、嫌な人のことを考えるなんて時間の無駄でしょ。それにね、ファインダーを覗いている間は、そんなこと頭に浮かばないから。……だから、写真家になれた気がするんだ」

　辛いことも何もかも忘れさせてくれるカメラにのめり込んだ隆士は、必然的に、趣味の域を超えて写真家を目指し、写真学科のある専門学校へ進学した。

　ごく普通の家庭に育って大学にも行かせて貰い、さしたる苦労もなく就職した自分がなんだか恥ずかしくなるほど、幾いく多たの苦労を乗り越えてきた隆士が輝いて見える。

「おまえは……ええ男やなぁ」

　思わずこぼれた感嘆に、隆士はただ無我夢中だっただけだよと照れた微笑みを浮かべた。

　専門学校への進学後、相次いで祖父母が亡くなり、わずかばかりだが残してくれていた遺産で何とか卒業だけはできたが、そこから先が大変だったという。

　写真家として食べていこうにも、専門学校を出たばかりの若造に仕事などこない。

　中古で買った安いカメラで、腕を磨みがこうと目に付く物を片っ端から撮影し、写真スタジオや居酒屋などでバイトをしながら、あちこちに営業して売り込んだ。

　だが、なかなか芽は出なかった。

「そんなときに、永岩先生と出会ったんだ」

　永岩が、自分の頼まれた雑誌の記事に隆士の写真を使ったことから、他の仕事も徐々に来るようになった。さらに、永岩がテレビ局のプロデューサーと会うのに同席した際、隆士の容姿に目をつけたプロデューサーから、テレビ出演の話を貰ったそうだ。

「俺は最悪の時、いつも出会った人に助けられた。仕事もお金もなくて困っていたときに永岩先生に拾って貰えて、夢花ちゃんのおかげでカメラマンとして大切なことに気づけた。仕事が上手くいきだしても一人で寂しい思いをしていたときには、雅人と出会って……恋人として長続きはしなかったけど、今はいい友達として付き合ってくれてるし」

　これまでの出会いを思い返し、みんなに感謝していると天井を仰あおいだ隆士は、一呼吸置いて恭平の方へ向き直った。

「写真集が出ても自信が持てず、発作的にサイン会からも逃げだしたくなった。そのときお客さんを見回して、恭ちゃんを見つけたんだ」

　写真集を見る恭平の笑顔につられ、気がつけば自分も笑顔になっていた。落ち着いて周りを見渡せば、他のお客さんもみんな、楽しそうにサイン会を待ってくれている。

　なのに自分が逃げてどうするんだと思い直せた。

「人生には、辛いことがたくさんある。だけどね、それに負けずにいい顔をしていたら、いいこともちゃんと起こるって、恭ちゃんと出会って確信した」

「隆……おまえは外見も中身も、どこに出しても恥ずかしうないくらい男前や」

　こんなにも辛い経験を重ねながら、それでも世をすねずに笑って生きることを選んだ。

　いつでも笑顔の隆士に、いらいらして怒鳴ってしまったこともある。でも、どんなときでも笑って生きるには、どれほどの強さがいることか分かった。

「──俺は、何しょうもないことを悩んどったんやろう。この世におまえほどええ男はおらんのに！」

「あの……恭ちゃん？」

　突然にいきり立った恭平を、隆士がおそるおそる窺う。その隆士の手を、がっちりとつかむ。

「隆！　俺と結婚してくれ！」

「──え？」

　思わず口をついて出た恭平の言葉に、隆士は驚いた様子で目を見開いたが、恭平自身も驚いた。

　どうすればこの心の底からわき上がった想いを上手く伝えられるか、気持ちを整理するべく深呼吸する。

「待て、俺、落ち着け。何を言うとんねん」

「そうだよ、恭ちゃん。うれしいけど、俺だってそうしたいけど、日本では法律上無理でしょ」

　だから落ち着いて、と狼狽うろたえる隆士の肩をつかんで再び正面から見つめ合う。

「俺の家族と会おうてくれ！　俺ら男同士やから籍は入れられんけど、事実婚状態やって、みんなにちゃんと言うときたいねん」

「ええっ！」

「嫌か？」

「嫌って、嫌なんじゃなくて！　えっと……駄目だよ……」

　恭平の言葉はうれしかったのだろう。隆士は瞳を輝かせて、それでも無理なことはあると冷静に対処しようとしてくる。

　けれど今の恭平の重じゅう戦せん車しゃ並みの勢いの前には、アリの通せんぼほどでしかない。

「心配かけるし、か？　確かに、俺は今まで、家族にはゲイやって言うたら心配かけると思て黙ってた。けど、いつまでも独り身やったら、それはそれで心配かける。いずれは言わなあかんことから逃げとった。けど、逃げとったかて埒らちはあかんやろ」

「でも！　恭ちゃんも……親から縁を切られるようなことになったら……」

　自分が捨てられたときのことを思い出してか、辛い表情を浮かべる隆士の心配は分かるし、ありがたい。でも、だからこそ、同性愛を分かってくれる人もいると証明したい。

「俺の親はそこまでアホちゃうて。隆の親やった人に言うのも何やけど、隆を見捨てるような、アホでボケでカスでマヌケの人でなしと一緒にされたら敵かなわんわ」

「恭ちゃん……」

　そこまで言う？　と呆れながら微笑む隆士に、足らんかったらもっと言うたるで、と笑う。

「うちの家族は、癖はあるけどまっとうな人やから、俺が幸せになるんを望んでくれてる。おまえは俺のこと幸せにしてくれたら、そんでええ。隆には、俺の家族を安心させたって欲しいねん」

「俺に、できるかな？」

　言葉は疑問形だが、心では必ずしてみせると決意しているのだろう、真剣な表情は力強い。

　惚れ直すのに十分なその凛り々りしい顔に、満面の笑みで応える。

「できるに決まっとる！　おまえはホンマにええ男で、俺の誇ほこりや。俺はこんなええ男を捕まえたって、早はよみんなに自慢したいわ」

「……恭ちゃん」

「褒めたってんのに……何泣いとんねん」

　さっきまでの凛々しさはどこへ行ったのか。隆士は大きな目からぽろっと一筋涙をこぼした。それでも何とか格好を付けようとしているのか、唇を真一文字に結んでいる。

　その唇に、優しくそっとキスをする。
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「もう、泣きなや」

　隆士が辛いときには、これからはいつでも自分がいるから。

「だって……恭ちゃんも……」

　大きな手に、涙で濡れた頰を撫でられる。隆士の過去を、悲しいと思うし同情心も湧わいた。でもそれ以上に、傷だらけになりながらも前を向いて歩いてきた隆士が、切ないほどに愛しくて、涙があふれてくるのを止められない。

「隆……ホンマに、好っきゃで」

「恭ちゃん！　俺も！　俺、がんばるよ！　テレビ出演でもサイン会でも、何でもして、恭ちゃんも、恭ちゃんの家族も誇りに思ってくれるような写真家になる！　恭ちゃんを幸せにするのが俺の使命だから！」

「その意気や！　隆、格好ええで！」

　二人して、泣き笑いしながら抱き合う。

　大の大人の男が、涙と鼻水でくちゃくちゃの顔をして抱き合う姿は、端はたから見たら喜劇だろうが、今この場には二人しかいない。

　何もかもさらけ出して、二人で気が済むまで涙を流した。

　──どれほどそうしていたか、ひとしきり泣いて落ち着くと、清すが々すがしさと気恥ずかしさの混じり合った、変な空気が漂ただよう。

　お互いにひどい状態の顔を見て笑い合い、洗面所で洗ってさっぱりさせた。

「ずーっと、一緒におろな」

「うん。ずっと……恭ちゃんを放さない」

　部屋へ戻ると、改めて誓い合う。

　ひとつになろうとしているみたいに強く抱きしめられ、めまいがするほど幸せを感じる。自分も同じだけの思いを込めて隆士の背中に腕を回し、頭をかき抱く。

　隆士の手触り、匂い、体温、重み、すべてを満まん喫きつする。

「隆……」

「恭ちゃん」

　名前を呼び合える、たったそれだけのことが嬉しいと思える相手に、出会えたことを感謝する。

「隆、俺はおまえにどこまでもついて行くで」

　そう言葉にして、気がついた。

　自分はずっと『写真家の澤村隆士』が好きだと思っていた。でも今は、肩書きも何も関係ない、ただの『澤村隆士』が好きなのだと。

　隆士が突然、他の職業に目覚めて転職したいと言い出したって──もちろんそんなことはないだろうが、それでもついて行く。

　隆士が隆士らしく生きていくこと以上に、大切なことなどないから。

「……なんやねん、俺……どこまでおまえに惚れとるんやろ」

「恭ちゃん！　そんなの、俺の方がずっと、ずーっと、ずうぅぅぅーっと！　恭ちゃんに惚れてるよ！」

　そんなわけあるかと言いたかったが、肺はいの限界まで息を吐ききる勢いで力りきむ隆士に、勝てる気がしない。

　息切れでぜえぜえしている隆士の背中を、よしよしと撫でてやると、嬉しそうにすり寄ってくる。

「……おい」

　ドスのきいた声を出そうとしたはずが、ただのくすぐったそうな声になってしまう。それでも何とか、もそもそとシャツをめくって素肌に手を這はわせてくる隆士を軽く睨にらんで牽けん制せいする。

「だって、恭ちゃんが可愛いから」

　ちょっと甘やかしたら、すぐそれか！　もう少し甘い雰囲気を味わいたかったのに、すでに鼻息を荒くしている隆士の情じょう緒ちょのなさに呆れる。

　そしてそれ以上に、そんなところも隆士らしくて好きだと思ってしまう自分自身にも呆れ、白しら旗はたを上げる。

「恭ちゃん、大好き」

「隆……俺もやで」

　熱い視線を向けられると、心も身体も熱を帯おびてくる。溶けるように、身体全体を隆士に預けた。

　奥の寝室へ移動し、万まん年ねん床どこの布団の上に二人して座った。

　特に何を話すでもなく、ただ目が合う度たびに笑って、キスをする。絡からめ合う舌を、蜂はち蜜みつも裸足はだしで逃げ出すほど甘く感じる。

　キスしながら服の上から探り合い、一枚ずつ、ゆっくりと脱いでいくのを楽しむ。

　これから死ぬまで、長い時をずっと一緒にいるんだと思うと、今日はがっつく気にならなかった。

　だが隆士の方は、もどかしげに手早く脱がせてくる。

「落ち着かんやっちゃな……」

　そんなつれない台詞セリフも、蕩とろけそうな笑顔で言えば色気を含んでしまうものらしい。隆士はますます興奮して、まだ恭平は脱ぎかけのシャツが両腕に残ったままの状態なのに布団に押し倒された。両手を服で縛いましめられた状態で、上手く動けないまま唇に、頰に、首筋にと、せわしなくキスを仕掛けられる。

「ちょ……ホンマに、ちょっと、待てって」

　これでは何もできやしない。ちゃんと脱ぐまで待てと不服を申し立てたが、隆士の愛撫は止まらない。

「今日は……全部、俺にやらせて？　恭ちゃんの全部を、俺にちょうだい」

　今までかって好き放題にやっとったやろが！　と言いたい唇を、唇でふさがれて、なし崩しに了承させられた。

　一昨日おとといみたいに激しかったら、明日は完璧に起き上がれないだろうなと思うが、抗議する気にならない。隆士がどうしたいのか、何をしてくれるのかが楽しみで、すべてを任せるつもりで力を抜き、布団に沈み込む勢いで深く息を吐く。

「恭ちゃん？」

「ええよ。隆の好きにし」

「ほ、本当に？」

「隆のしたいことは、何でもさせたる」

　甘やかしたい気持ちのまま、優しく微笑んでやると、隆士は喜びに瞳を輝かせて、両手を万ばん歳ざいの状態にした恭平の身体を、より強く抱きしめてきた。

　すりすりと胸に髪をすり寄せられ、くすぐったさと喜びに笑みがこぼれる。

「くすぐったい、って」

「恭ちゃん……大好き」

「ああ、分かっとる」

「愛してる」

「うん、俺も」

「愛してる？」

「愛してるって」

　うざいほどの愛の確認も、可愛いと感じる。雅人辺りが見たらきっと、「バカ丸出し」とお墨すみ付つきをくれることだろう。でも他人にどう思われようと関係ない。

　これが自分たちの愛し合い方だ。

　服を全部脱いで両手が自由になっても、恭平は積極的に動かず、すべてを隆士にゆだねていた。

「ん……う、ん……」

　胸部の一番敏感な部分を舌でしつこく舐なめあげられ、身体の中心部にうずきを感じる。早く触って欲しいけれど、好きにさせると言った手前、言い出せない。

　もぞもぞ腰を動かすと、少しだけ顔を上げた隆士が、どうして欲しい？　と言いたげに微笑んだ。

「……隆……もっと、他んとこも、触ってぇや……」

「うん、恭ちゃん」

　待ってましたと言わんばかりに、熱を帯びて半はん勃だちになっていた中心を、大きな手で包み込まれ、背中を反そらして期待に震えてしまう。

「あっう……もっと、優しう……して」

　自分でも、自分の声の甘ったるさに赤面してしまうが、隆士の望みだと思うと叶えたい。

　隆士の好きなことはきっと、恭平に求めて貰うことだから。

「優しくって、こう？」

　恭平の考えが正しいと証明するようないい笑顔で、隆士はただ握っていただけの手を優しく上下させ始める。強こわばりの先を指の腹でそっと撫でられると、電流が走ったみたいに身が強ばり息が止まる。

「恭ちゃん……ここ？　ここが、気持ちいい？」

　問いかけに声も出せずに頷くと、隆士はさらに丁寧に、根元から先端まで磨き上げるみたいに余さず扱しごいてくる。

「あっ、う、ん……っ」

「恭ちゃん、いい？」

「ん……」

「ちゃんと、答えて。気持ちいいって、言って」

「気持ち、いい……いい、もっと、や……もっと、して」

　隆士は恭平の上に覆おおい被かぶさり、顔を見つめて反応を窺いながら、指先だけで恭平を追い詰めていく。

　感じている様さまを、じっと見つめられて、野獣に狙ねらわれた草そう食しょく獣じゅうの気分になる。けれど、少しも怖くはない。片手で隆士の頭を抱き寄せ、髪に頰ずりしてそのにおいを満喫すると、優しい隆士の匂いがするから。

「隆……もっと、気持ちのええこと、して」

「恭ちゃん！」

　隆士の耳元でささやくと、あっという間にうつぶせにされ、腰を高く上げさせられる。

「ああ！　うっ、うんっ……隆！」

　窄すぼまりのひだを舌先で丹たん念ねんにほぐされ、布団の下から出してきたローションを絡ませた指をねじ込まれる。

「あっ！　あ、そんな……んうっ」

　一本だけだが、何度も激しく抜き差しされると、あっという間に体温は上昇し、二本、三本と増やされる度に高まる快楽が怖いくらいなのにもっと欲しい。

　早そう急きゅうな愛撫も、求められている証あかしに感じ、隆士のするすべてが愛おしく気持ちよく感じる。

　指だけでも気持ちいいけれど、もっといい物が欲しい。

「あ、あ……隆、隆……もっと、もう……して」

「恭ちゃん……うん……俺も、もう、限界！」

「ひっ、く……」

　奥まで突っ込んでいた指を引き抜かれ、性急に仰あお向むけにされる。互いに欲情して肩で息をしていて、その浅ましさに興奮する。

「隆、早はよう……来て」

　両手を伸ばして迎えると、倒れ込む勢いで覆い被さってきた隆士に両足を開かされる。その足を自分の手で支え、思いっきり股こ間かんをさらして隆士を誘惑する。

「ここに……ちょうだい」

「恭ちゃん！」

　全身総そう毛け立だつように身震いした隆士は、さらされた恭平の窄まりの中心に、自分の猛たけったものを押し当て、一気に突き上げてきた。

「……っ！」

　衝撃に声も出なかったが、大きく息を吐いて受け入れる。深く息をしようとするのだが、ぐいぐいと押し込まれてくる隆士の熱に負け、浅く荒い息を繰り返すことしかできない。

「は……はっ、く……」

「恭ちゃ……ごめ……止まんない……」

　苦しげに息をする恭平に、隆士も眉根を寄せる。恭平はそんな隆士に精一杯微笑みかけ、言葉も出ない唇で、汗の浮かぶ隆士の額ひたいにキスをした。

「恭ちゃん……恭ちゃん、愛してる」
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　答える代わりに大きく息を吐くと、ようやく隆士のものがすべて中に収まった。

「はっ……隆、の……」

「うん……全部、恭ちゃんの中に入っちゃった」

　隆士は身体を起こし、つながった部分を愛いとしげに眺める。赤らんだ目元と上じょう気きした頰は堪たまらない艶つやを含んでいて、見ているだけで肌が粟あわ立だつほど興奮する。

「ここ……この中に、俺が入ってるの、分かる？」

「んんっ！」

　下腹部をぐっと押さえられると、より中にある堅くて熱い隆士を感じる。

　異物感と熱さと、すべてを受け入れた満足感に、快感がさざ波のように全身に広がる。自分のすべてが隆士の物になった気がして、恍こう惚こつとした頭の中で喜びだけを感じた。

「隆……り、う……っん」

　隆士に向かって腕を伸ばすと、それに応えて隆士は身体を前に倒してきた。

「あっ、ん……！」

　もうこれ以上はないと思ったのに、さらに繋がりは深まって、反そり返るほどになった自分のものが、隆士の腹に当たる。

　かすかな刺激がもどかしくて自分から腰を揺らすと、隆士も嬉しそうに応えはじめる。

「あっん……もっと、奥まで……ああっ、隆！」

　なりふり構わずねだり、首筋に腕を絡めて抱き寄せると、隆士は恭平と額を合わせ至近距離で見つめてくる。

「恭ちゃん……可愛い……」

　そんな可愛いなんて言われる態度は、隆士以外には絶対に見せない。逆に言えば、隆士には見せてもいい。

　隆士の前では、自然な自分でいられる。感じるままに声をあげて、欲しいだけむさぼる。

「あんっ、あっ、あ、あんっ」

　腰を打ち付けられる度に羞しゅう恥ち心しんがはがれ落ち、隆士の動きに合わせて声を漏らしてしまう。でもそれで隆士がさらに昂たかぶることを知っているので、堪こらえる気にならない。

「恭ちゃん……堪たまんない……ホントに……すごい……いい！」

「ああっ、隆っ！」

　ぶるっと大きく身震いした隆士の背中に足を絡めて、自分から最さい奥おうまで迎え入れると、身体の中心で熱がはじけた感覚を覚える。その熱で、限界まで昂まっていた恭平も一気にはじけた。




　達してからもつながったまま腰を使い続ける隆士と、その隆士の顔にキスを浴びせ続ける恭平と。互いにさんざん相手を味わってから、ようやく繋がりを解といた。

　それでも離れる気にはなれなくて、ひとつの布団でぎゅうぎゅうにくっついて眠る。

　互いの体温も鼓こ動どうも、解け合ったみたいな心地よさにまどろむ。

「恭ちゃん……好きだよ。愛してる」

「……うん、もっと……言うて」

「好き、好き好き好き……大好き」

「うん……もっと」

「好き。可愛い。愛してる」

「……ん、もっと……」

「恭ちゃん……可愛い。愛してる……」

　言われなくても分かってる、けれど聞きたいその言葉を、恭平は心地よいまどろみの中で、何度もねだり続けた。










　隆りゅう士じが永なが岩いわに出演依頼を受けると返事をしてから、事態が動くのは早かった。

　春からの番組改かい編へんに合わせ、お正月に放送された『とつげき☆動物ランド』のスペシャル番組で、永岩と隆士のコーナーの復活が告げられ、ほんの数分だが隆士も出演することになったのだ。

　その場で、三月に発売されることになった、新しい写真集の宣伝も行われた。

　恭平はスタジオの隅で収録を見守るしかできなかったが、隆士は堂々としたものだった。

　共演する男性コメディアンからの「宣伝しに来たのかよ」と言う突っ込みに「とんでもない。君に会いに戻って来たんだよ」なんてお約束なコントを演じ、会場を沸わかせた。

　やる気になった隆士は積極的で、写真集には永岩からの推すい薦せん文ぶんを貰もらい『動物ランド』の番組名も出し、サイン会もできる限り多く行うと決めた。

　そんな多忙を極きわめる隆士を、恭平は陰かげ日向ひなたなく支え続けた。

　三月になり、無事に形になった写真集を手にしたときは、感動もしたけれど、それ以上にこれからこの本を売らなければならないのだ、というプレッシャーにさいなまれた。

　客が誰もいない本屋の棚に、延々と写真集を並べる夢を見て、夜中に飛び起きるなんてこともあった。

　目覚めてから、首筋に冷や汗を搔かいていたことに驚く。起こしはしなかったかと隣りを見ると、隆士はよく眠っているのに安堵する。

　だが彼だって、どんな夢を見ているかは分からない。

　ただのアシスタントである自分ですら、こんなに気を張っているのだ。当事者の隆士の負担はどれほどのものだろう。

　せめて夢の中でくらいは安らいでいてくれるよう祈りを込めて、そっと頰にキスをしてから同じ布団に潜もぐり込こんだ。




　そんな日々を乗り越えて迎えた、三月末のサイン会当日。

　最初のサイン会は、都内の大型書店の催もよおし物もの会場で開かれることになっていた。

　以前は参加する側だった自分が、会場設営に走り回っているとは、人生は本当に分からないものだ。

　準備はスタッフさんに任せておけばいいのだけれど、とてもじっとしていられず、届いた祝いの花を並べたり、客の整理を手伝ったりして気を紛らわせた。

　自分がサインをするわけじゃないと、分かっているのにこうなのだ。当の本人はどうなのだろうと控え室に向かえば、隆士は会場をこっそりのぞきに行くこともなく、気さくに書店のアルバイトの女の子との記念撮影に応じてやっていた。

「大丈夫か？　隆りゅう」

「うん」

「ほな、そろそろ時間やし、行こか」

「うん。──ありがとう、恭ちゃん」

　椅子にかけてあったジャケットを羽は織おらせると、振り返って微笑ほほえむ。　

　単にジャケットを着せてくれたことへではないだろう、この日を迎えられたことへの感謝のこもった眼まな差ざしに、恭平は黙って頷いた。

　前のサイン会は逃げ出したかった、なんて言っていたとは思えないほど落ち着いた隆士を、頼もしく思う。隆士の背中を見ながら会場へ向かうと、後は出版社と書店のスタッフに任せ、恭平はサインする席に着いた隆士の斜め後ろに控ひかえた。

　相変わらず圧倒的に女性客が多いなと見回していると、サインを待つ列の後ろの方に、スーツを着た若い男性が加わった。

　まだ二十代半なかばほどだろうか、周りから頭ひとつ分飛び抜けた長身だが細身。目鼻立ちが整った容姿も相まって、よく目立つ。

　他が女性ばかりなのに気き後おくれしてか、写真集を両手でしっかりと抱きしめ、妙に緊張しているようなのが可愛い。

　昔、隆士のサイン会に並んでいた自分も、あんな感じだったんだろうかと親近感を覚えて、彼から目が離せない。

「──ちゅうか、前に見たこと、ある……？」

　軽いウェーブの掛かった黒髪に、涙なみだ袋ぶくろが印象的な大きな目。どこかで会っていたら忘れるはずはないと思うほどの男前だが、思い出せない。雅まさ人とのスタジオで見たモデルだろうか、なんて考えている間にサイン会は進み、彼の順番がやってきた。

　他の客の対応で精一杯だった隆士は、彼が目の前に来てようやく次が男性客だと気付いたようだ。顔を上げて少し驚いた表情を見せ──彼を凝ぎょう視ししたまま表情を凍り付かせた。

「……翔しょう太た？」

「翔太、って……」

　かすかな声だったが、隆士は確かにそう呟いた。それを聞いたとたん、恭平は他の客に不審がられない程度の早足で、テーブルを回り込んで青年の元へ向かう。

　見つめられた青年は、写真集を抱えたまま隆士に向かって頭を下げた。

「……お久しぶりです。いつも……テレビで見てました」

「……」

　青年は落ち着いた穏おだやかな口調だったが、隆士の方は言葉を失い、目を見開いたまま。

　明らかにおかしい隆士の様子に、隣りで隆士をサポートしていたスタッフも気付く。すぐ後ろに並んでいた客も、隆士の表情に、何事かと不審げに青年の顔を見上げる。

「あの、すみませんが、こちらへ」

　青年の後ろに回り込んだ恭平が軽く背中に手を当て移動を促うながすと、彼は逆らうことなく従ってくれる。他のスタッフも異変に気付いたようで、問題人物かと警戒して助すけ太だ刀ちに来てくれようとするのを、恭平は笑顔で制止した。

「いえ、あの、弟さんなんです。今日いらっしゃるとは聞いてなかったので、驚いたみたいですね」

　身内にサイン会に来られると、恥ずかしがる人もいる。納得し、会え釈しゃくして離れていくスタッフの人たちに頭を下げ、人ひと気けのない階段脇のスペースで改めて青年と向き合う。

「すみません。邪魔をする気はなかったんですが──」

　自分のせいで場の雰囲気を壊してしまった、と恐きょう縮しゅくして立ち去ろうとする青年の腕をつかみ、必死に押しとどめる。

「すみません！　隆から見えるところにいたってください！」

　隆士はかろうじてその場にとどまってはいるが、完全にこちらに気を取られていた。そんな隆士を振り返り、引き留めておくから大丈夫、と目配せしてサイン会に集中するよう促す。

　必死のアイコンタクトに、隆士も大事な仕事中だと思い直したようだ。周りに照れくさそうに取り乱したことをわびると、笑顔でお客さんと談笑しながらサインをし出したのにホッと胸をなで下ろす。

「隆士さんの、弟の翔太さん、ですよね」

「……僕のこと、ご存じなんですか？」

　優しげな目元に、柔らかな口調までよく似ている。でも同じ犬系だと思うが、受ける印象は隆士が陽気なゴールデンレトリバーだとすると、こちらは優ゆう美びなボルゾイといったところだろうか。

「隆士さんからお噂は聞いております。あ、俺は隆士さんのアシスタントの樫かし原はらです」

「兄が、お世話になっております」

　恭平が名刺を渡すと、彼も有名な飲食店のロゴマーク入りの名刺をくれた。

「……山やま本もと、翔太さん……」

　その名字はかつて隆士の物でもあったのだと思うと、ありふれた名字が切なく見えて、ぐっと唇を嚙かみしめた。

　サイン会場を見れば、残りのお客は後十人ほど。彼が帰ってしまわないよう、何とか間を持たせなければ。

「……今日は、どちらからお越しに？」

「沖縄です」

「え？　……沖縄！」

　意外な答えに、思わず目を丸くしてしまう。わざわざ飛行機で来たのかと絶句する恭平に、翔太はこのためだけに来たんじゃないです、と手を振った。

「本当なら、顔を出せる義理ではないと分かっていたんですが……ちょうど出張でこちらへ来る日に、兄のサイン会があると知って……運命じゃないか、なんて感じて……つい……」

　恭平がどこまで自分たちの事情を知っているのか、探るような眼差しを向けてくる。その瞳は少し不安げで、昔からこうだったとしたら、可愛くて仕方がなかったというのも納得できる。

「こられる義理じゃないって……何でそんなことを？」

　込み入った話に立ち入るべきではないと思いながらも、どうしてそんな風に考えていたのかが気になる。なにより、隆士とよく似た顔でこんな風にしょげかえられると、雨に濡れる犬を見つけた気分で、とても放っておけずに傘かさを差し掛けてしまう。

　隆士の家庭事情を、ある程度は知っている仲だとにおわせて話の水を向けてみる。

「隆士……隆から、弟とは事情があって離ればなれになって……寂しかったと聞いてます」

「兄が……そんなことを？」

　自分と会えなくなったことを隆士が寂しがっていたと知り、表情を輝かせる。

　二人が引き離されたのは、隆士が高校生の頃の出来事だから、六歳下の翔太はまだ小学生だった。仲のよかったお兄ちゃんを理由も分からないまま突然失い、彼の方がずっと寂しかったことだろう。

　大変でしたねと労ねぎらうと、翔太は大きな目をさらに見開き、泣き出しそうな表情を見せたが、何とか持ちこたえて微笑んだ。

　隆士と同じく、悲しい記憶を心の奥底に押し隠して生きてきたのだろう。事情を知る恭平に安心したように、ぽつりぽつりと話し始めた。

「母は、何でも自分の思い通りにしないと気が済まない人で……気の弱い父は、そんな母の言いなりでした。……僕も、干かん渉しょうされっぱなしで」

　家族という枠わくから放り出された隆士と、枠に囚とらわれた翔太。どちらも違う立場で苦しんでいたのだ。二人の苦しみを思うと、胸が絞しぼられたみたいに苦しくなる。話を聞くことしかできない自分が歯がゆいが、とにかく耳を傾ける。

「大学までは何とか我慢しましたが、社会に出るのをきっかけに自由になりたくて、全国に店舗展開してる企業に就職して……」

「それで、沖縄ですか。また思い切りましたね」

「いえ、そこまで遠くなくてもよかったんですけどね」

　ほどほどって難しいですね、と苦笑いする。そんな表情も魅力的で、可愛い隆士の弟は、すごく可愛いと思った。

　ぽそぽそと話をしているうちに、サイン会は無事に終了したようだ。まだ残って遠巻きにしている客とスタッフに頭を下げ、隆士は足早に恭平と翔太の元へやってきた。

「翔太！」

「あの……本当に、突然来てお邪魔を──」

　皆まで言わせず問答無用でぎゅっと弟を抱きしめる隆士を横目に見ながら、恭平は書店のスタッフに声をかけ、どこか落ち着ける部屋はないか訊ねた。

　商談用の小さな部屋を都合して貰い、翔太と彼の腕をつかんで放そうとしない隆士を、そこへ押し込んだ。

「俺は、外で待っとくし」

「え？　……いてくれないの？」

「いや、でも……」

　二人の話は聞きたいけれど、やはりまずは兄弟水入らずがいいだろうと翔太の方をみると、いて構わないというように、にっこりと微笑まれる。

「樫原さんは、兄の……恋人、なんですよね？」

「あ、はい！　お付き合いをさせていただいてます」

　深々と頭を下げると、兄がお世話になっていますと頭を下げられてしまう。ぺこぺこお辞じ儀ぎの応おう酬しゅうを交わす二人に対し、隆士は背筋を伸ばし、兄弟が引き裂かれる発ほっ端たんとなった自分の性癖について、改めて告白を始める。

「翔太……俺は、昔から男の人が──」

「分かってるから。あの騒動の時も、ちゃんと分かってた」

　子供だったけれど、それくらいのことは分かった、と苦しげに翔太は眉根を寄せた。

　嫌けん悪おするような表情に、身を堅くした隆士だったが、翔太の嫌悪は隆士に向けられたものではなかった。

「僕のせいで……兄さんは、追い出されて……なのに、僕は何もできなくて！」

　悔しさに拳こぶしを握りしめる翔太は、ずっとずっと心の中で自分の非ひ力りきさを詫わび続けていたのだろう。

「おまえはまだ子供だったじゃないか！　それなのに、あんな……おかしな騒動に巻き込まれて……俺の方こそ、翔太には辛つらい思いをさせて、本当に悪かった」

　退学騒動など起こさなければ、邪じゃ険けんにはされても追い出されるまではいかなかっただろう。弟に寂しい思いをさせたのは自分のせいだと謝る隆士に、翔太は即座に反論する。

「あのことだけじゃない！　いつも、兄さんは母さんにひどい目に遭あわされてたのに、僕は何にもしてあげられなかった！」

「翔太は何も悪くない！」

　俯うつむいて肩をふるわせる弟の姿に感かん極きわまったのか、隆士はまた強く翔太を抱きしめた。

　互いに自分自身を責めるが、どちらも悪くない。二人とも、きっと理性では分かっている。でも、謝らずにはいられないのだ。

　それほどにお互いを想い合っていたのだろう。

　やっぱり二人きりにしてあげたい。抱き合う兄弟を背中に感じながら、恭平はそっと部屋を後にした。

　部屋を出たとたん、立っていられなくなり、扉に背中を預けて座り込んでしまう。

「隆……よかったな……ホンマに、よかったぁ……」

　自分の膝ひざにおでこをつけて、恭平は隆士の辛い過去が少しだけでも癒いやされた喜びを嚙みしめた。

　──その後は、三人で一緒に食事に出かけた。

　隆士も翔太も、もう謝り合うこともなく、ひたすら明るい話で盛り上がる。

　隆士がテレビに出たのを見たとき、どれほど驚いたかや、自分の近況など、これまでの孤独を振り切るように話し続ける翔太と、頷きながらそれを聞いてやる隆士。二人を見ていると、ずっと仲良しだった兄弟が久しぶりに会っただけにしか見えない。

　兄弟の空白が埋うまるのに、時間は掛からないと思えて嬉しかった。

　翔太には家に来て泊まって欲しいと勧すすめたが、明日の朝一で仕事があるからとホテルへ帰った。だが、互いの連絡先は交換した。

　これからはいつでも会えるとはしゃぐ隆士を見て、恭平ももう一人弟ができた気分で嬉しくなった。










　そんな波乱のサイン会から数日。今日は珍しく、恭平と隆士は二人ともスーツ姿だった。

「隆、心配せんでもよう似に合おうとるで」

「本当に？　変じゃない？」

　慣れない格好に緊張しているのか、隆士は何度もネクタイを直す。

　しかし恭平が見立て、きちんとサイズを測はかってオーダーしたスーツを着た隆士は、ほれぼれするほど格好良かった。

「変なわけあるかい。最高に男前やで」

「恭ちゃんも。……いつもながら、恭ちゃんはスーツがすっごく似合うね」

　恭ちゃんは何でも似合うけど、スーツ姿が一番格好いい！　と、隆士は朝からずっとテンションが上がりまくりだった。

　恭平も久しぶりのスーツだが、着慣れているので特に緊張もしない。やっぱり慣れない服でも着こなせる隆士は格好いい、と思ってしまう。

　お互いにとことん惚れ合っている自分たちに、我ながら呆れる。

　でも今日は、恭平の実家へ二人の仲を報告に行くのだ。幸せオーラ全開でちょうどいいくらいだろう。

　自分たちは男同士だが、幸せに暮らしているので安心して欲しいと伝えたいのだから。

　だがそこへたどり着くまでに、大きな難なん関かんがあった。

「新幹線で行くの、ホンマに大丈夫か？」

「大丈夫だよ。恭ちゃんがいてくれるから」

　恭平の実家は大阪にある。車で行くのは時間が掛かるし、隆士が苦手を克こく服ふくしたいと自分から新幹線で行きたいと言い出したのだ。

『まずは新幹線に慣れて、飛行機にも乗れるようになりたい。それで、恭ちゃんと海外旅行に行きたい』なんて言われて、嬉しくなって賛成した。しかし、隆士が今まで新幹線の乗車に我慢していられたのは、こだまで東京から三み島しままで。だから今回はひかりで静岡を目標にした。

　本人は『車しゃ窓そうから富士山を見る』という野望を叶えるべくがんばると意い気き込ごんでいるが、駄目そうなら途中から在来線に乗り換えるつもりだ。大事の前なのだから、絶対に無理をするなと言い含めた。

　少しでも狭さを感じにくくなれば、と奮ふん発ぱつしてグリーン車の席を取ったが、それでも不安はぬぐえない。

「気分が悪くなったら、窓を開けてもいいよね」

「新幹線の窓が開くかっ！　──って……」

　悪いた戯ずらな隆士の顔つきに、つまらない冗談に引っかかってしまったと気づく。心配してやっているのにと腹が立ったけれど、そんな軽口をたたけるなら大丈夫だろうと気を取り直す。

　気分が悪くなったらすぐにトイレへ行けるよう、端の席を取ったからと言う恭平に、隆士は過保護だねと嬉しそうに笑う。

　この笑顔が見たくて世話を焼いているのだ。気にするなと笑顔を返す。

「本当に大丈夫。恭ちゃんと一緒なら、押し入れに閉じ込められても平気だよ」

「……俺は嫌やで」

　さっきの冗談への意趣返しと、押し入れなんてごめんだと両方の意味を込めて眉み間けんにしわを寄せると、隆士は世にも情けない顔で腕にすがりついてくる。

「恭ちゃーん！」

「俺が大人しゅう閉じ込められたりするかい！　この拳こぶしで、扉ごときぶち破ったるわ」

「恭ちゃん、格好かっこいい！」

　自由になる方の腕でガッツポーズを決めると、心底頼りにしていると分かる眼差しを向けられて、苦笑いが漏もれる。

　腕力でいえば体格のいい隆士の方があるだろうに、本当に世話が掛かる。やっぱり隆士は、優秀なのに、しっかり手た綱づなを握っていてやらないといけない大型犬みたいだ。

「アホなことばっかり言うてんと、そろそろ行こか」

　手綱を引けば、しっかりと前を向く。その顔は、やっぱり男前だと思う。

「恭ちゃん。──一生俺に付いてきて」

「おう！　頼りにしてるで」

　まっすぐに見つめてくる、迷いのない眼差しが愛いとおしい。この男と、これからずっと一緒に生きていくのだと決意を新たにする。

　二人で歩いて行く長い道のりへの一歩を、二人同時に踏み出した。










　　　　あ　と　が　き




　はじめまして、もしくはこんにちは。ウサギにイヤホンのコードを囓かじられ、タヌキにはスニーカーを盗まれ、といろいろ災難に遭あっても、やっぱり動物が大好きな金かね坂さかです。




　ＢＬのＢはバトルのＢ！　テンカウントでラブラブ地獄に落ちろ！　──そんな勢いで書いた今作ですが、お楽しみいただけましたでしょうか？

　念願の関西弁キャラを書ける喜びで、勢い余って場外乱闘を巻き起こし、セコンドの担当さんからタオルを投げられ仕切り直すこと複数回……といった紆う余よ曲きょく折せつを経へて、何とか形になった感じです。

　そんな大暴走作ですが、人物はもとより動物まで素敵に描かれるみずかねりょう先生にイラストをつけていただけて、脳内が幸せ物質で一杯になりました。

　スーツが似合う、クールビューティと呼ぶにふさわしい恭きょう平へいと、大柄なのに可愛いワンコな隆りゅう士じは、まさに理想的でした！

　私は元から『足フェチ』の傾けい向こうはあったのですが、みずかね先生の描かれる足は堪たまりません！　おしりから太ももにつながる筋肉が、足首から土踏まずにかけてのラインがっ！　……そして、雑誌掲載時のコメントに描かれた肉球と毛並みが極上のワンコのあんよは、昔飼っていたワンコのぷにぷにの肉球を思い出させてくれました。

　みずかね先生、幸せを呼ぶ素敵なイラストをありがとうございました。

　混ぜっ返し役の雅まさ人とも格好良く描いてくださったので、後半でも彼の出番を作れないかとあがいてみましたが、主役二人が愛に突っ走ってしまったせいで置いてけぼりを食らってしまい、残念でした。

　でも、お互いに相手が大好きで、好きすぎてフルスロットルで空回りした二人のラブラブを心ゆくまで書けて、とても楽しかったです。




　今回は、軌道修正・担当さん、方言監修・友人、家事サポート・家族と、まんべんなく周りの皆様に迷惑を掛けました。

　いつもごめんなさい。そして、ありがとうございます！

　ここまでお読みくださった皆様にも感謝です！




　この後に、ちょこっとですがおまけを書かせていただいてますので、もうほんの少しだけお付き合いいただけましたら幸いです。









　恋人と一つベッドの中




　隆りゅう士じは子供の頃、よく押し入れに閉じ込められた。そのまま朝まで放っておかれ、独りぼっちで身を縮ちぢめて眠った夜もあった。

　だからだろうか、真夜中ふと目が覚めた時、隣に寝ている人がいるととても安心する。

　暗闇に目をこらし、どれだけ見ていても見飽きない、愛いとしい恋人の顔を眺める。

　きれいで、格好かっこよくて、可愛くて、強くて、よく気が利きいて、優しくて、料理上手の床とこ上手。清すが々すがしいまでの口の悪さも、陰でこそこそ悪口を言う人よりずっといい。なにより、察しの悪い隆士には、不満に思ったことはぶちまけてくれる方がありがたかった。

　夢の中でだって、ここまで理想的な人には会ったことがない。現実とは信じがたくて、つい触れてしまう。

「……んっ」

　頰にそっと触れたつもりだったが、恭きょう平へいは小さく声を漏らして眉をしかめ、ゆっくりとまぶたを持ち上げた。

　起こしてしまった申し訳なさと、怒られるという恐怖にすくみ上がる。

「ご、ごめっ──恭きょうちゃん……？」

　半開きの目でじとっと見つめられ、慌てて謝ろうとしたが、ぎゅっと抱き寄せられた。

「……怖い夢でも見たんか？　……どーもない。大丈夫やから……寝ねぇ……」

「恭ちゃん……」

　どこまで許してくれるか試すような子供じみたわがままを言っても、「しゃーないやっちゃな」なんて苦笑いしながら、すべて受け止めてくれる。そんな優しい恭平の腕の中に閉じ込められて、狭さを感じることが幸せに思えた。

　深く息を吐いて、温かな腕に身をゆだねる。

「……ただいま。恭ちゃん」

　ずっと求めていた安らげる場所にたどり着いた喜びに微笑ほほえめば、恭平は一瞬不思議そうに目を見開く。だが、隆士が寝ぼけているとでも思ったのだろう、ふんわり優しい笑みを浮かべ、ぽんぽんとあやすみたいに軽く背中を叩いてくれる。

「ああ……おかえり。隆……」

　それだけ言うと恭平は再び眠りに落ちたのか、まぶたを閉じた。微笑みの形の唇からは、すうすうと穏やかな息がもれる。

　恭平が傍かたわらにいてくれさえすれば、怖いものなど何もない──満ち足りた気持ちの中、隆士も静かにまぶたを閉じた。
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